
して使用された可能性が考えられる。一辺に緩やかな繰り込みが認められ、左右に方形の穿孔がな

されている。そのうち、 2つ並んだ方形穿孔の間は若子の窪みがあり、何らかの別部材を挿入して

いた可能性が考えられる。 2は杭と考えられる木製品で、調整痕が認められる。先端部は尖らず面

を持つ。反対側の上部付近には僅かにくびれが見られ、別の部材が付加された可能性も考えられる。

3は垂木等の建築部材と考えられる。一方がくびれて宝珠状の突起部を形成する。 4は曲物等の容

器の底板に相当するものと考えられる。 5は不明木製品であるが、一部に稜線が認められ、工具痕

跡も認められる。 6は用途不明の板材である。工具痕跡等は見られない。122-1・ 2・ 5。 6は 4

層包含層から出土しており、弥生時代～古墳時代に属するものと考えられる。その他は3層包含層

からの出土であり、中世後半～近世に属するものと考えられる。

3.出土土器一覧について (第 123～ 125図・表 1)

中野美保遺跡から出土した土器は、第123～ 125図の分類に準じてその総数を表 1に まとめた。第

123図は弥生時代中期を除く、弥生時代前期と弥生時代後期～古墳時代中期までの代表的な土器を

掲載した。第124図は、中野美保遺跡Ⅷ区で集中的に出土した弥生時代中期の代表的な土器を掲載

した。第125図 は古墳時代後期以降の代表的な須恵器と土師器を掲載した。なお、須恵器の蓋杯は

その形状により、以下のように便宜的に分類している。

蓋 I類 口縁部の内側にかえりを持つ。

蓋Ⅱ類 口縁端部が下方に屈曲する。

蓋Ⅲ類 口縁部付近で緩やかに屈曲し、端部はⅡ類のようには屈曲しない。

杯 Ia類 高台を持ち、体部は緩やかに湾曲する。

杯 Ib類 高台を持ち、体部は直線的に口縁部に至る。高台は体部と底部の境からやや内側の位

置に付く。

杯 Ic類 高台を持ち、体部は直線的に口縁部に至る。高台は体部の延長上にある。

杯Ⅱa類 高台を持たず、体部は直線的に回縁部に至る。

杯Ⅱb類 高台を持たず、体部は緩やかに湾曲して口縁部に至る。口縁端部は九みを持つ。口縁

端部が僅かに内傾するものと、僅かに外反してくびれるものがある。

須恵器の蓋の形態は8世紀代を通して、 I類からⅢ類へと推移する。同じく、須恵器の杯は高台

の有無に関わらず、概ね 8～ 9世紀代にかけて体部が緩やかに湾曲する形態から、直線的な形態へ

と推移する。赤彩土師器の杯については、分類上は体部の「直線的なもの」と「湾曲するもの」の

2種に分けているが、後者は「椀」になるものが含まれている。しかし、細片が多くその形状が判

断できないため、一覧表では一部、一括して「杯」として集計している。

以上、表 1は第123～ 125図の分類に準じて、それぞれ掲載数と非掲載数が記されている。
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第 6節 小 結
1.調査区内の旧地形について

調査区内の旧地形を復元するため、次の2点に留意した。①地山、あるいは弥生時代後期の遺構

面 (地形)の傾斜の有無を確認する。②中世水田下層の包含層である3層 と4層の厚みと遺物出土

総数を把握する。

その結果、第12図に見られるように、調査 I～ Ⅳ区には地山面から南に向かって地形の傾斜が確

認することが出来た。また、その傾斜に由来する包含層 (4層 )からは、弥生時代前期～後期と古

墳時代前半期を中心とする遺物が、断片的な調査範囲からではあるが、多数確認されている。一方、

V区では弥生時代に遡る水田遺構が存在する可能性を花粉分析の結果が示しいる。Ⅵ区の北東部、

Ⅶ区、Ⅷ区では地山面が広がっており、弥生時代中期中葉～後期後葉までの遺構が確認されている。

特に弥生墳丘墓を検出したⅦ区と弥生中期中葉～後葉の複数の遺構が検出されたⅧ区では、3層の

包含層遺物の総量が他の区を凌ぎ、Ⅷ区では古代末を中心とする建物群も複数検出されている。ま

た、Ⅵ区では3層の包含層堆積遺物は少ないが、古代に属すると考えられる建物が 2棟検出されて

いる。

このことから、調査区全体を見た場合、調査区の北狽Iに位置するⅦ・Ⅷ区の範囲、及び西側に位

置するⅥ区の一部 (北側)が、弥生時代中期から中世後半に水田化するまでの期間、微高地等に相

当する安定した場所であった可能性が考えられる。もし仮にそうなら、Ⅶ区で重なるように検出さ

れた時代を違える2つの弥生墳丘墓は、微高地の先端に選地されて営まれた可能性も考えられる。

また、この微高地が何に由来するかについては、斐伊川が日本海に向けて西流していた近世以前

の、旧支流の自然堤防に相当するものと考えられる。第 2図の敗戦直後の旧地図によると、水田地

帯が広がる出雲平野中央部において、地図上部に西に向けてカーブする道の両端に、住宅が帯状に

営まれている様子が窺える。また、中野美保遺跡の調査範囲の北約100mの 地点にも東方向から緩

やかに北西方向に延びる道に沿って住宅が営まれている。さらに、水田地割にもこれらに沿って緩

やかにカープする場所が見られる。

これらは近世以前における旧河道に伴う自然堤防の最後の名残と考えられる。もちろん、中野美

保遺跡の時代 (弥生～古代末)と は大きく隔絶してはいるが、中野美保遺跡の調査所見の 1つの参

考になり得る。

最後に、Ⅷ区において弥生時代中期の遺構面の下層を確認したところ、砂やシル ト層のラミナ構

造が観察された。このことから中野美保遺跡に人々が暮らせる安定した状態が本格的に形成される

のは、弥生時代中期以降の段階と考えられる。なお、各調査区の4層からは I-4様式 (弥生時代

前期後葉)の土器片が僅かながら検出されている。洪水等の自然的制約により、遺構・遺物が検出

されにくい状態になったという結果も考えられるため、人々の営みが前期に遡る可能性も十分視野

に入れておきたい。

2.Ⅷ区出上の弥生土器について

Ⅷ区からはⅢ-1～ Ⅳ-1様式 (弥生時代中期中棄～後葉)の弥生土器が多数検出されており、

器種も多岐に渡り、完形に近い良好なものも比較的まとまって出土している。これらの大半力革隆格
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不明の不整形な土墳埋土から検出されたものであり、一括性の高い遺物群も含まれている。概ねⅢ

様式とⅣ様式の二者に分類される土器は、一括性の高い遺物群を検出した遺構も含めて、混在した

状況で検出されている。これらは、複数の遺構が重なり合った結果に生じた「混入」として、位置

付けられる可能性もある。しかし、このような一括遺物の存在については、近年増加する出雲平野

内の弥生時代遺跡の調査報告書においても指摘されている
註10。

Ⅷ区において一括性が高い遺物群を検出した遺構は、SX06・ SX13・ SX24の 3つになる。各遺構

の詳細は先に報告したが、これらの遺構の特徴は完形に近い状態で、ほぼ同一の坦土から集中して

検出されたものである。sX06・ SX24からは、先に述べた焼成失敗品やその可能性の高いもの、あ

るいは焼成が不良のものが検出されているため、土器を一括廃棄した遺構と考えられる。このよう

な、Ⅲ～Ⅳ-1様式の土器が一括して混在する遺構に関しては、資料の蓄積を待つまで「土器様式
の移行期」

註μ)と ぃぅ評価が現状ではもっとも妥当なものと考えられる。いずれにせよ近い将来、

土器の器種構成や土器生産の問題と絡めて、遺跡間の土器資料を相互に比較検討する必要があろう。

3.中野美保 1号墓について

中野美保 1号墓は山陰地方の沖積地において初めて検出された四隅突出型墳丘墓である。この墳

墓が出雲平野の沖積地に位置する一集落群から検出された意義は大きい。 1号墓の存続期間中には、

出雲平野を眼下に望む南部の低丘陵地帯に、弥生時代後期後葉の山陰最大規模の四隅突出型墳丘墓

群 (西谷墳墓群)が営まれていた。弥生時代中期から出雲平野の各地域に、爆発的に増加した集落

群を束ねた歴代首長層の造墓地と考えられるこの墳墓群と、その眼下の集落群との関係に具体的な

考古資料が提示されたものと言えよう。すなわち、墳墓資料から見る限り、両者にはその規模や貼
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石・立石などの墳端表飾に歴然とした差が存在する。これを首長層の階層差の反映とする考えには

大筋で同意を得られるものと考える。中野美保 1号墓と時間的に併行関係にある西谷墳墓群の一部

と、他地域の四隅突出型墳丘墓の諸関係 (規模と時間軸)は、第126図 を参照して頂きたい。

また、中野美保 1号墓は出雲平野北東部の北山山麓の扇状地に位置する同時期の青木遺跡検出の

四隅突出型墳丘墓とも比較検討する必要がある。中野美保遺跡から青木遺跡までは直線距離にして

約 2 kmと いう近距離である。集落間の交流、墓制意識の共通性なども検討対象になる。出雲平野と

いう一地域において、中野美保 1号墓は墳墓資料として単独で扱われるのではなく、各集落との位

置関係を始め、他の考古資料との複合的な検討が可能な資料として期待される。

4.中野美保 2号墓について

中野美保 2号墓は中野美保 1号墓の墳丘内部より検出された (Ⅲ -1～ 2様式)弥生時代中期中

葉の方形貝占石墓である。時間を隔てた形態の異なる墳丘墓が、重なり合うように検出された希な事

例である。その必然性については、可能性として自然堤防等に由来する微高地先端への選地を指摘

した。

中野美保 2号墓は出雲平野部において当該期の弥生墳丘墓が検出された初例である。東に隣接す

るⅧ区からは、弥生時代中期の土器と土媛が多数検出されており、この時期にはある程度の規模の

集落が営まれていたことが類推される。

一方、島根県東部から鳥取県全域の日本海沿岸部における弥生時代中期中葉に遡る方形貼石墓の

実態は、弥生時代中期後葉～後期初頭の断片的な資料でしか掴めていなかった。中野美保 2号墓は

当該期の墓制と弥生時代後期の墓制を考える上で、 1つ の貴重な資料となる。この点に関しては、

第 6章にその見通しを記している。なお、中野美保 1号墓と同じく貼石・立石に使用された石材は

共通しており、島根半島の司ヒ山山麓に由来する岩石である可能性が指摘されている
註1°
。

5.中野美保遺跡の継続期間

中野美保遺跡に人々の営みの痕跡が本格的に見られるのは、出雲平野において、弥生集落が
'曽

加

する中期以降である。

田中義昭氏は出雲平野の弥生集落を遺構 。遺物から総合的に捉え、その立地から弥生集落を8つ

の群に分類した
註n。 この分類に従えば、中野美保遺跡はその立地から第 4群に位置付けられる。

この第 4群の集落群の実態解明に対しては、出雲バイパス改築工事に伴う調査の結果、墳墓資料を

伴う遺構資料と遺物資料が飛躍的に増加しており、本格的な検討が行える段階に来たと言える。

調査結果から窺える弥生時代における中野美保遺跡の隆盛は、弥生時代中期中葉～後葉を 1つの

ピークとする。その後、弥生時代後期後葉までは遺物の出土量は減少するものの、墳墓が確認でき

ることから、人々の営みは継続している。同じく、弥生時代後期後葉～古墳時代初頭前半の様相を

示す土器類が、地形の傾斜が見られる包含層堆積層に比較的まとまって出土している。このことか

ら、遺構は確認できなかったものの、人々の営みは周辺地で継続しているものと考えることが出来

る。特に、中野清水遺跡から当該期の遺物が大量に検出されていることには留意しなければならな

しヽ。

古墳時代後半期～終末期には遺物量が減少するものの、再び、 8～ 12世紀代の包含層遺物が増加
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し、建物址などの遺構が検出される。すなわち、中野美保遺跡では遺構 。遺物の様相に濃淡はある

ものの、弥生時代中期中葉～中世まで人々の営みの痕跡が見 られる。ただ し、調査区内で検出され

る遺構が時代 により偏 りがあることか ら、遺構居住域などの人々の生活空間は時代 によって周辺地

域内を移動 している可能性が推測 される。これは、沖積地で繰 り返 される河川の氾濫や流路の移動

に伴 う自然環境の制約に起因するものと考えられる。

調査区内から判断される最終的な中野美保遺跡の姿は、中世のある段階には水田化 し、近世まで

継続する実態である。その後、近年の市街化に伴 う開発が行われるまで、周辺は水田地帯 としての

名残 を留めていた。

註 1)「至道元宝」は北宋の太祖、初鋳995年、本銭の字体は真書・行書・草書の三種類存在する。本遺跡出土のも

のは行書である。

「永楽通宝」は明の成祖、初鋳1408年

永井久美男編1996『 日本出土銭総覧 1996年版』兵庫埋蔵銭調査会

「無文銭」は是光分類のB― I-1類 に相当する。島根県内においても、16～ 17世紀代の無文銭が複数の遺
跡で出上していることが報告されている。

是光吉基1993「国内出上のいわゆる「無文銭」について」『考古論集―潮見浩先生退官記念論文集―』潮

見浩先生退官記念事業会

目次謙-2002「石見銀山遺跡の出土無文銭について」『石見銀山関係論集』島根県教育委員会

註 2)島根県教育委員会2002『島根県教育庁埋蔵文化財調査センター年報X 平成13年度』
島根県教育委員会2003『島根県教育庁埋蔵文化財調査センター年報XI 平成14年度』

註 3)島根県教育庁埋蔵文化財調査センター角田徳幸氏の御教示による。
島根県教育委員会2004『島根県教育庁埋蔵文化財調査センター年報XⅡ  平成15年度』

註 4)島根県教育委員会2003『風上記の丘地内遺跡発掘調査報告書14 史跡出雲国府跡 1』
柳浦俊-2001「 島根県東部 (出雲)の切り離し技法と長頸壺頸部接合技法」『古代の土器研究一律令的土器

様式の西 。東6 須恵器の製作技法とその転換―』古代の上器研究会 第 6回 シンポジウム
註 5)中野美保遺跡で検出された土製支脚は非掲載分を含めて、68片が存在する。そのうち、岩橋分類による形態
的特徴の判明するものは、8片である。すなわち、脚部に穿孔のあるもの5片 (う ち2片は2方向突起があ

り、穿孔が貫通しない岩橋 Ic類 )、 3方向に突起のある岩橋Ⅱ類が 3片 (う ち 1片は背面の突起のみ)で
ある。

岩橋孝典2003「山陰地域の古墳時代後期～奈良時代の炊飯具について」『古代文化研究』第11集 島根県古
代文化センター

註 6)松山智弘2002「出雲における墳墓の変遷」『ネ申原神社古墳』加茂町教育委員会
註 7)東京都立大学 山田昌久氏のご教示による。
註 8)京都大学木質科学研究所 伊東隆夫氏の同定による。
註 9)こ れに類似する土器が、出雲市所在の白枝荒神遺跡からも出土している。また、北部九州のものでは福岡市

所在笠抜遺跡の貯水遺構出上の多数の丹塗土器が参考になる。

出雲市教育委員会1997『白枝荒神遺跡』

出雲市教育委員会2002『白枝地区ふるさと農道整備事業に伴う発掘調査報告書 白枝荒神遺跡井原遺跡』
福岡市教育委員会2003『外環状道路関係文化財発掘調査報告書18 笠抜遺跡―第 1・ 2次調査報告― 福岡
市埋蔵文化財調査報告書第752集』

註10)出雲市教育委員会坂本豊治氏に、焼成失敗品の可能性が高い出土遺物が見られるとの御指摘を受けた。その

後、愛媛大学の田崎博之氏に御指導を頂きながら、坂本氏と調査担当者2名の計 4名でその分類と選別を行っ

た。

註11)田崎博之2002「焼成失敗品からみた弥生土器の生産と供給」『環瀬戸内海の考古学』
―平井勝氏追悼論文集―古代吉備研究会

註12)註 11に同じ。

註13)註 9出雲市教育委員会2002に同じ。

註14)註 13に同じ。
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議151中対唯史氏に中野美保1号墓・2手墓り墳二、二～■号集1石逮緯F蘭係する螢ての石を対象に動 で実見し

て資いた。その結果、1安山岩Ⅲ閑緑岩 `流縦な素の措石が主体を占あることを1指摘きれ
―
ね。また、猪勲 ヽ

のが丸みを持ぴたヽ のであることから、山権p沢|で露出している礫であること|を指議された。そ.ゆ産苗地に
ついては安山着系の山盤であ―る島模半―説 北山山糠に歯来する可能性を1拳げられた。ただと、全てo碁石に

対して、岩石内部の紅虔観籍やな石自体D計糾等の統計徽手続きを船んでいないため、ここでは可能性が高
いという指摘に留めておく。

融0田中議晴轡96「中海・宍遵湖岸西部魅戯における農耕社会a票閉J「Ⅲ雲都庭爺神谷遺跡J島根県教育舞員
会
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第 5章 自然科学的分析
第 1節 島根県、出雲バイパス建設地内遺跡における放射性炭素

代測定

株式会社 古環境研究所

1.試料と方法

試料名 種類 備  考 前処理・調整 測定法

No l  竹 Ⅲ区出土 酸―アルカリー酸洗浄,ベ ンゼン合成 R猟�ometric

※Radiomct� cは液体シンチレーションカウンタによるβ線計数法

試料名 種類   備  考 前処理・調整 測定法

No 2  木材  殺晨を走毯詩″  酸
一アルカリー酸洗浄,セ ルロース抽出,石墨調整 AMS

RadiometricNo 3  木材  Ⅷ区出土井戸枠木 酸―アルカリー酸洗浄,ベ ンゼン合成

1)Radiomctricは 液体シンチレーションカウンタによるβ線計数法
2)AMSは加速器質量分析法 :Accelerttor Mass SpectЮ me町

2.測定結果

試料名
測定No

(Betr)

望C年代
(年 BP)

δ
13c

(%。 )

補正
14c年
代

(年 BP)
暦年代 (西暦)

No l 180130 200=L50 -29,9 120三L50

No 2 184027 180三L30 -23.0 210三L30

No 3 184028 1210とし60 -23.4 1240三L60

交点 i cal

l σ i cal

2 σ i cal

交点 I cal

l σ ic証

2 σ :cal

交点 i cal

l σ i cal

2 σ :cal

AD 1690, 1730,

AD 1680～ 1770,

AD 1660～ 1950

AD 1660
AD 1660～ 1670,

AD 1650～ 1680,

AD 780
AD 690～ 880
AD 660～ 960

1810, 1920

1800-1940

1770-1800

1740-1810
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1)望 C年代測定値

試料の
HC′2c比から、単純に現在 (1950年AD)か ら何年前かを計算した値。μCの半減期は、

国際的慣例によりLibbyの 5,568年 を用いた。

2)δ tt C測定値

試料の測定
望
C′
2c比を補正するための炭素安定同位体比 (13cr2c)。 この値は標準物質 (PDB)

の同位体比からの千分偏差 (%。)で表す。

3)補正MC年代値

δ13c測定値から試料の炭素の同位体分別を知り、
MCガ2cの

測定値に補正値を加えた上で算出し

た年代。

4)暦年代

過去の宇宙線強度の変動による大気中
HC濃
度の変動を較正することにより算出した年代 (西暦)。

較正には、年代既知の樹木年輪の
望Cの詳細な測定値、およびサンゴのU―Th年代とμC年代の比較

により作成された較正曲線を使用した。最新のデータベースでは、約19,000年 BPま での換算が可

能となっている。ただし、10,000年BP以前のデータはまだ不完全であり、今後も改善される可能

性がある。

暦年代の交点とは、補正
μC年代値と暦年代較正曲線との交点の暦年代値を意味する。 lσ (68

°/o確率)と 2σ (950/O確率)は、補正稟C年代値の偏差の幅を較正曲線に投影した暦年代の幅を示

す。したがって、複数の交′点が表記される場合や、複数のlσ 。2σ 値が表記される場合もある。

3.考察

放射性炭素年代測定の結果、No lの竹では120± 50年BP(1び の暦年代でAD1680～ 1770,1800

～1940年 )、 No 2の木材では210± 30年BP(lσ の暦年代でAD1660～ 1670,1770～ 1800年 )、 XTo 3

の木材では1240± 60年BP(lσ の暦年代でAD690～ 880年)の年代値が得られた。なお、各試料と

も放射性炭素年代測定値よりも暦年代の年代幅がかなり大きくなっているが、これは該当時期の暦

年代較正曲線が不安定なためである。

文献

Stu� er,M,et al,(1998),INTCAL98 Radiocarbon Age Calibration,Radiocarbon,40,p1041-1083

中村俊夫 (1999)放射性炭素法.考古学のための年代測定学入門.古今書院,p136.
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第 2節 中野美保遺跡出土木製品の樹種

渡辺正巳 (文化財調査コンサルタント)。 古野 毅 (島根大学総合理工学部 )

はじめに

中野美保遺跡は島根県東部、出雲市中野町地内に立地する遺跡である。

本報告では、奈良時代の用材についての基礎資料とする目的で、検出された建物群の柱根および

木製品を対象に樹種鑑定を行った。また本報告は、島根県教育庁埋蔵文化財調査センターが文化財

調査コンサルタント株式会社に委託して実施した委託業務報告書を簡略化したものである。

試料について

樹種鑑定を行った試料の一覧を表 1に示す。表 1には、同時に鑑定結果も示してある。

永久プレパラートは渡辺 (2000)に 従い作成した。また作成した永久プレパラートには整理香号

を付け、文化財調査コンサルタント蜘にて保管管理をしている。

作製した永久プレパラートを、光学顕微鏡下で40倍～600倍の倍率で観察し記載を行った。記載

にあたって同一分類群は一括して記載し、代表的な試料の 3断面の顕微鏡写真を付けた。また用語

などは基本的に島地ほか (1985)に 従った。

樹種の鑑定結果と記載

表 1に鑑定結果を示し、各分類群毎に記載を行つた。

① スギ q/pr。河取 Ji2po/2滋 Do Don

試料No1 2,3,4

記載 :構成細胞は仮道管、樹脂細胞、放射柔細胞からなる。早材から晩材への移行はゆるやかで、

晩材の幅は広い。樹脂細胞は主に晩材部に分布している。また、分野壁了しはスギ型で2～ 3個存在

することなどから、スギと同定した。

② イヌエンジュ属 ν肋誠力 sp.

試料No:1

楕円形で長径200～ 300μ m程度の道管が孔圏に単独で1～ 5列に配列する環孔材である。孔圏外

への移行はゆるやかで、径30～ 50μ 程度の小道管が放射方向あるいは不規則に房状に集合し、散在

している。道管せん孔は単せん孔で、小道管にはらせん肥厚が認められる。また、道管内にチロー

スが認められる。放射組織は全て平伏細胞から成る同性型であり、 1～ 8細胞幅で高さは1～ 211m

に達するが 5～ 8細胞幅の比較的大きさの揃った紡錘形の放射組織が顕著である。軸方向柔細胞は

周囲状である。以上の組織上の特徴から、イヌエンジュ属と同定した。

用材についての特徴

島地・伊東 (1988)に よれば、「柱」として記載されている804点のうち、62点がスギ材である。

最も記載が多いのはヒノキの266点で、コウヤマキの113点に次ぐ量である。しかし、ヒノキ、コウ

ヤマキの多くが平城京の関連であることを考慮すれば、スギは「柱Jと して一般的に用いられたと

考えられる。一方、島根県内では「柱」としてクリの用例が多いようであり (渡辺,2003)、 タラ
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ノキ属の使用は例がない。今後、建物の種類に等による用材の追いなどを要素として考えていく必

要が↓旨摘できる。

「井戸枠」94′点のうちスギ37′点、ヒノキ20点 など針葉樹が用いられることが多く (島地・伊東 ,

1988)、 今回の結果 (ス ギ)も これを追従するものであった。島根県内では益田市の三宅御土呂跡

で木組井戸隅柱 (文化財調査コンサルタント伽,2001)、 出雲国府跡で井戸枠 (渡辺・古野,2003)

としてスギが記載されている。

引用文献

島地 謙・伊東隆夫 Tim(1988)日 本の遺跡出土木製品総覧 296p.雄 山閣,東京
島地 謙・佐伯 浩・原田 浩・塩倉高義 。石田茂雄 。重松頼生・須藤彰司 (1985)木材の構造.276p.文 永堂 ,
東京 .

渡辺正巳 (2000)長原遺跡東北地区東調査地出土木質遺物の樹種鑑定 長原遺跡東部地区発掘調査報告Ⅲ-1997年
度大阪市長吉束部地区土地区画整理事業施行に伴う発掘調査報告書―,247-249,財 団法人大阪市文化財協会 .

文化財調査コンサルタント棚 (2001)三 宅御土居跡出土木製品の樹種.(内部資料 )

渡辺正巳・古野 毅 (2003)出 雲国府跡出土柱根・木製品の樹種 (1).史跡出雲国府跡-1-,風土記の丘地内遺跡発
掘調査報告,14,199-208.

表1 樹種鑑定結果一覧表

試料番号 整理番号 樹種名 遺構 (取上番号) 種 別 備  考

ユ W03070401 イヌエンジュ属 NMⅧ区建物 lPit4 柱根 古代～中世

つ
々 W03070402 ス ギ NMⅧ区建物lP■ 6 柱根 古代～中世

つ
０ W03070404 ス ギ NMⅧ区井戸72-1 井戸枠 古代～中世

4 W03070403 ス ギ NMⅧ 区井戸722 井戸枠 古代～中世
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第 3節 中野美保遺跡発掘調査に係る自然科学分析

渡辺正巳 (文化財調査コンサルタント錦 )

はじめに

中野美保遺跡は、島根県中部、出雲市中野町美保に分布する。

本報は、島根県教育庁埋蔵文化財調査センターが遺跡周辺の植生変遷、堆積環境変遷などの古環

境変遷を推定するために、文化財調査コンサルタント株式会社に委託して実施した調査報告書の概

報である。

また、本報では花粉分析、珪藻分析およびプラント・オパール分析について述べている。

分析試料について

図 1に調査区の配置および試料採取地点を示す。各調査区の模式柱状図および分析試料採取層準

を、各分析結果を示したダイアグラム左端の柱状図右側に示した。各調査区での試料採取地点と試

料Noの関係は、以下の通りである。 I区で採取した試料のうち西壁の試料を試料No卜×、深堀南壁

の試料を試料No2-× と示している。Ⅲ区で採取した試料のうち西壁の試料を試料Nol―×、深堀南壁

の試料を試料No2× 、ボーリングの試料をNoB× と示している。Ⅵ区で採取した試料のうち東壁の

試料を試料No× 、ボーリングの言式料をNoB× と示している。

分析方法

花粉分析処理は渡辺 (1995)に 、珪藻分析処理は庇島 (1985)の 過酸化水素水処理法に、プラン

ト・オパール分析処理は藤原 (1976)の グラスビーズ法に従い行った。

分析結果

各分析結果を図 2～ 11の各ダイアグラムに示す。

図 2～ 4の花粉ダイアグラムは計数した木本花粉を基数にし、各々の木本花粉、草本花粉につい

て百分率で表した。また検出数の少ない試料では、出現した種類を「*」 で示した。さらに花粉ダ

イアグラム右側に、「針葉樹花粉」、「広葉樹花粉J、 「草本花粉」に「胞子」を加えた総合ダイアグ

ラムを示している。総合ダイアグラムでは、計数値の合計を基数にそれぞれの百分率を算出し、累

積百分率で示してある。

図 5、 7の珪藻ダイアグラムでは計数した珪藻遺骸殻総数を基数にして、各々の種類について百

分率で表した。また検出数の少ない試料では、出現した種類を「 *」 で示した。

図 6、 8の珪藻総合ダイアグラムでは、同定した全ての種類を対象に、それぞれの生′自、域毎にま

とめて百分率で示したものである。

図 9～ 11のプラント・オパールダイアグラムでは、 lgあたりの合有数に換算した数を、検出し

た種類毎に示した。

花粉分帯

花粉組成の特徴から、以下のように地域花粉帯を設定した。以下に各花粉帯の特徴を示す。また、
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本文中では花粉組成の変遷を明らかにするために、下位から上位に向けて記載し、試料Noも 下位か

ら上位に向かって記した。

(1)V帯 :Ⅲ 区試料NoB26～ B19

ハンノキ属の他、アカガシ亜属、コナラ亜属、マツ属 (複維管束亜属)が他の種類に比べやや高

率を示す。草本花粉の割合が低く、胞子の割合がきわめて高い。

修)Ⅳ帯 :Ⅵ 区試料NoB40

スギ属が卓越するほか、アカガシ亜属、コナラ亜属が他の種類に比べやや高率を示す。草本花粉

の割合はやや低く、胞子と同程度である。

13)Ⅲ帯 :Ⅲ 区試料NoB10～ 2-6、 Ⅵ区試料NQB36～ Bl

スギ属が卓越するほか、アカガシ亜属、マツ属 (複維管束亜属)、 コナラ亜属が他の種類に比べ

高い出現率を示す。草本花粉では、イネ科 (40ミ クロン以上)が卓越するほか。カヤツリグサ科、

イネ科 (40ミ クロン未満)、 ヨモギ属も高率を示す。

催)Ⅱ帯 :I区試料No2-1～ 1-3、 Ⅲ区試料No2-5～ 卜5、 Ⅵ区試料No13～ 3

マツ属複維管束属が他の種類に比べ高い出現率を示すほか、スギ属、アカガシ亜属、コナラ亜属

も他の種類に比べやや高い出現率を示す。草本花粉では、イネ科 (40ミ クロン以上)が極めて高い

出現率を示す傾向にある。

脩)I帯 :I区試料No1 2～ 1-1、 Ⅲ区試料No卜4～ 1-1、 Ⅵ区試料No2～ 1
マツ属複維管束属が卓越するほか、コナラ亜属、アカガシ亜属、スギ属が他の種類に比べやや高

い出現率を示す。草本花粉では、イネ科 (40ミ クロン以上)が極めて高い出現率を示す傾向にある。

珪藻分帯

珪藻紅成の特徴から以下のように各地点毎に地域珪藻帯を設定した。以下に各珪藻帯の特徴を示

す。また、本文中では珪藻組成の変遷を明らかにするために、下位から上位に向けて記載し、試料

Noも 下位から上位に向かって記した。

(1)Ⅲ区

①舒 V帯 :試料NoB26～ B19

汽水種が10～ 200/0程度を占めるほか、すべて淡水種である。淡水種ではQttbeFFp rLrpiJ2な どの

アルカリ・止水・底生種や、身れ化mia β肋2滋 などのアルカリ・不定・底生種が卓越傾向にある。

②3-Ⅳ帯 :試料NoB16～ B10

汽水種が40%程度を占めるほか、すべて淡水種である。淡水種では、″デ肋erp力 !urgidaな どのア

ルカリ・止水・底生種や、&度伽誌 pFpθ
"と
,J2な どのアルカリ・不定・底生種が卓越傾向にある。

③3-Ⅲ帯 :試料NoB8～ Bl

汽水種が40～ 200/0で減少傾向を示す。そのほかはすべて淡水種である。淡水種では、働θθ伽誌

ノπer2と ylβ などのアルカリ・不定・底生種や、っ′加emia tuttidaな どのアルカリ・止水・底生種が

卓越傾向にあるが、Fr2瑠跡励 β叩肪aりsな どのアルカリ・不定・陸生種が特徴的に検出される。

④3-Ⅱ 帯 :試料胞外6

汽水種の割合は 70/Oに 過ぎず、他は淡水種である。淡水種では酸性・不定 。底生種の 2朋 B■雷工a

Лοめ認が特に高率で検出される。
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⑤3-I帯 :試料No2 5～ 2-1

淡水種がほぼ1000/Oを 占める。特に、2側じと露iaヵodosaな どの酸性・不定・底生種や、9狙肋肋

εuspida″ などの不定・不定・底生種が卓越傾向にある。

(2)Ⅵ区

①6-Ⅲ帯 :試料NoB40

汽水種が15%を 占めるほかは、すべて淡水種である。淡水種ではアルカリ・底生種が卓越傾向に

ある。

②6-Ⅱ帯 :試料NoB36～ 3

淡水種が100%近 くを占める。ス/22P/20■ 2ο躍/」i5な どのアルカリ・止水 。浮遊種、 o棚施肋

ε饉spida力 などの不定・不定・底生種が卓越傾向にある。

③併 I帯 :試料Nol

淡水種が99%を 占める。勁m防肋 属や、2朋じと紙ia属、δttErrOrP誌 属などの底生種が卓越する。

古環境変遷

ここでは、花粉帯毎に遺跡周辺の古環境を推定する。

(1)V帯期 (弥生時代後期以前、縄文時代晩期以降)

①年代観 (従来の分析結果との比較)

花粉化石の含有量が少ないものの、V帯 とした3試料の花粉組成はよく似ている。

ここではハンノキ属花粉が特徴的に検出されるが、ハンノキ属花粉は局地的に高率になる傾向が

あり、地域間の対比要素と成りがたい。V帝で特徴的に検出された花粉化石のうち、中海・宍道湖

沿岸で縄文時代早期以降の示準化石として用いることのできる種類は、スギ属、アカガシ亜属、コ

ナラ亜属である。特にスギ属が高率を示す時期は、中海・宍道湖沿岸では縄文時代晩期以降と考え

られる (渡辺,投稿中)が、出雲平野西部では現在のところ明確な年代が得られていない。

以上のことから、今回のV帯が縄文時代晩期以降の植生を反映している可能性が指摘できる。一

方で、出雲平野西部での縄文時代以前の花粉分析資料の蓄積により、この年代観が動く可能性もあ

る。

②堆積環境

花粉帯のⅢ帝最下部 (珪藻帯の3Ⅳ帯最上部)の Ⅲ区試料NoB10直上 (7層上面)が弥生時代中

期から後期の遺構面と考えられている。Ⅲ区試料NoB10は花粉組成上Ⅲ帯に含まれるが、堆積物の

粒度、珪藻化石帯から考えると、下位から一連の作用により堆積したものである可能性が高い。

珪藻帯の3V、 Ⅳ帯が相当する。汽水棲珪藻が比較的高率を占めることから、斐伊川が「神門水

海」 (あ るいは「古宍道湖 (湾 )」 )に流入することで形成された「網状デルタ」末端の堆積物であ

る可能性が指摘できる。一方で、後背の布志名層に含まれていた珪藻化石の二次堆積である可能性

も否定できず、斐伊川の自然堤防堆積物であると考えることもできる。

③古植生

卓越傾向にある数種類のうち、ハンノキ属花粉は局所的に高率を示す傾向にある。このことから、

調査地点近辺の湿地にハンノキ林が分布していた可能性が↓旨摘できる。

アカガシ亜属、コナラ亜属は一般的な森林構成樹種であり、アカガシ亜属は極相林としての照葉
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樹林を、コナラ亜属はクマシデ属―アサダ属などを伴つて二次林としての温帯落葉広葉樹林を形成

していたと考えられる。これらの森は、デルタ周辺から中国山地、北山山地にかけて広がっていた

と考えられる。

エレ属―ケヤキ属はいわゆる「河畔林」、「自然堤防林」の要素であり、デルタ内の自然堤防上な

どに小規模な林を形成していたと考えられる。

スギ属の生態については知られていないことが多いが、デルタ上や中国山地、北山山地の谷筋で

滞水 していない場所に生育していたと考えられる。

草本花粉は、調査地点近辺の植生を示していると考えられ、水辺の滞水する場所にはイネ科やカ

ヤツリグサ科、オモダカ属、セリ科の草花が、滞水しない場所にはキク科 (キ ク亜科、ヨモギ属、

タンポポ亜科)や アカザ科一ヒユ科の草花が生育していたと考えられる。

(2)V帯期 (弥生時代後期以前、縄文時代晩期以降)

①年代観 (従来の分析結果との比較)

弥生時代後期頃の植生を示すⅢ帯の下位に位置する。また、層相からV帯を形成する砂層をベー

スとしていると考えられる。

V帯で述べたように、スギ属が高率を示す時期は、中海・宍道湖沿岸では縄文時代晩期以降と考

えられる (渡辺,投稿中)が、出雲平野西部では現在のところ明確な年代が得られていない。

以上のことから、今回のⅣ帯は、V帯同様に弥生時代後期以前、縄文時代晩期以降の植生を反映

している可能性が指摘できる。

②堆積環境

腐植に富む細粒堆積物であり、湿地での安定した堆積が示唆される。

珪藻帯では6-Ⅲ帯が相当し、汽水棲珪藻が比較的高率を示すことから「神門水海」 (あ るいは

「古宍道湖 (湾 )」 )沿岸の小湿地で堆積した可能性が示唆される。ただし、後背の布志名層に含ま

れていた珪藻化石の二次堆積である可能性も否定できず、斐伊川の後背湿地堆積物であると考える

こともできる。

③古植生

スギ属花粉が卓越し、アカガシ亜属、コナラ亜属などが低率になることから、調査地点に近いデ

ルタ上でのスギ林の分布が示唆される。

湿地内には、イネ科、カヤツリグサ科などの草花が生育していたと考えられる。

(3)Ⅲ帯期 (弥生時代後期頃)

①年代観

7層上面に方形貼石墓および四隅突出墓が造成されており、弥生時代中期中葉以降に陸域が安定

して存在していたと考えられる。Ⅲ区では花粉化石の含有量が少なかったもののスギ属が高率を示

し、Ⅵ区でも豊富な含有量の中でスギ属が高率を示す。これらのことは、渡辺 (印刷中)で示され

たスギ属が高率で検出される時期と矛盾しない。

―-164-―



②堆積環境

1)Ш 区

試料NoB10は 7層最上部に位置する。花粉化石の含有量が少ないうえに木本花粉の割合が低く、

草本花粉、胞子の割合が高い。また、微粒炭が多量に含まれていた。このような含有物の特徴は、

土壌化作用を受けたことを示唆する。

上位の 6、 5層 は細粒であるが、下位の試料NoB10同様に花粉化石の含有量が少なく、草本花粉、

胞子の割合が高く、微粒炭も多く検出される。このことから、下位の試料NoB10同様に土壌化作用

を受けたことが示唆される。また、珪藻帯では3Ⅲ帯が相当する。珪藻化石の含有量は少ないが、

陸棲珪藻が特徴的に検出される。本層準堆積時に乾燥環境が隣接していた可能性もあるが、土壌化

に伴い混入した可能性も指摘できる。

4層 は花粉組成、珪藻帯組成ともに上下の移行的な組成を示している。このことは、 3層堆積時

に 5層が擾乱を受けたことに由来すると考えられる。

したがって 6～ 4層 は、土壌化作用を受けながら堆積したものであると考えられる。

2)Ⅵ 区

Ⅲ区と一転して、腐植質に富む細粒の堆積物が続き、後背湿地での堆積が示唆される。

花粉組成のうち、草本花粉ではイネ科 (40ミ クロン以上)花粉が高率で出現し、調査地点、ある

いは近辺で水田耕作が行われていたことが示唆される。

珪藻組成では併Ⅱ帯が下部が相当する。底生珪藻が卓越し、沼沢湿地での堆積が推定される。水

田は人工的な沼沢湿地であり、調査地点が水田であつたとしても矛盾しない。

したがって弥生時代後期頃に、Ⅲ区には人が日常に生活する陸域が広がり、Ⅵ区に水田など耕作

域、あるいは沼沢湿地が広がっていた可能性がある。

③古植生

前述のように、Ⅵ区の調査地点付近には、水田あるいは沼沢湿地が広がつていたと考えられる。

水田には、オモダカ属やイネ科、カヤツリグサ科、セリ科などの雑草が生育し、畦にはヨモギ類が

生育していたと考えられる。

木本花粉ではⅣ帯から引き続きスギ属が卓越する傾向にあり、引き続きデルタ上でのスギ林の分

布が示唆される。

14)Ⅱ 帯期 (中世頃以前、古代末頃以降)

①年代観

上部で古代末頃以降の遺物を含む畦畔が検出されている。また、花粉組成ではスギ属が減少傾向

を示すものの、依然高率を示している。出雲平野南部の三田谷 I遺跡ではスギ属花粉が低率になる

のは中世頃であり (渡辺,2000)、 Ⅱ帯とI帯境界はほぼこの時期であると考えられる。

②堆積環境

上部では畦畔が検出されており、耕作域 (水田)が広がつていたことが明らかである。また、花

粉組成でもイネ科 (40ミ クロン以上)花粉が高率を示し、イネのプラント・オパールも多量に検出

される。

珪藻組成では3-I帯、6Ⅱ帯上部が相当し、底生珪藻が卓越し、沼沢湿地での堆積が推定される。
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前述のように水田は人工的な沼沢湿地であり、現地での観察、他の各種分析と矛盾しない結果であ

る。

③古植生

前述のように、遺跡全体に水田が広がっていたと考えられる。また、ソバ属花粉もわずかである

が検出され、裏作や畦を利用して栽培されていたことが示唆される。

一方平野部でのスギ林は認められなくなり、北山山地や中国山地の谷筋で耐水していない場所に

生育場所を狭めたと考えられる。

また、スギ属に変わリマツ属 (複維管東亜属)が増加傾向を示す。マツ属 (複維管束亜属)花粉

の多くは、二次林要素のアカマツに由来すると考えられ、開発や有用材伐採に伴う照葉樹林やスギ

林の縮小と二次林化が示唆される。

(5)I帯期 (近世以降)

①年代観

スギ属花粉が低率になる。前述の三田谷 I遺跡でスギ属は、近世にはすでに低率になっている

(渡辺,2000)こ とから、 I帝の花粉組成は近世以降の植生を表していると考えられる。

②堆積環境

発掘調査時の観察で耕作土、あるいは床土とされた層である。花粉組成ではイネ科 (40ミ クロン

以上)が卓越するが、イネのプラント・オパールは微量である。イネのプラント・オパールは葉の

機動細胞に由来することから、株刈りを行う水田では検出量が少ない傾向にある。また、珪藻組成

では61帯が相当し、底生珪藻が卓越し、沼沢湿地での堆積が推定される。前述のように水田は人
工的な沼沢湿地であり、現地での観察、他の各種分析と矛盾しない結果である。

③古植生

Ⅱ帯期同様に遺跡全体に水田が広がつており、ソバが裏作や畦を利用して栽培されていたことが

示唆される。

中国山地縁辺や北山山地では、マツ属 (複維管束亜属)花粉、コナラ亜属花粉が卓越することか

ら、アカマツ林やコナラ林などのいわゆる「里山」が広く分布していたと考えられる。

まとめ

中野美保遺跡において実施した各種分析を基に、以下の局地微化石帯を設定した。

(1)花粉組成変遷から、 I～ V帯の5局地花粉帯を設定した。

(2)珪藻紅成変遷から、Ⅲ区で3-I～ V帝、Ⅵ区で併 I～ Ⅲ帯の局地珪藻帝を設定した。

各種分析結果、および調査に伴う地層観察などから、局地花粉帯に基づく時期毎に中野美保遺跡

近辺から出雲平野周辺の古環境を推定した。主な事柄は、以下に示す通りである。

(1)Ⅳ、Ⅲ帯ではスギ属花粉が高率になり、平野部 (斐伊川デルタ上)でのスギ林の分布が示唆さ

れた。

例 縄文時代晩期頃から弥生時代後期以前には、Ⅲ区が生活域である凸地、Ⅵ区が生産域である凹
地であった可能性が示唆された。

(3 同時期のⅥ区の凹地では、連綿と水田耕作が続いていた可能性がある。
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催)同 時期の凸地は、縄文時代晩期以前 に網状デルタの末端、あるいは自然堤防として形成 された

と考えられる。

日 遺跡内のほぼ全域が水田化 したのは、古代末頃以降であると考えられる。

16)畦畔に伴 ってソバ属花粉が検出されてお り、畦畔が形成 された時期 (Ⅱ 帯期 )でのソバ栽培が

示唆 される。
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第 4節 中野美保遺跡出上の黒曜石製遺物の原材産地分析

藁科 哲男 (京都大学原子炉実験所 )

はじめに

石器石材の産地を自然科学的な手法を用いて、客観的に、かつ定量的に推定し、古代の交流、交

易および文化圏、交易圏を探ると言う目的で、蛍光X線分析法によリサヌカイトおよび黒曜石遺物

の石材産地推定を行なっている
1'2,3)。
石材移動を証明するには必要条件と十分条件を満たす必要が

ある。地質時代に自然の力で移動した岩石の出発露頭を元素分析で求めるとき、移動原石と露頭原

石の組成が一致すれば必要条件を満たし、その露頭からの流れたルートを地形学などで証明できれ

ば、他の露頭から原石が流れて来ないことが証明されて、十分条件を満たし、ただ―力所の一致す

る露頭産地の調査のみで移動原石の産地が特定できる。遺物の産地分析では F石器とある産地の原

石の成分が一致したからと言って、そこの産地のものと言い切れないことは、他の産地にも一致す

る可能性が推測されるからで、しかし一致しなかった場合そこの産地のものでないと言い切れる。』

が大原則である。考古学では、人工品の様式が一致すると言う結果が非常に重要な意味があり、見

える様式としての形態、文様、見えない様式として土器、青銅器、ガラスなどの人手が加わつた調

合素材があリー致すると言うことは古代人が意識して一致させた可能性があり、一致すると言うこ

とは、古代人の思考が一致すると考えてもよく、相互関係を調査する重要な意味をもつ結果である。

石器の様式による分類ではなく、自然の法則で決定した石材の元素組成を指標にした分類では、例

えば石材産地が遺跡から近い、移動キヤンプ地のルート上に位置する、産地地方との交流を示す土

器が出土しているなどを十分条件の代用にすると産地分析は中途半端な結果となり、遠距離伝播し

た石材を近くの産地と誤判定する可能性がある。人が移動させた石器の元素組成とA産地原石の組

成が一致し、必要条件を満足しても、原材産地と出土遺跡の間に地質的関連性がないため、十分条

件の移動ルートを自然の法則に従つて地形学で証明できず、その石器原材がA産地の原石と決定す

ることができない。従って、石器原材と産地原石が一致したことが、直ちに考古学の資料とならな

い、確かにA産地との交流で伝播した可能性は否定できなくなったが、B、 C、 Dの産地でないと

の証拠がないために、A産地だと言い切れない。B産地と一致しなかった場合、結果は考古学の資

料として非常に有用である。それは石器に関してはB産地と交流がなかったと言い切れる。ここで、

十分条件として、可能なかぎり地球上の全ての原産地 (A、 B、 C、 D……)の原石群と比較して、

A産地以外の産地とは一致しないことを十分条件として証明すれば、石器がA産地の原石と決定す

ることができる。この十分条件を肉眼観察で求めることは分類基準が混乱し不可能であると思われ

る。また、自然科学的分析を用いても、全ての産地が区別できるかは、それぞれが使用している産

地分析法によって、それぞれ異なり実際に行ってみなければ分からない。産地分析の結果の信頼性

は何ヶ所の原材産地の原石と客観的に比較して得られたかにより、比較した産地が少なければ、信

頼性の低い結果と言える。黒曜石、サヌカイトなどの主成分組成は、原産地ごとに大きな差はみら

れないが、不純物として含有される微量成分組成には異同があると考えられるため、微量成分を中

心に元素分析を行ない、これを産地を特定する指標とした。分類の指標とする元素組成を遺物につ

いて求め、あらかじめ、各原産地ごとに数十個の原石を分析して求めておいた各原石群の元素組成

の平均値、分散などと遺物のそれを対比して、各平均値からの離れ具合 (マハラノビスの距離)を
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求める。次に、古代人が採取した原石産出地点と現代人が分析のために採取した原石産出地と異な

る地点の可能性は十分に考えられる。従つて、分析した有限個の原石から産地全体の無限の個数の

平均値と分散を推測して判定を行うホテリングのT2乗検定を行う。この検定を全ての産地につい

て行い、ある原石遺物原材と同じ成分組成の原石はA産地では10個中に一個みられ、B産地では一

万個中に一個、C産地では百万個中に一個、D産地では……一個と各産地毎に求められるような、

客観的な検定結果からA産地の原石を使用した可能性が高いと同定する。即ち多変量解析の手法を

用いて、各産地に帰属される確率を求めて産地を同定する。今回分析した遺物は島根県出雲市に位

置する中野美保遺跡出上の黒曜石製石鏃、剥片および軽石に捕獲された黒曜石様岩の 3個で、産地

分析の結果が得られたので報告する。

黒曜石原石

黒曜石原石の自然面を打ち欠き、新鮮面を出し、塊状の試料を作り、エネルギー分散型蛍光X分

析装置によって元素分析を行なう。分析元素はAl、 Si、 K、 Ca、 Ti、 Mn、 Fe、 Rb、 Sr、 Y、 Zr、 Nb

の12元素をそれぞれ分析し、塊試料の形状差による分析値への影響を打ち消すために元素量の比を

取 り、それでもって産地を特定する指標とした。黒曜石は、Ca/K、 Ti/K、 MIn/Zr、 Fe/Zr、 Rb/Zr、

Sr/Zr、 Y/Zr、 Nb/Zrの 比量を産地を区別する指標をしてそれぞれ用いる。黒曜石の原産地は黒曜石

の原産地は北海道、東北、北陸、東関東、中信高原、伊豆箱根、伊豆七島の神津島、山陰、九州、

の各地に黒曜石の原産地は分布する。調査を終えた原産地を図 1に示す。黒曜石原産地のほとんど

すべてがつくされ、元素組成によってこれら原石を分類して表 1に示す。この原石群に原石産地が

不明の遺物で作った遺物群を加えると233イ回の原石群になる。佐賀県の腰岳地域および大分県の姫

島地域の観音崎、両瀬の両地区は黒曜石の有名な原産地で、姫島地域ではガラス質安山岩もみられ、

これについても分析を行なった。隠岐島、壱岐島、青森県、和田峠の一部の黒曜石には、Srの含有

量が非常に少なく、この特徴が産地分析を行う際に他の原産地と区別する、有用な指標となってい

る。九州西北地域の原産地で採取された原石は、相互に組成が似た原石がみられる (表 2)。 西北

九州地域で似た組成を示す黒曜石の原石群は、腰岳、古里第一、松浦第一の各群 (腰岳系と仮称す

る)お よび淀姫、中町第二、古里第三、松浦第四の各群 (淀姫系と仮称する)な どである。淀姫産

原石の中で中町第一群に一致する原石は12%個で、一部は淀姫群に重なるが中町第一群に一致する

遺物は中町系と分類した。また、古里第二群原石と肉眼的および成分的に似た原石は嬉野町椎葉川

露頭で多量に採取でき、この原石は姫島産乳灰色黒曜石と同色調をしているが、組成によって姫島

産の黒曜石と容易に区別できる。もし似た組成の原石で遺物が作られたとき、この遺物は複数の原

産地に帰属され原石産地を特定できない場合がある。たとえ遺物の原石産地がこれら腰岳系、淀姫

系の原石群の中の一群および古里第二群のみに帰属されても、この遺物の原石産地は腰岳系、淀姫

系および古里第二群の原石を産出する複数の地点を考えなければならない。角礫の黒曜石の原産地

は腰岳および淀姫で、円礫は松浦 (牟田、大石)、 中町、古里 (第二群は角礫)の各産地で産出し

ていることから、似た組成の原石産地の区別は遺物の自然面から円礫か角礫かを判断すれば原石産

地の判定に有用な情報となる。旧石器の遺物の組成に一致する原石を産出する川棚町大崎産地から

北方 4 kmに位置する松岳産地があるが、現在、露頭からは 8 alal程度の小礫しか採取できない。また、

佐賀県多久のサヌカイト原産地からは黒曜石の原石も採取され梅野群を作つた。九州中部地域の塚
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瀬と小国の原産地は隣接し、黒曜石の生成マグマは同質と推測され両産地は区別できない。また、

熊本県の南関、轟、冠ケ岳の各産地の原石はローム化した阿蘇の火砕流の層の中に含まれる最大で

親指大の黒曜石で、非常に広範囲な地域から採取される原石で、福岡県八女市の昭和溜池からも同

質の黒曜石が採取され昭和池群を作った。従って南関等の産地に同定された遺物の原材産地を局所

的に特定できない。桑の本津留原産地の原石は元素組成によって 2個の群に区別することができる。

桑の木津留第 1群は道路切り通し面の露頭から採取できるが、桑の木津留第 2群は転礫として採取

でき、これら両者を肉限的に区別はできない。また、間根ケ平原産地では肉眼観察で淀姫黒曜石の

ような黒灰色不透明な黒曜石から桑ノ木津留に似た原石が採取され、これらについても原石群を確

立し間根ヶ平産黒曜石を使用した遺物の産地分析を可能にした。遺物の産地分析によって桑の木津

留第 1群 と第 2群の使用頻度を遺跡毎に調査して比較することにより、遺跡相互で同じ比率であれ

ば遺跡間の交易、交流が推測できるであろう。石炭様の黒曜石は大分県萩台地、熊本県滝室坂、箱

石峠、長谷峠、五ヶ瀬川の各産地および大柿産、鹿児島県の樋脇町上牛鼻産および平木場産の黒曜

石は似ていて、肉眼観察ではそれぞれ区別が困難であるが、大半は元素組成で区別ができるが、上

牛鼻、平木場産の両原石については各元素比がイ以ているため区別はできない。これは両黒曜石を作っ

たマグマは同じで地下深くにあり、このマグマが地殻の割れ目を通つて上牛鼻および平木場地区に

吹きだしたときには、両者の原石の組成は似ると推定できる。従って、産地分析で上牛鼻群または

平木場群のどちらかに同定されても、遺物の原石産地は上牛鼻系として上牛鼻または平木場地区を

考える必要がある。出水産原石組成と同じ原石は日東、五女木の各原産地から産出していてこれら

は相互に区別できず日東系とした。竜ケ水産原石は桜島の対岸の竜ケ水地区の海岸および海岸の段

丘面から採取される原石で元素組成で他の産地の黒曜石と容易に弁別できる。

結果と考察

遺跡から出土した黒曜石製石器、石片は風化に対して安定で、表面に薄い水和層が形成されてい

るにすぎないため、表面の泥を水洗するだけで完全な非破壊分析が可能であると考えられる。黒曜

石製の石器で、水和層の影響を考慮するとすれば、軽い元素の分析ほど表面分析になるため、水和

層の影響を受けやすいと考えられる。ca/K、 Ti/Kの両軽元素比量を除いて産地分析を行なった場合、

また除かずに産地分析を行った場合、いずれの場合にも同定される産地は同じである。他の元素比

量についても風化の影響を完全に否定することができないので、得られた確率の数値にはや 不ゝ確

実さを伴うが、遺物の石材産地の判定を誤るようなことはない。今回分析した遺物の元素比結果を

表 3に示した。石器の分析結果から石材産地を同定するためには数理統計の手法を用いて原石群と

の比較をする。説明を簡単にするためRb/Zrの一変量だけを考えると、表 3の試料呑号92055呑 の遺

物ではRb/Zrの値は0。 389で、久見群の [平均値]士 [標準偏差値]は、0.386± 0,011である。遺物

と原石群の差を標準偏差値 (σ )を基準にして考えると遺物は原石群から0.27σ 離れている。とこ

ろで久見群の原産地から100ヶ の原石を採ってきて分析すると、平均値から±0.27σ のずれより大

きいものが78個ある。すなわち、この遺物が、久見群の原石から作られていたと仮定しても、0.27

σ以上離れる確率は78%であると言える。だから、久見群の平均値から0.27σ しか離れていないと

きには、この遺物が久見群の原石から作られたものでないとは、到底言い切れない。ところがこの

遺物を腰岳群に比較すると、腰岳群の平均値からの隔たりは、約14σ である。これを確率の言葉で
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表現すると、腰岳の産地の原石を採つてきて分析したとき、平均値から14σ 以上離れている確率は、

百兆分の一であると言える。このように、百兆イ固に一個しかないような原石をたまたま採取して、

この遺物が作られたとは考えられないから、この遺物は、腰岳産の原石から作られたものではない

と断定できる。これらのことを簡単にまとめて言うと、「この遺物は久見群に78%の確率で帰属さ

れ、信頼限界の0.1%を 満たしていることから久見産原石が使用されていると同定され、さらに腰

岳群に一兆分の一%の低い確率で帰属され、信頼限界の0。 1%に満たないことから腰岳産原石でな

いと同定される」。遺物が一ケ所の産地 (久見産地)と 一致したからと言つて、例え久見群と腰岳

群の原石は成分が異なっていても、分析している試料は原石でなく遺物で、さらに分析誤差が大き

くなる不定形 (非破壊分析)であることから、他の産地に一致しないとは言えない、同種岩石の中

での分類である以上、他の産地にも一致する可能性は推測される。即ちある産地 (久見群)に一致

し必要条件を満たしたと言つても一致した産地の原石とは限らないために、帰属確率による判断を

表 1の 233個すべての原石群について行ない、十分条件である低い確率で帰属された原石群を消し

ていくことにより、はじめて久見産地の石材のみが使用されていると判定される。実際はRb/Zrと

いつた唯 lヶ の変量だけでなく、前述した 8ケ の変量で取り扱うので変量間の相関を考慮しなけれ

ばならならい。例えばA原産地のA群で、Ca元素とRb元素との間に相関があり、Caの量を計れば

Rbの量は分析しなくても分かるようなときは、A群の石材で作られた遺物であれば、A群 と比較

したとき、ca量が一致すれば当然Rb量 も一致するはずである。もしRb量だけが少しずれている場

合には、この試料はA群に属していないと言わなければならない。このことを数量的に導き出せる

ようにしたのが相関を考慮した多変量統計の手法であるマハラノビスの距離を求めて行なうホテリ

ングのT2乗検定である。これによって、それぞれの群に帰属する確率を求めて、産地を同定する
4,5。
産地の同定結果は 1個の遺物に対して、黒曜石製では233イ回の推定確率結果が得られている。

今回産地分析を行つた遺物の産地推定結果については低い確率で帰属された原産地の推定確率は紙

面の都合上記入を省略しているが、本研究ではこれら産地の可能性が非常に低いことを確認したと

いう非常に重要な意味を含んでいる、すなわち、久見産原石と判定された遺物について、台湾の台

東山脈産原石、北朝鮮の会寧遺跡で使用された原石と同じ組成の原石とか、信州和田峠、霧ケ峰産

の原石の可能性を考える必要がない結果で、高い確率で同定された産地のみの結果を表 4に記入し

た。原石群を作った原石試料は直径 3 cm以上であるが、小さな遺物試料によっては、測定値には大

きな誤差範囲が含まれ、原石群の元素組成のバラツキの範囲を越て大きくなる。したがって、小さ

な遺物の産地推定を行なったときに、判定の信頼限界としている0,10/Oに 達 しない確率を示す場合

が比較的多くみられる。この場合には、原石産地 (確率)の欄の確率値に替えて、マハラノビスの

距離D2乗の値を記する。今回分析した中野美保遺跡出上の黒曜石製石鏃には久見産が、剥片には

津丼産がそれぞれ使用され、本遺跡が隠岐島と交流があつたことが証明された。また、十分条件と

して隠岐産地以外の約230個 の原石、遺物群でないことが証明されたことにより、黒曜石原材の供

給は本遺跡が隠岐島との交流のみにより受けていたと推測しても産地分析の結果と矛盾しない。ま

た軽石に捕獲された黒曜石様岩は比重が3.415で黒曜石の比重約2.5よ り重い、また蛍光X線スペク

トルには回折線と思われるピークが観測されることから、黒曜岩より結晶鉱物の可能性が推測され

た。
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標
準
偏
差
値

― ― ド ∞ い ― ―

原
産
地
原
石
群
名

分
析
個
数

一 死
素

Ca
/K

Ti
/K

Mn
/Z
r
Fe
/Z
r
Rb
/Z
r

Sr
ノ
/Z
r
Y/
Zr
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岩
手
県

雫
石

0 
63
6=
L0
 0
33
0.
18
7±
0.
01
2
0.
05
2=
LO
.0
07

76
4」
LO
.0
61
0,
30
5Ξ
LO
,0
16
0 
43
1=
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黒
曜
石
の
原
産
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に
お
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る
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石
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の
元
素
比
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平
均
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と
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準
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値
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5
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6
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L0
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3
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表
1-
4 
各
黒
曜
石
の
原
産
地
に
お
け
る
原
石
群
の
元
素
比
の
平
均
値
と
標
準
偏
差
値

原
産
地
原
石
群
名

分
析
個
数

一 死
素

Ca
/K

Ti
/K

Mn
/Z
r
Fe
/Z
r
Rb
/Z
r
S
r/
/Z

Y/
Zr

Nb
/Z
r
A1
/K

Si
/K

長
崎
県

古
里
第
一
群

0.
20
2=
LO
.0
12
0 
02
9=
L0
 0
04
0.
07
6こ
LO
,0
18
2.
62
8Ξ
上
0.
21
4
1.
69
5=
上
0,
14
6
0.
40
3=
L0
 0
60
0.
31
9=
LO
.0
73
0 
23
3二
上
0.
07
4
0 
03
0=
LO
.0
03
0,
34
2こ
と
0 
01
1

tr
里
蜜
,鶏

0.
42
3=
上
0.
01
6
0.
07
5Ξ
上
0.
00
7
0 
08
9-
「
0.
01
7
2,
79
7ェ
上
0 
27
4
1.
14
8三
上
0 
13
3
1.
81
4=
LO
.1
92
0 
10
3=
LO
.0
60
0.
20
8こ
と
0 
05
3
0.
03
4二
LO
.0
03
0.
36
7Ξ
上
0.
00
9

古
里
第
二
群

0.
26
5Ξ
L 
O.
03
2
0.
06
4Ξ
上
0.
00
9
0 
04
6」
LO
.0
10
1.
93
1=
LO
.1
43
0,
79
9Ξ
上
0.
11
0
0,
43
31
上
0.
04
9
0.
12
2=
二
0.
04
1
0,
11
9こ
と
0,
04
4
0.
03
1=
LO
.0
03
0 
34
7=
LO
.0
10

松
岳

0.
19
4Ξ
上
0.
00
9
0.
05
4二
上
0.
00
5
0,
04
0」
L0
 0
08
1.
68
6=
上
0.
11
4
0.
83
3Ξ
上
0.
05
8
0.
25
1=
L0
 0
25
0.
19
2=
LO
.0
32
0,
12
4二
上
0,
03
9
00
18
±
0.
01
1
0.
33
1±
0.
01
7

大
崎

0.
17
6二
上
0.
01
2
0,
05
3=
LO
.0
02
0.
04
1Ξ
LO
.0
12
1.
71
0=
LO
.0
81
0.
91
2=
上
0.
03
6
0.
18
1±
0,
02
2
0.
20
2=
LO
,0
29
0.
13
3Ξ
LO
,0
24
0 
02
3±
0,
00
2
0.
31
9こ
と
0.
01
0

熊
本
県

小
国

0,
31
7=
LO
.0
23
0.
12
7=
LO
.0
05
0.
06
3=
LO
.0
07
1,
44
1±
0 
07
0
0.
61
1±
0,
03
2
0,
70
3Ξ
上
0.
04
4
0.
17
5=
L0
 2
33
0.
09
7こ
こ
0 
01
7
0.
02
3±
0,
00
2
0,
32
0Ξ
上
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7
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関
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26
1±
0,
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6
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4=
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,0
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4Ξ
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.0
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0.
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L0
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0.
32
6二
上
0.
0
2
0 
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8二
上
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5
0.
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9=
L0
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0.
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1=
L0
 0
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0.
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1±
0 
00
2
0 
24
3二
上
0.
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8

最
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25
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.0
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4=
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.0
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0.
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3Ξ
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79
4」
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0 
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LO
.0

0,
27
5こ
こ
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0
0.
06
6Ξ
上
0.
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1
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03
3±
0.
00
9
0 
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0E
LO
.0
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0.
24
3=
二
0.
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8

大
柿

1.
53
4=
LO
.1
39
0.
66
5=
LO
.0
35
0.
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5=
上
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00
3
4.
49
4Ξ
LO
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0.
24
7=
LO
.0
4
1.
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6Ξ
LO
.0
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o.
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0=
L0
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0.
04
1=
L0
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12
0.
03
0 
ΞL
O,
00
3
0.
29
2=
LO
,0
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冠
ケ
岳
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26
1=
LO
.0
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0.
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1=
LO
,0
08
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03
2二
上
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00
3
0,
78
0=
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4」
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.
0
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上
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7
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06
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上
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1
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03
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と
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2
0.
27
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二
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9

滝
室
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。
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7
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2=
上
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04
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5=
L0
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1
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20
5」
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0 
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.0
18
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15
4こ
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5
0.
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3=
LO
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14
0 
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0,
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3
0.
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7=
LO
.0
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0 
24
7=
LO
.0
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石
峠

0.
79
1l
L0
 0
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0.
27
9=
LO
.0
09
0.
04
5Ξ
上
0.
00
5
1 
20
8=
L0
 0
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0.
27
9=
LO
.0
18
0.
81
1±
0.
04
6
0 
04
6Ξ
上
0.
01
2
0 
02
9Ξ
上
0.
01
4
0.
03
11
LO
.0
09
0 
36
61
L0
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33

長
谷
峠

1 
66
8=
L0
 1
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0.
69
4Ξ
LO
.0
36
0,
08
0Ξ
上
0.
01
0
4.
97
7=
と
0.
58
7
0.
25
3=
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.0
15
1.
33
5三
L0
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04
0.
09
8三
上
0.
01
6
0 
04
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上
0.
00
8
0 
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1=
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.0
03
0.
29
5=
LO
,0
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五
ヶ
瀬
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|

1.
47
1=
LO
.1
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0,
60
2=
LO
,0
41
0.
07
8こ
LO
.0
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4.
83
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4
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25
2Ξ
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6
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28
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0.
12
4
0.
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ヒ
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4
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04
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と
0 
01
3
0.
02
7こ
こ
0.
00
3
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55
8三
七
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6
0.
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0
0 
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57
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7=
L0
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0 
03
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0.
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0
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浜
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8=
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.0
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0.
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1±
0.
00
9
0.
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上
0.
00
6
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上
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6
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02
1±
0 
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9
0,
35
1=
LO
,0
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0.
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2=
L0
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0.
02
7=
L0
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0.
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2=
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.0
07
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31
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と
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00
9

宮
崎
県

桑
ノ
木
津
留
第
一
群

0.
20
7=
LO
,0
15
0.
09
4=
LO
.0
06
0.
07
0=
上
0 
00
9
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52
1こ
二
0.
07
5
1 
08
0」
LO
.0
48
0 
41
8=
LO
.0
20
0.
26
6Ξ
上
0.
03
4
0 
06
3=
LO
.0
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0 
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0」
LO
.0
03
0 
31
4±
0.
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1

桑
ノ
木
津
留
第
二
群
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26
1=
LO
.0
15
0,
09
4=
LO
,0
06
0.
06
6=
LO
.0
10
1,
74
3±
0,
09
5
1 
24
2二
上
0.
06
0
0 
7
53
=上
0.
03
9
0.
20
5=
上
0.
02
9
0,
04
7=
LO
.0
36
0.
02
2二
L0
 0
02
0.
32
3=
LO
.0
19

霧
島

35
 1
58
=L
l.
11
8
5.
00
1=
こ
0.
17
5
0.
04
1こ
と
0,
00
2
0.
03
8三
LO
.0
02
0.
00
9」
LO
.0
04
0 
15
5=
LO
.0
05
0.
03
5=
LO
.0
19
0 
00
0±
0.
00
0
0.
03
5=
LO
.0
19
0 
44
6=
LO
.0
22

鹿
児
島
県

間
根
ヶ
平
第
一
群

0.
18
6=
LO
.0
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0,
08
3±
0.
00
5
0 
04
7Ξ
上
0.
00
8
1.
61
1±
0 
07
9
0.
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8=
LO
.0
55
0.
34
0Ξ
LO
.0
32
0.
28
1±
0,
03
1
0.
04
1±
0.
03
2
0.
02
2±
0 
00
8
0.
35
8E
L0
 0
14

間
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第
二
群

0.
24
7=
LO
.0
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0 
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6Ξ
LO
.0
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0.
04
7こ
と
0.
00
8
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48
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上
0.
07
4
0,
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8三
LO
.0
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0.
42
8三
LO
.0
49
0 
23
5Ξ
上
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02
0
0.
03
9こ
と
0.
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7
0.
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4=
LO
.0
08
0.
37
8三
上
0 
01
3

間
根
ヶ
平
第
二
群

0.
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4=
L0
 0
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0,
17
6Ξ
上
0.
00
5
0 
03
71
LO
.0
07
1 
48
4=
L0
 0
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0.
44
9Ξ
L0
 0
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0.
67
5三
L0
 0
49
0.
14
3=
L0

0.
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6こ
二
〇
 
〇
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0 
02
3=
LO
.0
14
0.
39
0=
L0
 0
19

日
東

0 
26
2=
LO
.0
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0 
14
3=
L0
 0
06
0.
02
2」
LO
.0
04
1.
17
8三
上
0.
04
0
0,
71
2Ξ
上
0.
02
8
0.
40
8=
LO
.0
25
0.
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0=
LO
.0
18
0.
02
9」
LO
.0
13
0 
01
9Ξ
上
0,
00
1
0.
27
5二
上
0 
00
6

五
女
木

0.
26
6Ξ
上
0 
02
1
0 
14
0=
LO
.0
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o.
01
9 
ΞL
O.
00
3
1,
17
0こ
と
0.
06
4
0,
70
5=
L0
 0
27
0.
40
5=
上
0 
02
1
0.
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8=
L0
 0
15
0,
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8」
L0
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0.
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と
0.
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1
0.
27
5Ξ
上
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6

上
牛
鼻

1.
62
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上
0,
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8
0 
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4Ξ
上
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7
0,
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3三
LO
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34
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と
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5
0.
18
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5=
L0
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0,
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7=
LO
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09
0,
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2」
LO
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0 
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上
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2
0,
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1±
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1

平
木
場
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4=
上
0.
05
4
0.
91
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上
0.
02
8
0.
06
2=
LO
.0
05
3.
97
5=
LO
.1
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0 
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4=
LO
.0
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1.
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6こ
と
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9
0.
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3=
L0
 0
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0.
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0.
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竜
ケ
水
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上
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9
0.
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O.
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6
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0 
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3
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49
4こ
LO
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0 
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9
0.
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8こ
と
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2
0.
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上
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0.
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長
谷
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.0
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0
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6
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上
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0
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LO
.0
62
0.
64
4」
LO
.0
28
0.
55
3と
上
0.
02
9
0 
14
6二
L0
 0
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0.
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と
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台
東
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7
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上
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±
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遺
物
群
:東
9線
8遺
跡
、
KT
遺
物
群
:北
区
1遺
跡
、
KS
遺
物
群
:キ
ウ
ス
4遺
跡
A―
R地
区
、
SG
遺
物
群
:志
風
頭
遺
跡
、
OK
遺
物
群
:奥
名
野
遺
跡
、

TB
遺
物
群
:戸
平
)|
1遺
跡
、
NM
遺
物
群
:長
桝
遺
跡
、
MK
遺
物
群
:南
方
遺
跡
、
YM
遺
物
群
:南
方
、
藤
尾
、
岩
上
遺
跡
、
AC
l、
2、
3遺
物
群
:ア
チ
ャ
平
遺
跡
、 
IN
l、
2遺
物
群
:岩
野
原
遺
跡
、
K1
9遺
物
群
:K
39

遺
跡
、
KK
l,
 2
遺
物
群
:計
志
加
里
遺
跡
、
HB
l,
 2
(フ
リ
ン
ト
様
):
人
久
保
第
2遺
跡
、
HR
遺
物
群
:堀
量
遺
跡
、
HM
遺
物
群
:春
ノ
山
遺
跡
、
KU
4(
硬
質
頁
岩
様
):
久
木
野
遺
跡
、
ON
l,
2:
大
原
野
遺
跡
、
NI

29
:穂
香
遺
跡
、
UH
63
・
UH
66
:上
ノ
原
遺
跡
な
ど
出
土
遺
物
の
産
地
不
明
の
原
石
群
。
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ッ
ク
付
近
:イ
リ
ス
タ
ヤ
遺
跡
、
南
カ
ム
チ
ャ
ッ
カ
:パ
ラ
ト
ウ
ン
カ
、
ナ
チ
キ
、
ア
バ
チ
ャ
遺
跡
。

原
産
地
原
石
群
名

分
析
個
数

死
素

Ca
/K
Ti
/K
Mn
/Z
r
Fe
/Z
r
Rb
/Z
r

Sr
/′
Zr
Y/
Zr

Nb
/Z
r
A1
/K
Si
/K

大
分
県
I遺
物
群

0.
79
4=
L0
 0
70
0.
20
2Ξ
L 
O.
00
9
0.
06
1 
ΞL
 O
.0
13
1 
77
4」
LO
.1
32
0 
38
0Ξ
LO
.0
30
1.
3
50
Eと
0 
09
6
0.
07
6±
0 
03
2
0 
07
9±
0.
02
2
0.
04
0こ
と
0.
00
4
0.
43
4こ
と
0,
01
5

宮
崎
県

HB
l遺
物
群

0.
19
7=
LO
.0
35
0,
75
4=
LO
.0
55
0.
09
8=
LO
.0
42
7 
09
9」
LO
.3
44
0.
43
4Ξ
LO
.0
62
0 
97
5=
LO
.1
30
0.
36
8」
L0
 0
79
0 
12
6=
LO
.0
79
0.
09
3こ
と
0.
02
2
6.
31
2=
LO
.5
25

HB
2遺
物
群

0 
41
4=
LO
,1
00
1.
55
7=
LO
.6
74
0.
11
0=
LO
.0
44
9,
90
0=
上
1.
59
5
0 
17
6=
LO
.0
88
1.
20
9E
LO
.4
59
0,
32
7」
LO
.0
52
0.
17
8±
0 
06
9
0.
17
8三
上
0.
04
4
9 
93
8三
二
1 
53
2

UT
l遺
物
群

0 
29
7=
LO
.0
13
0.
10
7=
LO
.0
05
0.
05
3こ
と
0.
01
0
1 
63
8=
上
0.
10
4
1,
01
2Ξ
LO
.0
56
0 
73
6=
LO
,0
39
0.
16
8」
LO
,0
27
0.
03
4=
L0
 0
28
0.
02
4=
LO
,0
11
0 
39
0=
L0
 0
14

KU
4遺
物
群

1.
87
1Ξ
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.3
65
1.
01
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と
0.
09
4
3,
79
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=0
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05
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00
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0.
67
3こ
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04
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L 
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75
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79
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0.
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0 
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0 
02
0
0
40
=L
O.
00
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0.
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00
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〇
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8
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15
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0 
00
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0.
02
6=
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01
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34
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01
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0
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00
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0.
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1
0.
43
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0 
00
7
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1.
66
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.0
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0,
77
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0,
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4.
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14
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69
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02
5
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33
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3
0.
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02
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06
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00
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0.
01
2
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00
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.0
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0
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00
3
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12
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06
5
0
19
こ
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18
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0.
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3
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02
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26
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 0
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0.
52
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0.
01
2
0.
12
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と
0.
00
4
0.
07
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13
3.
12
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上
0.
22
2
0.
87
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上
0.
04
8
1.
5
00
」
LO
.

0
09
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O.
03
4
0 
18
7±
0 
02
3
0 
03
5こ
こ
0 
00
4
0.
35
9Ξ
L 
O.
01
0

HM
l遺
物
群

0.
68
3Ξ
上
0.
02
4
0.
86
1±
0 
02
1
0,
06
3=
LO
,0
13
8.
67
8=
LO
.6
63
0.
64
2=
上
0.
03
9
0,
7
39
」
LO
,0
54
0
27
Ξ
LO
.0
34
0.
06
5=
L0
 0
18
0.
03
7±
0 
00
5
0.
28
2Ξ
L0
 0
08

HM
2遺
物
群

0.
48
3Ξ
上
0.
02
2
0,
12
1=
LO
.0
06
0.
05
4=
LO
.0
14

1,
97
5Ξ
上
0.
12
2
0.
69
5Ξ
上
0.
04
0
0.
45
4」
LO
.0
34

0,
91
三
二
0.
02
8
0.
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8三
二
0.
02
8
0.
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4二
L0
 0
06
0.
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4こ
L0
 0
16
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0 
30
3こ
と
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01
2
0.
16
7=
LO
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06
0.
03
8=
L0
 0
07
1 
15
7=
ヒ
0 
04
4
0.
44
7Ξ
上
0,
02
0
0 
43
5」
=0
.0
16
0
26
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と
0.
02
5
0.
03
9=
LO
.0
16
0 
03
2=
LO
.0
04
0 
37
6二
LO
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12

ON
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物
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0.
27
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LO
.0
19
0.
05
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上
0.
00
4
0.
08
4二
上
0.
01
7
2.
49
1±
0 
12
3
1.
49
2こ
こ
0 
08
8
0.
66
7±
0.
04
6
0 
21
1±
0.
03
2
0.
10
8と
こ
0 
02
8
0 
03
0Ξ
L0
 0
04
0.
34
5Ξ
上
0.
01
1

北
朝
鮮
会
寧
城
外
遺
跡
遺
物
群

0,
13
5=
LO
.0
12
0.
06
2Ξ
上
0.
00
6
0,
01
7こ
と
0 
00
3
1.
11
8=
LO
.0
51
0.
58
5こ
と
0 
03
6
0.
06
8こ
と
0.
01
9
0 
15
0=
上
0.
02
2
0,
37
2=
七
〇
 
〇
35
0.
02
5±
0.
00
4
0.
31
9=
LO
.0
12

ロ
シ
ア

イ
リ
ス
タ
ヤ

18
.8
88
=L
2.
10
0
6.
03
8こ
と
0,
86
8
0.
29
3=
LO
.0
32
27
.9
63
Ξ
上
2.
60
8
0.
05
5=
LO
.0
17
2,
71
6±
0.

0.
16
3 
ΞL
 O
,0
19
0 
03
6Ξ
L0
 0
30
0.
17
3=
L0
02
9
1.
67
4=
L0
 2
40

パ
ラ
ト
ウ
ン
カ
ー
1

0,
70
6Ξ
上
0.
04
8
0.
22
5=
LO
.0
11
0,
04
8=
LO
.0
10

1.
85
1Ξ
LO
,1
80
0.
24
6=
LO
.0
14
0,
75
2こ
と
0 
07
0
0.
07
5=
上
0.
01
6
0 
01
5=
上
0.
00
8
0 
04
1=
LO
.0
04
0.
48
2=
ヒ
0 
02
2

パ
ラ
ト
ウ
ン
カ
ー
2

0,
71
7=
LO
.0
18
0.
26
9=
上
0 
00
6
0.
03
1=
LO
.0
06
1.
60
4=
LO
,0
43
0.
11
9」
LO
.0
07
0 
39
8こ
と
0 
01
6
0.
09
5二
上
0,
00
8
0 
01
6Ξ
上
0,
00
6
0.
03
1=
LO
.0
03
0 
40
2±
0.
01
0

パ
ラ
ト
ウ
ン
カ
ー
3

0 
38
4=
上
0 
00
8
0.
09
7Ξ
上
0.
00
4
0.
04
3こ
L0
 0
07
1.
64
2=
LO
.0
53
0.
26
2ェ
上
0 
01
1
0,
75
3こ
と
0.
02
6
0,
06
6Ξ
上
0.
02
6
0.
01
3二
上
0.
06
2
0.
01
7=
LO
.0
03
0 
17
6こ
と
0 
00
9

く
ラ
ト
ウ
ン
カ
ー
4

0.
14
1±
0.
00
7
0.
07
4Ξ
上
0.
00
3
0,
02
9二
上
0,
00
4
1 
06
9Ξ
LO
.0
25
0.
20
3こ
LO
.0
07
0.
1
50
=L
O.

0.
10
6=
LO
.0
09
0 
02
4=
LO
.0
06
0.
01
6=
LO
.0
02
0,
14
6こ
こ
0 
00
4

ナ
チ
キ

0.
22
0Ξ
上
0,
00
8
0.
10
4=
L0
 0
04
0.
09
9=
LO
.0
16
1,
26
1±
0 
06
2
0.
60
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上
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02
8
0 
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0Ξ
上
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02
6
0.
12
2±
0.
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0
0.
06
4こ
と
0.
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3
0.
02
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と
0.
00
3
0.
34
0=
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 0
06

ア
バ
チ
ャ

0.
25
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00
7
0 
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0.
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00
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0.
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原 石 群

腰  岳  群
淀  姫  群
古 里 第 一 群

第 二 群

第 三 群

中 町 第 一 群

第 二 群

松 浦 第 一 群

第 二 群

第 三 群

第 四群

椎 葉 川 群

腰 岳
(26)

100

100

淀 姫
(44)

九州西北地域原産地地区名 (原石個数)

古品所
地 古号骨岸 安44Ⅳ  今46″ 大 石

(39)

33

51

26

18

28

33

51

49

33

葉
５９
椎
ぐ

63

11

25

14

14

32

51

24

17

9

5

57

33

24

24

И
■

2

88

68

57

100

95

12

98

０

６

９

４

９

４

２

5

33

24

48

2

91

80

2

表 2 九州西北地域原産地採取原石が各原石群に同定される割合の百分率 (%)

注 :同定確率を1%以上に設定した。古里陸地で採取された原石 1個 (No 6)判 定例=古里第 1群 (62%),
松浦第 1群 (37%),松浦第 2群 (23%),腰 岳 (21%)が 1%以上で同定され残りの220個の原石群
に対しては 1%以下の同定確率であった。古里陸地 (66個 )の腰岳群37%は 66個の中の37%個は腰岳
群に1%以上の同定確率で帰属される。

表 3 中野美保遺跡出土黒曜石製石器、剥片の元素比分析結果

JG-1:芋即隼議ヽ】畔―Ando,A.,Kurasawa,H.,Ohmori,T,&Takeda,E.1974 compllaion of data on he GJS
geochemical rcfcrcncc samplcs JG-l granodiorite and JB-l basalt, Cιοθ力cr22/C・ 2F′bE1/7盟ち V01.8 175-192

(1974)

表 4 中野美保遺跡出上の黒曜石製石器、剥片の原材産地分析結果

注意 :近年産地分析を行う所が多くなりましたが、判定根拠が曖味にも関わらず結果のみを報告される場
合があります。本報告では日本における各遺跡の産地分析の判定基準を一定にして、産地分析を行っ

ていますが、判定基準の異なる研究方法 (土器様式の基準も研究方法で異なるように)に も関わら
ず、似た産地名のために同じ結果のように思われるが、全く関係 (相互チェックなし)あ りません。
本研究結果に連続させるには本研究法で再分析が必要です。本報告の分析結果を考古学資料とする

場合には常に同じ基準で判定されている結果で古代交流圏などを考察をする必要があります。

分析
呑号

元    素    比
Ca/K   Ti/K  MIn/Zr  Fe/Zr  Rb/Zr  Sf/Zr   Y/Zr   Nb/Zr   A1/K   Si/K

92054

92055

92056

0.301

0.389

0.404

0。 160   0.135   0.016   0。 917

0。 144   0.064   0.020   0。 944

35。 767    3.810    0.281   13.781

0.017   0.061   0,142   0.019   0.231

0.002   0.103   0.229   0.022   0.305

0.250   0.237   0.000   0.066   1.486

JG-1 0.811   0.221   0.070   3.899   0。 930   1.279   0.310   0.073   0.022   0.299

分析番号 試料番号 出 土 区 層位 ホテリングのT2乗検定 判定 器 種

1 8区 B8層 津丼 (76%),加茂 (9%) 津丼 剥片

2 8区 SX06 久見 (77%),加茂 (0。 1%) 久見 石 鏃

3 8区 Pit6 9層 黒曜石でない 比重 3.415

―-190-―



第 5節 中野美保遺跡出土管玉の産地分析

藁科哲男 (京都大学原子炉実験所 )

はじめに

今回分析を行った玉類は勾玉、管玉などで、玉類の原材料としては滑石、軟玉 (角 閃石 )、 蛇紋

岩、結晶片岩、碧玉、メノウなどが推測される。一般的には肉眼観察で岩石の種類を決定し、それ

が真実のよう思われているのが実態である。これら玉材については岩石の命名定義に従って岩石名

を決定するが、非破壊で命名定義を求めるには限度があり、若干の傷を覚悟して硬度、光沢感、比

重、結晶性、主成分組成を求めるなどくらいであり、非破壊で命名の主定義の結晶構造、屈折率な

どを正確には求められない。また原石名が決定されたのみでは考古学の資料としては不完全で、ど

この産地原石が使用されているかの産地分析が行われて初めて、考古学に寄与できる資料となるの

である。遺跡から出土する大珠、勾玉、管玉の産地分析というのは、玉類の製品が何処の玉造遺跡

で加工されたということを調査するのではなくて、何ケ所かあるヒスイ (硬玉、軟玉)や碧玉の原

産地うち、どこの原産地の原石を使用しているかを明らかにするのが、玉類の原産地推定である。

玉類の原石産地を明らかにすることは考古学上重要な意味をもっている。糸魚川市でヒスイが発見

されるまでは、中国、雲南、ビルマ説であったが、発見後は、専ら国内説で、岩石学的方法
1)お よ

び貴重な考古遺物を非破壊で産地分析を行った蛍光X線分析で行う元素比法2,0が報告されている。

また、碧玉製管玉の産地分析で系統的に行った研究としては蛍光X線分析法と電子スピン共鳴法を

併用することで産地分析をより正確に行った例
4)ヵ
滞R告 されている。石鏃などの石器と玉類の製品

はそれぞれ使用目的が異なるため、それぞれの産地分析で得られた結果の意味も異なる。 (1)石

器の原材産地推定で明らかになる遺跡から石材原産地までの移動距離、活動範囲は、石器が生活必

需品であるので、生活上必要な生活圏と考えられる。(2)玉類は古代人が生きるために必ずしも

いるものではなく、勾玉、管玉は権力の象徴、お祭、御守り、占いの道具、アクセサリーとして精

神的な面に重要な作用を与えると考えられる。従って、玉類の産地分析で、明らかになるヒスイ製

玉類の原石の分布範囲は、権力の象徴としての玉類であれば、権力圏を現わしているかもしれない

し、お祭、御守り、占いの道具であれば、同じような習慣を持つ文化圏ではないかと考えられる。

このように玉類の産地分析では、石器の原材産地分析で得られない貴重な資料を考古学の分野に提

供することができる。

今回分析を行った遺物は、島根県出雲市に位置する中野美保遺跡の弥生時代の管玉 1個の産地分

析結果が得られたので報告する。

非破壊での産地分析の方法と手段

原産地推定の第一歩は、原産地間を区別する人間で言えば指紋のような、その原産地だけにしか

ないという指標を見つけなければならない。その区別するための指紋は鉱物組成の組合わせ、比重

の違い、原石に含有されている元素組成の違いなどにより、原産地同士を区別できなければ産地分

析はできない。成功するかどうかは、とにかく行ってみなければわからない。原産地同士が指紋で

もって区別できたならば、次に遺跡から出土する遺物の指紋と原産地の指紋を比較して、一致しな

い原産地を消去して一致する原産地の原石が使用されていると判定する。

―-191-



ヒスイ、碧玉製勾玉、大珠、玉などは、国宝、重要文化財級のものが多くて、非破壊で産地分析

が行なえる方法でなければ発展しない。よって石器の原材産地分析で成功している
4)非
破壊で分析

を行なう蛍光X線法を用いて玉類に含有されている元素を分析する。

遺跡から出土した大珠、勾玉、管玉などを水洗いして、試料ホルダーに置くだけの、完全な非破

壊で産地分析を行った。玉類は蛍光X線分析法で元素の種類と含有量を求め、試料の形や大きさの

違いの影響を打ち消すために分析された元素同士で含有量の比をり、この元素比の値を原産地を区

別する指紋とした。碧玉製玉類はESR法 を併用するが試料を全く破壊することなく、碧玉に含有
されている常磁性種を分析し、その信号から碧玉産地間を区別する指標を見つけて、産地分析に利

用した
5)。

碧玉原石の蛍光 X線分析

碧玉の蛍光X線スペクトルの例として島根県、花仙山産原石を図 1に示す。旗八産、玉谷産の原

石から検出される蛍光X線 ピークも異同はあるものの図 1で示されるピークは観測される。土岐、

興部の産地の碧玉は鉄の含有量が他の産地のものに比べて大きいのが特徴である。産地分析に用い

る元素比組成は、AVSi、 Kβ i、 Ca/K、 Ti/K、 K/Fe、 Rb/Fe、 Fe/Zr、 Rb/Zr、 Sr/zr、 Y/Zrで ある。Mn/Fc

、Ti/Fc、 Nb/Zrの 元素比は非常に小さく、小さい試料の場合測定誤差が大 きくなるので定量的な判

定の指標 とはせず、判定のときに、Ba、 La、 Ceの ピーク高 さとともに、定性的に原材産地を判定

する指標 として用いている。

碧玉の原産地と原石の分析結果

分析した碧玉の原石の原産地を図2に示す。佐渡猿入原産地は、①新潟県佐渡郡畑野町猿八地区

で、産出する原石は地元で青玉と呼ばれている緑色系の石で、良質なものは割れ面がガラス光沢を

示し、質の良くないものは光沢の少ないグリーンタフ的なものである。産出量は豊富であったらし

く採石跡が何ケ所か見られるが、今回分析した原石は猿人の各地点から表採したもの、および地元

で提供された原石などであり、また提供されたものの中には露頭から得られたものがあり、それは

グリーンタフ層の間に約 7 cm幅の良質の碧玉層が挟まれた原石であつた。分析した原石の比重と個

数は、比重が2.6～ 2.5の間のものは31個、2.5～ 2.4の 間は5個の合計36個で、この中には、茶色の

碧玉も2個含まれている。原石の比重が2.6～ 2.3の範囲で違っても、碧玉の色が茶色、緑色、また、

茶系色と緑系色の縞があるなど、多少色の違いがあっても分析した組成上には大きな差はみられな

かつた。出雲の花仙山は近世まで採掘が行われた原産地で、所在地は②島根県人束郡玉湯町玉造温

泉地域である。産出する原石は、濃緑色から緑色の級密で剥離面が光沢をもつ良質の碧玉から淡緑

色から淡白色などいろいろで、他に硬度が低そうなグリーンタフの様な原石も見られる。良質な原

石の比重は2.5以上あり、質が悪くなるにしたがって比重は連続的に2.2ま で低くなる。分析した原

石は、比重が2.619～ 2.600の間のものは10イ固、2.599～ 2.500は 18イ固、2.499～ 2.400は 7個、2.399

～2.300は 11個、2.299～ 2.200は 11個、2.199～ 2.104は 3個の合計60個である。比重から考えると

碧玉からグリーンタフまでの領域のものが分析されているのがわかる。花仙山産原石は色の違い、

比重の違いによる分析組成の差はみられなかった。玉谷原産地は、③兵庫県豊岡市辻、人代谷、日

高町玉谷地域で産出する碧玉の色、石質などは肉眼では花仙山産の原石と全く区別がつかない。ま
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た、原石の中には緑系色に茶系色が混じるものもみられ、これは佐渡猿入産原石の同質のものに非

常によく似ている。比重も2.6以上あり、質は花仙山産、佐渡猿入産原石より緻密で優れた感じの

ものもみられる。この様な良質の碧玉の採取は、産出量も少ないことから長時間をかけて注意深く

行う必要がある。分析した玉谷産原石は、比重が2.644～ 2.600は 23個、2.599～ 2.589は 4個の合計

27個で、玉谷産原石は色の違いによる分析組成の差はみられなかった。また、玉谷原石と一致する

組成の原石は日高町八代谷、石井、アンラクなどで採取できる。二俣原産地は、④石川県金沢市二

俣町地域で、原石は二俣川の河原で採取できる。二俣川の源流は医王山であることから、露頭は医

王山に存在する可能性がある。ここの河原で見られる碧玉原石は、大部分がグリーンタフ中に層状、

レンズ状に非常に緻密な部分として見られる。分析した4個の原石の中で、3個は同一塊から3分

割したもので、1個は別の塊からのもので、前者の3個の比重は2.42で後者は2.34である。また元

素組成は他の産地の組成と異なっており区別できる。しかし、この4イ固が二俣原産地から産出する

碧玉原石の特徴を代表しているかどうか検証するために、さらに分析数を増やす必要がある。細入

村の産地は、⑤富山県婦負郡細入村割山定座岩地区にあり、そのグリーンタフの岩脈に団塊として

緻密な濃緑の碧玉質の部分が見られる。それは肉眼では、他の産地の碧玉と区別できず、また、出

土する碧玉製の玉類とも非常に似た石質である。しかし、比重が分析した8個は2.25～ 2.12と非常

に軽く、この比重の値で他の原産地と区別できる場合が多い。土岐原産地は、⑥愛知県土岐市地域

であり、そこでは赤色、責色、緑色などが混じり合った原石が産出している。このうち緻密な光沢

のよい濃緑で比重が2.62～ 2.60の原石を碧玉として11個分析を行った。ここの原石は鉄の含有量が

非常に大きく、カリウム含有量が小さいという特徴を持ち、この元素比の値で他の原産地と区別で

きる。興部産地は、⑦北海道紋別郡西興部村にあり、その碧玉原石は鉄の含有量が非常に高く、他

の原産地と区別する指標になっている。また、比重が2.6以下のものはなく遣物の産地を特定する

指標として重要である。石戸の産地は、③兵庫県氷上郡山南町地区にあり、その安山岩に脈岩とし

て採取されるが産出量は非常に少ない。また元素組成から他の産地の碧玉と区別できる。③北海道

富良野市の空知川流域から採取される碧玉は濃い緑色で比重が2.6以上が 4個、2.62.5が 5個、2.5

2.4が 5個である。その碧玉の露頭は不明で河原の礫から採取するため、短時間で良質の碧玉を多

数収集することは困難である。また元素組成から他の産地の碧玉と区別できる。⑩北海道上磯郡上

磯町の茂辺地川の川原で採取される碧玉は不均―な色の物が多く、管玉に使用できる色の均―な部

分を大きく取り出せる原石は少ない。これら原石を原産地ごとに統計処理を行い、元素比の平均値

と標準偏差値をもとめて母集団を作り表 1-1に示す。各母集団に原産地名を付けて、その産地の

原石群、例えば花仙山群と呼ぶ。花仙山群は比重によって2個の群に分けて表に示したが比重は異

なっても組成に大きな違いはみられない。したがって、統計処理は一緒にして行い、花仙山群とし

て取り扱った。原石群とは異なるが、例えば、豊岡市女代南遺跡で主体的に使用されている原石産

地不明の碧玉製の玉の原材料で、工作り行程途中の遺物が多数出上している。当初、原石産地を探

索すると言う目的で、これら玉、玉材遺物で作つた女代南B(女代B)群であるが、同質の材料で

作られた可能性がある玉類は最近の分析結果で日本全土に分布していることが明らかになってきた。

宇木汲田遺跡の管玉に産地未発見の原石を使用した同質の材料で作られた管玉で作った未定C(未

定(C))群 をそれぞれ原石群と同じように使用する。また、岐阜県可児市の長塚古墳出土の管玉で

作った長塚 (1)、 (2)の遺物群、多摩ニュウタウン遺跡、梅田古墳群、上ノ段遺跡、梅田東古墳群、
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新方遺跡などから出土した玉類および玉材剥片でそれぞれ遺物群を作り他の遺跡、墳墓から出土す

る玉類に組成が一致するか定量的に判定できるようにし、遺物群を表 1-2に示した。この他、鳥

取県の福部村多鯰池、鳥取市防己尾岬などの自然露頭からの原石を4イ固分析した。比重は2.6以上あ

り元素比組成は、興部、玉谷、土岐石に似るが、他の原産地の原石とは組成で区別される。また、

緑系の原石ではない。最近、兵庫県香住町の海岸から採取された親指大 1個の碧玉様の玉材は貝殻

状剥離がみられる緻密な石質で少し青っぽい緑の石材で玉の原材料になると思われる。この玉材の

蛍光X線分析の結果では、興部産碧玉に似ているが、ESR信 号および比重 (2.35)が異なってい

るため、興部産碧玉と区別ができる。

中野美保遺跡出上の管玉と国内産碧玉原材との比較

遺跡から出土した玉材は表面の泥を超音波洗浄器で水洗するだけの完全な非破壊分析で行ってい

る。遺物の原材産地の同定をするために、(1)蛍光X線法で求めた原石群と碧玉製遺物の分析結

果を数理統計の手法を用いて比較をする定量的な判定法で行なう。(2)ま た、ESR分 析法によ

り各産地の原石の信号と遺物のそれを比較して、似た信号の原石の産地の原材であると推測する方

法も応用した。

蛍光 X線法による産地分析

管玉の比重および蛍光X線分析による元素組成比を求めて結果を表 2に示す。碧玉と分類した遺

物は、級密で、蛍光X線分析でRb,Sr,Y,Zrの 各元素が容易に観測できるなどを条件に分類した。

また、緑色凝灰岩 (グ リーンタフ)製は比重が2.4に達しない玉材が多い。分析した管玉の比重は

2.173で緑色凝灰岩製の可能性が高い。管玉の元素組成比の結果を碧玉原石群 (表 1)の結果と比

較する。また分析個数が少なくて統計処理ができる群が作れなかった産地については、原石の元素

組成比を今回分析した管玉と比較したが一致するものは見られなかった。原石の数が多 く分析され

た原産地については、数理統計のマハラノビスの距離を求めて行うホテリングT2乗検定6)に より

同定を行ったところ、何処の原石群、遺物群とも一致しなかったとこれら一致しなかった全ての原

石・遺物群 (表 1)について、信頼限界の0.1%に達しないことを証明しているが、紙面都合上、

表 3に は原石・遺物群 (表 1)の中から高確率で同定された原石 。遺物群を抜粋して記した。一致

した出雲No l遺物群は、今回分析した管玉の分析場所を変えて統計処理が可能な30回分析 し、出雲

No l遺物群を作 り、この管玉と同じ岩塊で作られた兄弟玉類が他の遺跡で使用されているときに判

定できるように、新しく原石・遺物群 (表 1)に登録した。より正確に産地を特定するためにES

R分析を併用して総合的に産地分析を行った。

ESR法 による産地分析

ESR分 析は碧玉原石に合有されているイオンとか、碧玉が自然界からの放射線を受けてできた

色中心などの常磁性種を分析し、その信号から碧玉産地間を区別する指標を見つけて、産地分析に

利用した。ESRの 測定は、完全な非破壊分析で、直径が1lmm以下の管玉なら分析は可能で、小さ
い物は胡麻粒大で分析ができる場合がある。図 3-(1)の ESRの スペクトルは、幅広 く磁場掃

引したときに得られた信号スペクトルで、 g値が4.3の小さな信号 (I)は鉄イオンによる信号で、
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g値が 2付近の幅の広い信号 (Ⅱ )と何本かの幅の狭いピーク群からなる信号 (Ⅲ )で構成された

ている。図3-(1)で は、信号 (Ⅱ )よ り信号 (Ⅲ )の信号の高さが高く、図 3-(2)、 (3)の

二俣、細入原石ではこの高さが逆になっているため、原石産地の判定の指標に利用できる。各原産

地の原石の信号 (Ⅲ )の信号の形は産地ごとに異同があり産地分析の指標となる。図4-(1)に

花仙山、猿入、玉谷、土岐を図4-(2)に 興部、石戸、人代谷-4、 女代 B遺物群、人代谷およ

び図4-(3)に 富良野市空知川の空知 (A)、 (B)、 北海道今金町花石および茂辺地川の各原石の

代表的な信号 (Ⅲ )のスペクトルを示す。図4-(4)に は宇木汲田遺跡の管玉で作った未定 C形

と未定D形およびグリーンタフ製管玉によく見られる不明E形を示した。ESR分析では管玉のE

SR信号の形が、それぞれ似た信号を示す原石、産地不明遺物群のESR信 号形と一致した場合、

そこの産地の可能性が大きいことを示唆している。今回分析した管玉のESR信号 (Ⅲ )の結果を

図 5に示す。この管玉のESR信 号は花仙山産の信号に似ているが、 B、 C、 Lの位置の信号ピー

クが花仙山産の信号に比べて非常に小さく、花仙山産の信号が崩れた形で、B、 C、 Lの信号を出

す、色中心とか鉱物イオンの含有量が花仙山産に比べて非常に少ないと推浪1さ れる。より正確な原

石産地を推測するために蛍光X線分析の結果と組み合わせ総合判定として、両方法でともに同じ原

産地に特定された場合は、蛍光X線の元素分析のみで判定した原石・遺物群産地よりも正確に、そ

この原石・遺物群と同じものが使用されているとして総合判定原石産地の欄に結果 (表 3)を 記し

た。

結 論

分析した管玉は、比重が2.173と 軽く、緑色凝灰岩製の可能性が推波1さ れ、蛍光X線分析の結果

では、調査した原石 。遺物群の何処にも一致しなかった。ESR分 析結果は遺跡から近い花仙山産

のESR信 号に似て、花仙山産碧玉との関係も推測できるが、一致したと判定できなかった。この

原石産地が特定できなかった管玉で作った美保 1遺物群については、この玉材と同じ岩塊で作られ

た兄弟玉類が他の遺跡で使用されているときに判定できるように、新しく原石 。遺物群 (表 1)に

登録し、またESR信 号を形も判定の指標して、より正確にこれら遺物群の使用圏が求められるよ

うにした。本遣跡に近い花仙山産碧玉は、笠見第 3遣跡で管玉未製品として使用された例が、花仙

山産原石が国内最初に玉の原材料として使用された例である。女代南 B遺物群は弥生時代を中心に

多用された原石で、豊岡市の女代南遺跡の中期の玉作 り過程の石片、滋賀県の筑摩佃、立花遺跡出

上の管玉、神戸市の玉津田中遺跡の中期の石片、管玉には玉谷産と共に使用されていた。玉谷産碧

玉は、京都府の余部遺跡で剥片が出土している。関東地方では埼玉県蓮田市宿下遺跡、東海地方で

は、清洲町朝日遺跡、新城市大宮の大ノ木遺跡の弥生時代の管玉に、畿内地域では東大阪市の、鬼

虎川、巨摩、亀井、久宝寺北、久宝寺南遺跡で、また中国地方では、作用町の長尾・沖田遺跡の中

期末の管玉、総社市の南溝手遺跡出土の弥生前期末～中期初頭の玉材、岡山市の百間川原尾島遺跡

出上の管玉、岡山県川上村下郷原和田遺跡の管玉、鳥取県羽合町の長瀬高浜遺跡の中期中葉の管玉、

米子市の御建山遺跡尾高19号墳第 2主体部出上の管玉、東広島市の西本 6号遺跡の管玉に使用され

ている。四国地方では徳島県板野町の蓮華谷古墳群Ⅱ、 2号墳、 3世紀末の管玉、香川県菩通寺市

の彼ノ宗遺跡の末期の管玉に使用され、九州地方では、多久市牟田辺遺跡の中期の管玉、また宇木

汲田遺跡の管玉に使用されていた。また、続縄文時代には北海道の上磯町茂別遺跡、余市大川遺跡、
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千歳市キウス遺跡にまで伝播し、女代南 B群の原石は糸魚川産ヒスイに匹敵する広い分布圏を示し

ている。一方、今だ畿内では使用が確認されていない管玉として、南溝手遺跡の中期前葉の管玉片

には、唐津市の宇木汲田遺跡の管玉で作った原石群の未定 C群の原石が使用され、この未定C群は

坂出市の龍川・五条遺跡の管玉、今治市の持田町 3丁目遺跡の前期の管玉、大和町の尼寺一本松遺

跡の管玉、多久市牟田辺遺跡の中期の管玉、吉野ケ理遺跡の南西サブトレ出土の管玉に使用されて

いる。また、猿人産原石が弥生時代に使用されている遺跡は、北海道余市町の大川遣跡および茂別

遺跡の続縄文時代では女代南 B群原石の管玉と共に使用され、江別市の大麻22遺跡出上の続縄文

(後北Cl式)の管玉に、七飯町の大中山13遺跡 (続縄文)出土の管玉に使用され、佐渡島以北で

主に使用されていることが明らかになっている。西日本では、鳥取県の高瀬長浜遺跡では女代南B

群と同時に猿入産碧玉が使用されているにすぎない。これら佐渡産碧玉、女代南 B群の剥片出土遺

跡は、豊岡市、米原町、福井県など日本海側で、これら玉類が日本海の玉材原産地地方で作られ、

これら玉類の使用圏からみて、日本海を交易ルートとし遠距離に伝播したと推渡1さ れ、伝播には遺

跡をリレー式に伝わる場合、また、産地から遠距離の遺跡に直接到達する場合などが考えられる。

未定C群は、朝日遺跡で使用されている可能性が推測されたことから、推測は空論になるが、未定

C群の管玉が韓国で作られ、西北九州地方および1頼戸内海ルートを通つて伊予、備前、讃岐へ流入

し現在の東進の限界になっている。朝日遺跡での使用は、播磨、摂津、大和、近江を飛び越え、尾

張の朝日遺跡に伝播 したことが明らかになり東進の限界が一気に300km延 びる可能性がでている

(図 2)。 笠見第 3遺跡で使用されている最古 (弥生時代後期)の花仙山産原石の管玉未製品は、花

仙山産原石地が笠見第 3遺跡から近いにもかかわらず、圧倒的に、北陸産と推沢1している女代南B

遺物群が搬入されている。これは遺跡から近い産地が多用されるとは限らないことを示し、先史の

交易を推測する貴重な例と思われる。玉類の産地分析を行うときの困難さは原石の入手で、産地同

定を定量的に行う場合、統計処理の母集団 (原石群)を作 り、原石群の組成の変動を評価するため

多数の原石が必要で、今後、佐渡島猿八産原石が佐渡島以南に本当に伝播していないかを調査し、

女代南B群、未定C群、不明の管玉などの原石産地を明らかにし、これら不明の原石群を作ること、

また、玉類に使用されている産地の原石が多い方が、その産地地方との文化交流が強いと推測でき

ることから、日本各地の遺跡から出土する貴重な管玉を数多く分析することが重要で、是非とも各

地の遺跡の詳細な碧玉製遺物の科学的調査が必要であるが現在調査が殆ど進んでいないのが現状で、

国庫補助での発掘調査には必ず科学的調査も加えるべきだと思う。今回行った産地分析は完全な非

破壊で、玉類、碧玉産地に関する小さな情報であっても御提供頂ければ研究はさらに前進すると思

われます。
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分析番号

元    素    比

AVSi     K/Si     Ca/K     Ti/K     K/Fe    Rb/Fe    Fe/Zr    Rb/Zr

92053 0.095     4.438     0.142     0.422     0.056     0.089     3.463     0.308

JG-1° 0.067     3.392     0,774     0.237     0,111     0.263     3.795     0.998

表 2-1 中野美保遺跡出土管玉の分析結果

表 2-2 中野美保遺跡出土管玉の分析結果

a):標準試料、Ando,A.,Kurasawa,H。 ,Ohmo五,T.&Takcda,E.(1974).1974 cOmpll証ion of data on he CJS
geochemictt rcfcrcncc samples JG l granodiorite and JB-l basalt.Ceο 力α預イθ″ 」9yrr2工 V01.8175-192.

表 3 中野美保還跡管玉の原材産地分析結果

分析番号

元    素    比

Sr/Zr     Y/Zr    Mn/Fe    Ti/Fe     Nb/Zr

重 量
gr

比 重

92053 0.489       0,039       0.001      0.0218      0,025 0.24144 2.173

JG-la) 1.345       0.281       0.024      0.024        0.079

分析番号 通呑 出 土 区 形態 原石産地 (確率) ESR信 号形 総合判定 色  調

（
Ｖ ユ NM5区 S101 管玉 美保No l遺物群 (85%) 崩花仙山形 不 明 緑系灰色
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図 1 花仙山産碧玉原石の蛍光X線スペクトル

→● :碧玉原石使用遺跡

B:女代 (B)遺物群原石使用遺跡
C:未定C遺物群原石使用遺跡
☆ :牟田辺遺物群 (緑色凝灰岩)原石使用遺跡

(★ :多久市牟田辺遺跡

唐津市字木汲田遺跡

松山市持田3丁目遺跡

女代南 B群使用圏

御坊市堅田遺跡

新潟県青田遺跡 )

中野美保遺跡
美保 1遺物群管玉

'ド乳′
卜●1“

露差邑琵

、審玉様緑色岩原産地

ユ :畑 野町 、猿八原産地
2:玉 湯 町 、花仙山原産地
3:豊 岡市 、玉谷原産地
5:細 入村 、細入産地
7:西 興部村 、興部産地
8:山 南町 、石戸原産地
露顕不明で 2次的な産地
4:金 沢市 、二侯産地
6:土 岐市 、土岐産地
9:富 良野市 、空知川産地
10:上 磯町 、茂辺地川

未定 C群使用圏

緑色凝灰岩製玉類の現在使用分布圏および碧玉・碧玉様岩の原産地図2 弥生 (続縄文)時代の碧玉製、
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第 6章 考 察

第 1節 四隅突出型墳丘墓の付随施設について
―「円形状石組」の認識に関して一

はじめに

中国地方の山間部や日本海沿岸部を中心に営まれる四隅突出型墳丘墓は、地域史的研究はもとよ

り列島規模の弥生後期社会像を描く上でも重要な位置にある考古資料として、広く研究の俎上に上っ

ている。この四隅突出型墳丘墓を考古資料として分析する際に、最も注目されてきたのが「突出部」

である。型式学的研究を始め
謹1)、 突出部を構成する諸要素を分類し、その組み合わせ関係を様式

的に捉える新しい検討も行われている
註2)。 _方で、貼石や列石などの「配石構造」の分類検討も

試みられ、型式的な変遷過程、系譜差、地域性、墳丘規模に見る階層性等が検討されている
註3)。

小稿では四隅突出型墳丘墓の「突出部Jの形態、貼石の形態とは別に、これまであまり注目され

ていなかった列石と貼石に付随、あるいは利用して造られている円形状の石組 (以下、「円形状石

組Jとする)について検討を行う。

「円形状石組Jの初例と考えられるものが、これと同義のものか否かという検討も必要であるが、

「ストーンサークル」という名称で島根県邑智郡瑞穂町所在の順庵原 1号墓で報告されている
註4)。

非常に特殊な遺構であったため、四隅突出型墳丘墓関連の研究では川原和人氏や吉川正氏の見解を

除す
主5)、 その後は議論の対象とはならなかった

言主6)

今回この「円形状石組」を取り上げたのは、中野美保 1号墓の調査の中で、使用石材の形状から

順庵原 1号墓の「ストーンサークル」とは規模において異なるが、円形状に組まれた石組みが検出

されたことに端を発する。主に「円形状石組」の評価とその位置づけに対して見通しを述べること

を目的とする。同時に「そもそも、石が円形に組まれているという状態が、客観的な観察の結果見

出されたものなのか、主観的な認識によるものなのか。」という意見が十分に予想されるので、こ

れに対する当報告書の説明責任の1つ として小稿をなすこととした。

ところで「円形状石組Jと は別に、四隅突出型墳丘墓の墳丘周辺には配石墓や石囲土墳墓などの

埋葬施設、性格不明の集石遺構等が営まれている場合が多い。それぞれの遺構はもちろん、「円形

状石組Jと 区別するのが困難なものが含まれている註7)。 このため、本来的には系統的に遺構の分

類を進めた上で「円形状石組」を論じなければならないが、紙幅の都合もあるので、「円形状石組」

の「形態Jや「規模」、「検出地点」の共通要素に着目して、類例資料の抽出を行うこととする。

そこで、小稿では先ず第一に過去に報告された四隅突出型墳丘墓の関連文献に掲載された報告文

や遺構図面、写真図版から、円形状石組の可能性のあるものを抽出する。次に、遺構の出現時期や

地域性、規模、形態等について検討を加え、円形状石組の評価と位置付けを提示することに努めた

い。なお、中野美保 1号墓の円形状石組についての詳細は前章で報告してあるので、可能な限り繰

り返さなヤヽこととする。

1.四隅突出型墳丘墓に見られる円形状石組の類例 (第 127～ 128図 )

(1)順庵原 1号墓 (島根県邑智郡瑞穂町 :弥生時代後期中葉)

「ストーンサークル」として報告されている。墳丘に沿って施された「立石 (縁石)」 (棒状石列
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と報告される)に使用された同様の石材で、「円形状石組」が墳丘の周溝内で 3箇所確認されてい

る。同じく、墳丘の北東辺に弧状に石が並べられた箇所がある。調査区外に延びるため、その全貌

は不明である。「円形状石組」の可能性もあるが、その判断は保留される。墳丘東辺の「円形状石

組」は直径約1.5mの 規模で、墳丘南側には2.0× 2.5mの楕円状の「円形状石組」と、直径1,45m

の「円形状石組」がある。なお、順庵原 1号墓の「円形状石組」は、墳丘に伴う「立石 (縁石)」

と同等規模、あるいは小振りの石が用いられており、他の四隅突出型墳丘墓では見られない遺例で

ある。ただし、他の四隅突出型墳丘墓の「円形状石組」が墳丘に使用される貼石や立石 (縁石)と

ほぼ同じ規模の石を使用していることからすれば、後述する土器の出土状況と併せて、順庵原 1号

墓のス トーンサークルも同じ遺構として認識しても問題はないものと考えられる。また、順庵原 1

号墓からは 3つの主体部が検出されており、 3つの「円形状石組」はこれに対応して造られた可能

性が報告されている。

(2)仙谷 2号墓 (鳥取県西伯郡淀江町 :弥生時代後期中葉)

墳丘北西側の加工段の底面南側 (周溝内か)で 10～ 20cm大の角礫を使用した長さ1.55m、 幅0.65

mの範囲で径60～ 65cmの 同心円状に凝集した2つの「円形状石組」が眼鏡状に並列している。隣接

する墳丘北西隅にも石組が確認されているが、これは突出部状にも見える。周辺からは器台が 2個

体、甕片が 5個体分検出されている。

(3)阿弥大寺 3号墓 (鳥取県倉吉市 :弥生時代後期中葉)

報告書の記載はないが、平面図・写真図版では確認できる。墳丘西側のほぼ中央部に直径50c14の

「円形状石組」が 1つ見られる。ただし、 3号墓の墳丘は北半分が削平を受けており、墳丘西側の

貼石の一部が偶然「円形状石組」に見える可能性は否定できない。

(4)阿弥大寺 1号墓付随の第 3土墳墓周辺の集石遺構 (鳥取県倉吉市 :弥生時代後期中葉 )

土壊墓周辺 (一部は墓墳上)に施された集石遺構。そのうち、墓墳北側の集石遺構は70cm× 40cm

の範囲に2つの同心円状に石が凝集する「円形状石組Jが眼鏡状に施されているように観察される。

その形態は、中野美保 1号集石遺構や仙谷 2号墓のそれに類似する。さらに、後述する土器の出土

状況は中野美保 1号墓周辺のあり方と類似している。

(5)中野美保 1号墓 (島根県出雲市 :弥生時代後期後葉 )

墳丘周辺部と立石の一部を利用、あるいは隣接して直径50cm程度の円形状石組が10前後造られて

いる。墳丘東辺中央部の「円形状石組」は貼石や立石を改変して、 2～ 3つの「円形状石組」が隣

接し合って造られているように見える。このうち、東辺中央部の「円形状石組」の一つからは注口

土器の回縁部 (全周する)と 注口部 (全部)、 頸部 (一部)が検出された。また、北西裾の「円形

状石組」の一部と思われる弧状に並べられた石の内側より甕 1点が回縁部を下に向けた状態で出土

している。

(6)西谷 3号墓 (島根県出雲市 :弥生時代後期後葉)

南西突出部の調査では、配石構造が詳細に調査され「墳端装飾」の構造が明らかにされている。

墳丘規模も当該時期において最大級になり、「墳端装飾」も荘厳化する段階の所産である。

西谷 3号墓の南西突出部 (調査部分)では、他の類例と異なり「円形状石組」は墳端外からは確

認されていない。図面及び写真図版からは「墳端装飾」部の「立石」と「敷石」、墳丘斜面の貼石

に「円形状石組」が確認できる。第128図のスクリーントーンがそれに相当する。もちろん、この
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見解を主観的なものとする批判は免れ得ない。これは、願占石」や「立石J、 「敷石Jが脱落した結

果、偶然にして円形状に見えるという指摘につながる。しかし、図面と写真図版上の観察において、

第128図に記した「円形状石組①」に注目してもらうと、「立石」列の3つの石だけが外側に向けて

弧状に飛び出しているのが見られる。そして、敷石と貼石が円形】大に脱落し、空白部分を形成して

いる。また、その中心部には石が 2つ存在する。「円形状石組②」にも中心部に1つの石が存在し

ている。このように見ると、「立石」列を曲げてまで「円形状石組」を形成する意図が観察できる

のである。ただし、「円形状石組①・②」を除く「円形状石組③～①」は、「主観的に円形状に見え

る」、あるいは「偶然の所産」とする指摘に対しては否定しきれない。ただし、いずれの平面規模

も③の直径60～70cmを最小に、概ね直径80～ 100cm程度になる。

他にも、後期後葉の資料を中心として、「円形状石組」の可能性が考えられるものが幾つか見ら

れるが、客観的根拠を提示することが難しいものが多く、既刊の報告書にも記載事項がないため今

回は類例資料としては取り上げなかった。

2.円形状石組の用途

以上、配石構造を有する四隅突出型墳丘墓が約70数基ある中で、円形状石組の可能性が考えられ

るものは中野美保 1号墓例を含めて5例 しか提示できなかった。しかし、これを検討する上で非常

に興味深い現象が見られる。それは「円形状石組」の内部、あるいはその周辺から、その原位置を

保つたものも含めて土器が出土している点である。ここで、四隅突出型墳丘墓の周辺で原位置を保っ

たと考えられる土器の出土状況に対してもその類例を挙げ、両者の出土状況を比較し、「円形状石

組」の用途に対する評価とも絡めて考えたい。なお、大半の四隅突出型墳丘から検出される土器の

出土位置は、周溝内を含む墳丘裾と、主体部直上 。周辺の二者に大別できる。後者の出土状況は今

回検討の対象外とする。

(1)陣山墳墓群 (広島県三次市 :弥生時代中期後葉)

この墳墓群は中国地方山間部にあって、最古に属する四隅突出型墳丘墓 5基で構成されている。

原位置に近い状況を保つていると考えられる土器は、周溝底部や貼石と縁石の間の大走り状平坦面

で確認されている。大半の土器は倒れた状態で出上しているが、3号墓では周溝床面を掘り窪めた

中に奏が立てられる。また、4号墓の張出状施設の貼石外側でも重が立てられた状態で出土してい

る。いずれの上器も中野美保 1号墓のように倒立はしていない。

(2)阿弥大寺 1号墓 (鳥取県倉吉市 :弥生時代後期中葉)

西側突出部の基部近くで、貼石に密着した状態で甕が検出されている。写真図版を見る限りでは

口縁部を下に向けた状態で出土している。

同じく、阿弥大寺 1号墓に付随する第3土獲墓の周辺からは、器台・重・甕が中野美保 1号墓周

辺出上の土器と同様に、それぞれ口縁部を下にした状態で検出されている。このうち、壷と甕は

「円形状石組」の可能性のある集石群に隣接して出上している。集石や土器は 1号墓というより、

土墳墓を使用対象にしたものと考えられる。

(3)間内越 1号墓 (島根県松江市 :弥生時代後期後葉)

南西突出部裾東側の周溝で、大型の壼が 1つ据え置かれた状況で出土している。同じく、南東突

出部裾北側の周溝でも壺の破片が集中して見つかっている。

(4)来美 1号墓 (島根県松江市 :弥生時代後期後葉)
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墳丘南裾部の周溝内で、重が 1点据え置かれていた状態で出土している。「底部は地面にきちん

と据え置かれた状態を保ち、本来の供献位置のままと考えられた。」と報告されている。

以上のように、周溝内や墳丘裾から土器片が出土する場合が大半を占める中で、当時のままの状

態で遺存する土器個体が確認される例は極めて少ない。もちろん、時間の経過と共に破片になった

もの、土器の破砕行為が行われた結果、あるいは墳丘上の土器が流れ込んだ結果など様々な要因で

破片となって検出されたという事態は考慮すべきである。その場合も多分にあったと推測するが、

その証明が困難であるので、「据え置かれた」ような土器の出土状態に注目することにする。

一般的に墳墓から出土する土器は、「供献土器Jと して解釈されていることが多い。河ヽ稿におい

てイよ「据え置かれた」ような状態で検出された土器の解釈として、供献の対象やその行為自体の極

めて観念的な問題には言及できないが、類例に挙げた土器を墳墓祭祀に関わる「供献土器」と仮定

する。すなわち、「据え置かれたJ土器の出土状況を「供献行為Jの結果として捉えたい。このこ

とから、墳丘裾やその周溝内から検出される土器片の1つの解釈として、供献土器としての役割を

持つものが含まれていた可能性が考えられる。強いて言えば、墳丘自体、あるいは墳丘周辺に営ま

れたものを含めた埋葬施設は、土器の「供献行為」に見られる墳墓祭祀の対象としての意味があっ

たとものと推測される。

そして「円形状石組」の内側や周辺においても土器片は検出されている。順庵原 1号墓の円形状

石組の内側とその周辺からは、多数の上器片が検出されている。調査担当者の門脇俊彦氏によると、

「第 1ス トーンサークルの周辺においては、明らかに破砕して置かれたと思われる土器片が、東隅

突出部の中央付近からサークルの東側までの数力所のかたまりをもって置かれ、この土器片列はこ

こで直角に曲がってサークル内にはいり、サークルの中心線に沿ってL字形に配置されていた」と

ある。また、第 2、 3サークルの土器片出土状況には内部に土器片が出土していないものの、周辺

から土器片が出土していることから、「サークルと土器片がなんらかの関係をもっていたものであ

ろうと推測される点は両者に共通しており」とし、「サークル内が地山で、そこの地下部分にはな

んらの施設も設けられていなかった事実やその数が内部主体数と同数の三個であることなどをも併

せて考えると、このストーンサークルは、やはり埋葬に伴うなんらかの目的で儀礼的意味をもって

つくられ、これらサークルと土器とを用いることによって、周溝内において葬送儀礼が行われた」

と想定している註
8)。

中野美保 1号墓の東辺にある「円形状石組」からは注口土器の口縁部 (全周する)と注口部、肩

部の一部が検出されている。また、西裾にある弧状の石列の内側からも甕の口縁部が倒立した状態

で検出されている。同じく、阿弥大寺 1号墓付随の第3土墳墓周辺から検出された集石遺構からは、

中野美保 1号墓と同様に、日縁部が下に向けられた状態で土器が検出されている。そして、仙谷 2

号墓の場合には、眼鏡状に組まれた「円形状石組」の周辺から土器片が検出されている。

「円形状石組」の場合においても、土器が「据え置かれた」状態で検出される例は限られている。

しかし、「円形状石組」の内外を問わず、土器がこれに隣接して出土していることは注意すべき点

である。多くの場合、墳丘裾やその周溝内から出土する大半の土器片と同様の状態で検出されてい

るとは言え、「円形状石組」と土器には密接な関係があるものと考えられる。この「円形状石組」

の用途としては、門脇氏が想定する葬送儀礼に伴う施設の可能性も考えられるが、儀礼の対象まで

は判断しかねないので、ここでは「土器供献」を行うための「墳墓祭祀施設」としての可能性を提
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示したい。また、順庵原 1号墓のように、埋葬施設の数と対応する可能性も指摘されているが、中

野美保 1号墓のように10個程度検出されている場合を考えると、埋葬施設が未確認という問題も残

るが、後代の継続的な墳墓祭祀によって複数造られた可能性も考えられる。

その一方で、西谷 3号墓のように突出部内を構成する「墳端装飾Jと墳丘斜面の「貼石」に複数

営まれているものを、どのように評価すれば良いのか問題が残る。これは墳丘裾や周溝内に「円形

状石組」が造られる様相とは大きく異なる。すなわち、西谷 3号墓の「円形状石組」は同様の類例

が見られないため、「遺構として認識できない」、「偶然に円形状に見えるだけ」という可能性が残

る。また、墳丘造営中に造られたものなのか、墳丘完成後に造られたのかも判断できない。これら

の問題に結論を見出すことは現状の資料数からは不可能である。このため、西谷 3号墓における

「円形状石組」の評価は次の点を予見として、問題提起するに留めたい。すなわち、墳丘自体が巨

大化し「墳端装飾」も最も荘厳化している段階のものであることから、墳丘装飾を構成する上での

1つの装飾的要素としても意識され、墳墓祭祀施設としての機能が形骸化したものに変容したもの

が含まれている可能性が考えられる。特に、「円形状石組」の中心に1つ乃至 2つの石を置くもの

が見られる点は、その意図は明らかではないにしろ留意される。また、突出部にのみ「円形状石組」

が限定されて付設されていたのかという問題も残る。仮にそうだとしたら、突出部が祭祀空間とし

ても機能していた可能性が想定される。

これらの可能性は、後期後葉段階における大型四隅突出型墳丘墓の調査事例の増加によって、将

来検証作業が行えることに期待したい。

3.出現時期と地域性

現状の類例資料からは、この問題を明らかにすることは出来ない。類例資料に限れば、弥生時代

後期中葉段階の四隅突出型墳丘墓には「円形状石組」は確認される。そして、中国地方山間部や日

本海沿岸部でも確認されているため、地域性については今のところ、特に目立った現象は見られな

い。

「円形状石組」は中期後葉～後期前葉に遡る四隅突出型墳丘墓からは確認されていないため、そ

の初現やその系譜に上るものも不明である。ただし、「円形状石組」に付随する土器の出土状況か

ら、これを「墳墓祭祀施設」として捉えるならば、後期前葉の陣山墳墓群に見られる石を使用した

「方形の張り出し部」のあり方とは無関係ではない可能性も考えられる。

「円形状石組」は墳丘裾や周溝内に造られる場合と、墳端装飾に隣接したり、一部を利用して造

られる場合がある。その規模は大半が60cm前後で、大きいもので 1～ 2.5m程度になる。石組の形

状は順庵原 1号墓例や中野美保 1号墓例のような一重のものと、仙谷 2号墓例などの同心円状に石

が凝集する二者が見られる。後者の石組みのあり方は、配石墓や集石遺構の石組にも見られる手法

である。このため、墳丘に近接した上で、その下部に埋葬施設がなく、周辺から土器が検出されな

い限りは「円形状石組」と呼称するより、性格不明の集石遺構として認識する他はない場合がある。

中野美保 1～ 3号集石遺構がこれに相当する事例である。

4.ま とめ

以上、過去に報告された「円形状石組」の類例を抽出し、その用途について検討してきた。結論

としては、あくまでも現状の類例資料による見通しではあるが、土器供献に伴う「墳墓祭祀施設」

の可能性を指摘した。そして、西谷 3号墓のような墳端装飾が最も発達した段階には、円形状石組
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の用途が形骸化したものが現れているという可能性を指摘した。ただし、これらはあくまでも一つ

の可能性を述べたにすぎない。「円形状石組」の認識と評価に対しては、今後の発掘調査による類

例の増加に委ねると共に、その認識に対する客観性を高めるためにも、関係諸氏の批判と議論が必

要とされる。また、冒頭にも述べたように、四隅突出型墳丘墓の周辺に営まれた様々な石を使用し

た施設との区別に関する諸問題も残っている。これは何故「円形」という形が現れるのかという問

題にもつながる。これらの検討も視野に入れない限り、円形状石組の系譜、そして四隅突出型墳丘

墓との関係を論ずることは出来ない。

小稿では特定の土器出土状況に対して検討を加えたが、今後は弥生時代前期以来の墓や墳墓全般

における土器の出土状況に対しても検討を行う必要がある。特に、山陰地方と同じく日本海という

共通の空間を有した地域に対する検討、すなわち北陸地方の四隅突出型墳丘墓や両丹地方の方形台

状墓等の土器出土状況を含めた墳丘墓に現れる諸現象との比較検討は、各地の政治的領域や交流の

解明に貢献できる可能性を■んでいる。今少しの再整理を行い、改めて論ずることを期したい。

第 2節 日本海沿岸部における方形貼石墓について
―中野美保 2号墓の事例から一

中野美保 2号墓は、弥生時代中期中葉～後期前葉を中心に中国地方山間部から丹後地方以西の本

州日本海沿岸で確認されている「方形貼 (り )石墓」、限占 (り )石方形墳丘墓」、「方形貼石台状墓」、

「方形貼石周溝墓」、「方形貼石区画墓」等の名称が与えられている墓制に属する (第 129図 )。 ここ

では、その総称として「方形貼石墓」の用語を採る。註
9)

この墓制の大半は弥生時代後期後半以降は減少する傾向にあり、丹後地方周辺を除く日本海沿岸

部では四隅突出型墳丘墓という墓制が盛行する。現在まで議論されているのは、この墓制が四隅突

出型墳丘墓という墓制の直接的な系譜に上るか否かというものであり、換言すれば四隅突出型墳丘

墓の起源論に遡及される。

四隅突出型墳丘墓の起源論は、その「発生地」と「突出部の起源」という2つの問題に大別され

る。もちろん、両者は不可分の関係にあるのだが、前者の「発生地」については研究史上、一元的

な起源とする見解と多元論的な見解との二者に大別することが出来る。前者を代表するものには、

朝鮮半島起源説
註101、
中国地方山間部での成立とその一元的波及を説く見解註

H)、 「ステッピングス

トーン (踏石状石列)」 を四隅突出型墳丘墓の基本要素とし、その初現を中国山間部に求めた上で、

「中国山間部型」と「山陰 (伯者・出雲)型」の展開を説く見解註191がぁる。後者では、弥生時代

中期中葉～中期後葉の貼石の区画を持つ墳丘墓の「通路表現」に四隅突出型墳丘墓の「突出部Jの

根元を求めつつ、三次盆地 (中国地方山間部)と 日本海沿岸部で、系統の異なる四隅突出型墳丘墓

の成立を説く見解註
131が
ぁる。

ここでは、先ず方形貼石墓の「隅部の形態」の分析を出発点として、上述の「起源論」について

考えてみたい。そこで、中野美保 2号墓のそれを検討する。中野美保 2号墓の隅部が良好に残る箇

所は、南西隅のみである。ここを詳細に観察すると、2つの所見が得られる。

1つは、貼石が墳丘コーナーに対して対角線上に2列並んでいるようにも見える (第 130図のA―

A′ )。 今 1つは、2個の貼石を挟んで2つの円形状に並んだ石組 (その中心には1個の石がある)

が並んでいるようにも見える (第 130図 B― B/)。
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第129図  日本海沿岸部における方形貼石墓の諸例 (中期中葉～後期前葉を中心に)
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第130図  中野美保 2号墓南西隅部の配石構造 (上はS=1/80、 下はS=1/40)

この南西隅部の形態をどのように理解するかによって、その評価は異なる。ここでは隅部の形態

のあり方に2つの見解を提示しているが、第120図で示したスクリーントーンの石は墳丘隅部を意

識したものと考えられる。第130図のA― A/は 、 2条の「踏石状石列」に見え、同図B― B/は隅

部を2つの軸石から左右対称に、その中心に 1個の石がある円形状の石組がこれを挟むような形で

表飾するように見える。

前者の貼石のあり方を「踏石状石列」と理解すれば、 2条の「踏石状石列」が並ぶ方形貼石墓と

評価できる。また、 2条の石列は墳丘隅部に対してほぼ45度の対角線上に並んでいることから、隅

部の石のあり方を「踏石状石列」と認識することに妥当性が与えられる。ただし、この石列が実際

の通路として、その機能に耐え得る構造のものであったかは、石の大きさやその間隔からは懐疑的

にならざるを得ない。 2条の石列を有する方形貼石墓の類例は、志高 1号墓南東隅にその可能性が

ある。一方、四隅突出型墳丘墓では、後期前葉の尾高浅山 1号墓の東側突出部に2条に並ぶ置き石

存在の可能性が指摘されている
註望)。

後者の貼石のあり方は、貼石の遺存が比較的良好な南斜面のそれと比べて、隅部の貼石が減少し

lm
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て疎密の差が生じている結果、中心に1個の石がある円形状の石組という印象を得たと言える。

一方、2号墓の貼石の施工には一定の規則性が見られる。それは最も外側の貼石列 (① とする)

を規準とした場合、次に来る貼石列 (②とする)は①の石と石のほぼ中間に石を貼り付け、さらに

次に来る貼石列 (③とする)は②の石と石のほぼ中間に石を貼り付けるという、「組み違えJを行っ

ている。この規則性は厳密なものではないが、これによって結果的に円形状の石組に見える箇所が

生じている可能性も十分にある。例えば、北西隅の貼石が挙げられる (図版26上 )。

このような「組み違えJの緩やかな規則性が南西隅部で崩れ、石の疎密が生じている結果、先に

記した後者の見方につながったものと考えられるのである。

いずれにせよ墳丘のコーナーには、他の斜面と異なった意識で貼石が施されているものと考えら

れる。

さらに中野美保 2号墓の石の使われ方をもう少し大きく見てみると、四隅突出型墳丘墓のある要

素と非常に類似する点が挙げられる。それは、中野美保 2号墓の墳丘の最もタト側の貼石列である。

先にも述べたが、この貼石列は墳丘に貼 り付けられているのではなく、墳丘斜面を縁取るように

並べられており、石自体も寝かされていると言うより、立てるように置かれている。これは、四隅

突出型墳丘墓に見られる「立石」または「縁石」と同様のあり方を示している。

四隅突出型墳丘墓の貼石・列石を類型化し、その時間的変遷を分析した松本岩雄氏の分類に従え

ば、中野美保 2号墓のそれはⅡA類に属する註D。

ここで I類 とⅡA類に属する四隅突出型墳丘墓の出現を検討するのに参考となるのが、鳥取県淀

江町所在の洞ノ原墳墓群である。

すなわち、中期末～後期初頭に比定される洞ノ原 2号墓 (方形貼石墓)には列石が確認されてい

る。洞ノ原 2号墓と同時期には日本海沿岸部において最古の四隅突出型墳丘墓 (洞ノ原 1号墓)が

出現している。このことから、日本海沿岸部においてはⅡ☆類 (中野美保 2号墓と同じ構造)が四

隅突出型墳丘墓が出現する段階まで継続している。ただし、洞ノ原 1号墓の貼石・列石構造は I類

に属しており、洞ノ原墳墓群内も含めた日本海沿岸部の後期前葉に遡る四隅突出型墳丘墓に、中野

美保 2号墓や洞ノ原 2号墓のような構造のEA類が採用されている例は、鳥取県米子市所在の尾高

浅山 1号墓 (後期前葉)の南東斜面で部分的に見られる可能性がある程度である註161。 また、島根

県八束郡宍道町所在の方形貼石墓、三成 1号墓 (中期後葉)の貼石もI類に分類される。

一方、洞ノ原 2号墓は同墳墓群中における最古と目される墳墓で、備後山間部の土器が検出され

ている。また、洞ノ原 1号墓の突出部では「踏石状石列」が見られ、洞ノ原墳墓群の成立と日本海

沿岸部の四隅突出型墳丘墓には、備後山間部との交錯した影響を多分に受けている旨が指摘されて

しヽる冒主lD。

最後に中野美保 2号墓に関して言えば、①墳丘隅部を意識した2条の「踏石状石列」、②墳丘裾

の「立石 (縁石)」 という現象が認められる。①は四隅突出型墳丘墓の系譜に上る資料として、同

じく日本海沿岸部における多元的な起源論を検討して行く上で、重要な資料になるものとして評価

できる。一方、②は四隅突出型墳丘墓の「貼石」と「立石」の系譜に上る可能性と、その系譜には

上らない一線を画す可能性の2通 りの解釈も考えられる。洞ノ原 2号墓のあり方も踏まえて、日本

海沿岸地域における方形貼石墓と中期後葉～後期前葉の四隅突出型墳丘墓の類例増加が待たれる。

脱稿後、出雲市北東部の扇状地に位置する青木遺跡 (出雲市東林木町)か ら中期後葉に遡る四隅
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突出型墳丘墓を筆頭に、数基の四隅突出型墳丘墓が検出された。 1基は日本海沿岸部における最古

型式の四隅突出型墳丘墓になる可能性がある。多元論的な四隅突出型墳丘墓の研究に、新たな一石

を投じることになろう。また、後期後葉に属する四隅突出型墳丘墓からは「円形状石組」の可能性

がある石列が検出されている。その他、方形貼石墓数基も検出されており、一部は弥生時代後期後

葉まで下がる可能性がある。日本海沿岸部における弥生墓制を再検討する上で、重要な資料が蓄積

されつつある。今後の調査成果が注視される。

第 6章を記すにあたり、次の方々から文献の提供を頂いた。記して感謝致します。

佐伯純也 (米子市教育委員会)、 中原斉 (′鳥取県教育委員会)(50音順、敬称略)

(註 )

1)川原和人1978「島根県における発生期の古墳―特に四隅突出型古墳について一J『古文化談叢』第4集

妹尾周三1993「四隅突出型墳丘墓について一出現の要素と貼石方形墳丘墓からの概観一」『古文化談叢』第30

集 (上)古文化談叢発刊20周年 小田富士雄代表選暦記念論集 (I)
渡邊貞幸2003「四隅突出型弥生墳丘墓の「突出郡JJ『新世紀の考古学一大塚初重先生喜寿記念論文集―J

大塚初重先生喜寿記念論文集刊行会編

2)藤田憲司2002「弥生墳丘墓の研究 (1)一 山陰の弥生墳丘墓 (上)一」『調査研究報告』 (財)大阪府文化財セ
ンター

また、墳丘長・墳丘高・突出部の規模を計測し、数的処理を加えた検討から、中国地方 (山 間部 )、 山陰地

方、北陸地方におけるの四隅突出型墳丘墓の地域性を抽出したものに、次の論考がある。

大野英子2002「 四隅突出型墳丘墓の地域性J『富山県婦中町 千坊山遺跡群試掘調査 報告書』婦中町教育委
員会

3)松本岩雄2003「出雲の四隅突出型墓」『島根県古代文化センター調査研究報告書16 宮山古墳群の研究』
島根県古代文化センター 島根県埋蔵文化財調査センター

4)門脇俊彦1971「順庵原一号墳について」『島根県文化財調査幸R告』第七集 島根県教育委員会
5)註 1),|1原 1978に 同じ

吉川 正1992「順庵原一号墓について一第 3次調査の概要―」『島根考古学会誌』第 9集 島根考古学会
吉川氏は主体部とストーンサークルの対応関係に対して、埋葬施設の形態や副葬品組成、ストーンサークル

の形態等を具体的に積み上げ、明確な対応関係の抽出を試みている。

6)近年、弥生墳丘墓の調査報告書中で「円形状石組 (ス トーンサークル)Jの可能性があるものが報告されてい
る。

例えば、鳥取県岩美郡岩美町所在の新井三嶋谷墳丘墓の調査報告書中で、墳丘南斜面下方の貝占石がストーン

サークル状を呈している部分、あるいは方形の張り出し部の可能性を指摘する観察所見が報告されている。

7)弥生時代中期中葉～後期前半に営まれた四隅突出型墳丘墓以外の、弥生墳丘墓や土壊墓においても円形状石組
が確認されている。これらの遺構の整理と検討も今後必要である。

なお、木次町教育委員会2000『斐伊川広域一般河川改4笏工事予定地内埋蔵文化財発掘調査報告書 平田遺跡
第Ⅲ調査区』に、土壊 (墓)に伴う類例資料の紹介と弥生後期の墓制に対する検討がなされている。
8)註 4)に同じ
9)管見のところ、中国地方山間部を除く日本海沿岸部で検出されている中期後葉～後期前葉の方形貼石墓は14遺
跡17(+)で確認されている。この墓制に対する概念あるいは定義は、本来的には考古学的な分類論から求め
られるべきである。しかし、様々な考古学的用語が氾濫すれば、混乱を来す恐れがある。確かに、日本海沿岸

部における方形貼石墓は規模や周溝の有無、立地、存続期間などのあり方が地域によって若千異なり、弥生時

代中期に限れば、大きくは (石見・出雲・伯者・因幡 ?)と (丹後・丹波)の地域性が存在する。小稿では細

長い長方形、正方形に近い長方形に関わらず、「方形の墳丘」に「貼石Jが施されている点こそが、この墓制
を最も特徴付けていると考えている。「方形貼石墓」として総称する立場を採りたい。なお、現在のところ

「方形貼石墓」に関しては次の分類案が示されている。

野島永氏は貼り石を持つ墳墓は台状墓や周溝墓として提えられている点を指摘し、貼石を持つ属性を重要視

した場合には、これらの名称を「方形貼り石墓Jと容認出来るとする。しかし、四隅突出型墳丘墓とその墳丘

規槙に明確な差がないことを挙げ、貼り石を持つ墳丘墓 (台状墓、周溝墓)を「貼り石方形墳丘墓」と呼称す
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る立場を採る。

和田晴吾氏は弥生墳丘墓の基本形を「周溝墓」と「台状墓」に分類し、「方形貼石墓Jを 「台状墓」の地域

的変容と捉えて「方形貼石台状墓」の名称を与えている。また、「方形貼石墓Jの中には周溝を伴うものがあ

るため、これを「周溝墓」と「台状墓」の複合として「方形貼石周溝墓」の名称を与えている。

野島 永1991「京都府北部の貼り石墳丘墓について」『京都府埋蔵文化財論集第 2集―創立十周年記念誌―』
財団法人京都府埋蔵文化財調査研究センター

和田晴吾2003「弥生墳丘墓の再検討J『古代日韓交流の考古学的研究―葬制の比較研究―』

10)山本 清1975「四隅突出型方墳JF日本の中の朝鮮文化』28号
11)註 1)'II原和人1978に 同じ

12)註 1)渡邊貞幸2003に同じ
13)註 2)藤田憲司2002に同じ
14)註 1)渡邊貞幸2003に同じ
15)註 3)松本岩雄2003に同じ
松本氏の分類したⅡA類の「立石」は、Ⅳ～V-1期 に中国地方山間部の四隅突出型墳丘墓に特徴的な、貝占
石に使用される石より小さい石で墳丘を縁取るものと、中野美保 1号墓のように、貼石の石と同等規模の石で

墳丘を縁取るものを指している。なお、両者の「立石」は墳丘斜面の貼石から少し離れて施されている。また、

墳丘斜面の貼石に隣接して立石 (縁石)を施す中野美保 2号墓のような構造をしたものもⅡA類の範疇に含ま

れている①このことから、ここで記すⅡA類は中野美保 2号墓の構造に限定した意味で使用する。

16)山陰考古学研究集会編1997『第25回山陰考古学研究集会 四隅突出型墳丘墓とその時代』
17)淀江町教育委員会2000『妻木晩田遺跡 洞ノ原地区・晩田山古墳群発掘調査報告書』

(遺跡引用文献 )

青木遺跡 島根県教育庁埋蔵文化財調査センター2004『青木遺跡現地説明会資料』
阿弥大寺 1号墓 倉吉市教育委員会1981『上米積遺跡群発掘調査報告Ⅱ一阿弥大寺地区―』
尾高浅山 1号墓 米子市教育委員会1998『尾高浅山遺跡』米子市文化財ガイド2
門の山第 1号墳 近藤義郎・中尾寿雄1952「門の山第 1号墳発掘調査報告J『佐良山古墳群の研究』津山市
来美 1号墓 山本清1989「松江市矢田町来美の四隅突出型方形墳丘J『間内越 1号墓・間内遺跡」松江市教育委員

会

四拾貫小原墳丘墓 四拾貫小原発掘調査団1969『四拾貫小原』
順庵原 1号墓 門脇俊彦1971「順庵原一号墳について」『島根県文化財調査報告』第七集 島根県教育委員会

吉川正1992「順庵原一号墓について一第 3次調査の概要―」『島根考古学会誌』第 9集 島根考古
学会

陣山墳墓群 三次市教育委員会1996『陣山遺跡』
仙谷 2号 。3号墓 大山スイス村埋蔵文化財発掘調査団・鳥取県大山町教育委員会2000『妻木晩田遺跡発掘調査報

告』

仲仙寺 9号墓 安来市教育委員会1972『仲仙寺古墳群』
千原遺跡 岩滝町教育委員会1988『千原遺跡第3次』京者る府岩滝町文化財調査報告第11集
寺岡遺跡SX56 野田川町教育委員会1988『寺岡遺跡』京者Б府野田川町文化財調査報告第 2集

奈具岡墳墓群 京都府弥栄町教育委員会1986『奈具岡遺跡第 3次発掘調査報告書』
波来浜墳墓群 江津市教育委員会1973『波来浜遺跡発掘調査報告書一第 1.2次緊急調査概報―』
新井三嶋谷墳丘墓 岩美町教育委員会2001『新井三嶋谷墳丘墓発掘調査報告書』岩美町文化財調査報告書第22集
西谷 3号墓 渡邊貞幸他1993「西谷墳墓群の調査 (I)」 『山陰地方における弥生墳丘墓の研究』

島根大学法文学部考古学研究室

写真図版は、出雲市教育委員会編1995『四隅突出型墳丘墓の謎に迫る』の表紙に依拠する。

花園墳墓群 三次市教育委員会1980『史跡花園遣跡―調査と整備―』
日吉ケ丘墳丘墓 加悦町教育委員会2001F日吉ヶ丘発掘調査現地説明会資料』

加悦町教育委員会2003『 日吉ヶ丘遺跡 (平成14年度)。 明石大師山古墳群 (平成14年度)』

加悦町文化財調査報告書第30集

間内越 1号墓 松江市教育委員会1989『間内越 1号墓・間内遺跡』
三成 1号墓 丹羽野裕1999「宍道町 三成墳墓群について」『宍道町歴史叢書 4』 島根県宍道町教育委員会
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伽 隅突出裂墳丘墓の類例袖出のための参考期
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縁
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、
ナ
デ
顕
部
に
凹
線
(4
条
)、
刺
突
文
、

沈
線
(3
条
)、
ヘ
ラ
描
文

良
好



図 号
挿 番

写
真
図
版
地
区
層
位
出
上
位
置
種
 
類

器
 
種

遺
存
度

径

‐ｎ，
日 く
ｃ
納 くｃｍ
タ
底
径

(c
in
)

胴
部
(c
Hl
)
色
  
調

内
面
の
調
整
外
面
の
調
整

形
態
・
文
様
の
特
徴

焼
成

胎
  
土

備
  
考

18
-
1

I区
4

弥
生
土
器

高
イ
2/
3以
上

(内
)淡
黄
橙
色

(外
)淡
黄
橙
色
ナ
デ

ナ
デ
、
ミ
ガ
キ
口
縁
部
が
す
ば
ま
る
形
態

良
好
0 
1a
n以
下
の
微
砂
粒

を
多
く
含
む

[8
-2

【
区

4
弥
生
土
器

甕
1/
8

(口
縁
部
)
(1
6.
2)

(内
)淡
黄
灰
色

(外
)淡
黄
灰
色
ナ
デ

ナ
デ

良
好
01
11
L以
下
の
微
砂
粒

を
含
む

18
-3

I区
4

弥
生
土
器

甕
1/
2

(内
)淡
黄
白
色

(外
)淡
白
色
ケ
ズ
リ
、
す
デ
ハ
ケ
メ
(か
な
し

摩
滅
し
て
い
る
)
肩
部
刺
突
文

艮
好
05
～
l 
Hu
n程
度
の
白

色
砂
粒
を
多
く
含
む
外
面
に
ス
ス
付
着

18
-4

I区
4

古
式
上
師
基

士 璽
1/
2以
下

(内
)淡
黄
灰
色

(外
)淡
黄
灰
色
ナ
デ
、
ケ
ズ
リ
ナ
デ
、
ハ
ケ
メ
頸
部
に
部
分
的
に
3条
の
沈
線
文
の

ち
に
、
本
国
に
よ
る
2列
の
羽
状
文
良
好
1～
2 
nl
l前
後
の
自
色

砂
礫
を
多
く
含
む

18
-5

I区
4

土
師
器

甑
形
土
器
1/
6

(4
84
)

(内
)淡
黄
白
色

(外
)淡
黄
白
色
ケ
ズ
リ
、
す
デ
ケヽ
メ
、
ナ
デ

艮
好
1～
3 
du
l程
度
の
砂
礫

を
多
く
含
む

[8
-6

I区
4

土
師
器

高
台
付
郭
2/
/3

(四

'次
東
灰
巴

(外
)淡
黄
橙
白
雀
ミ
ガ
キ
、
ナ
デ
ミ
ガ
キ
、
ナ
デ
口
縁
端
部
が
外
方
に
く
び
れ
る
良
好
密
(微
砂
粒
を
わ
ず
か

に
含
む
)

19
-
1

I区
4

弥
生
土
器

甕
1/
10
以
下
(
26
2)

(内
)淡
黄
褐
色

(外
)淡
黄
色
摩
滅
に
よ
り
調

整
不
明

ナ
デ

日
縁
部
端
部
に
刺
突
文
、
胴
部
上

方
に
7～
10
条
の
櫛
描
直
線
文

艮
好
l 
IL
D以
下
の
砂
粒
を
少

量
含
む

19
-2

I区
4

弥
生
土
器

無
頸
壷
1/
4
H.
6

(内
)淡
黄
灰
褐
t

(外
)淡
黄
灰
色
ナ
デ

ナ
デ
、
ケ
ズ
リ

日
稼
端
音
卜
か
ら
肩
音
卜
に
力ゝ
t,
て
6

条
・
5条
・
6条
の
凹
線
文
、
櫛

状
工
具
に
よ
る
刺
突
列
点
文
、
刺

空
す
1十
一
と
R十
ギ
消
kカ
ス

や 良
や 不
1～
2 
al
l程
度
の
白
色

砂
礫
目
立
つ

19
-3

Ⅱ
区

4
弥
生
土
器

一 霊
1/
10

(内
)淡
黄
色

(外
)淡
黄
褐
色
ナ
デ

ナ
デ

日
縁
部
に
4条
の
凹
線
文

良
好

01
11
程
度
の
自
色
微

砂
粒
を
多
く
含
む
、

2～
8 
Hu
lの
砂
礫
を
わ

ギ
あ
ur
全
ォ
ド

19
-4

■
区

4
弥
生
土
器

壷
1/
2以
下

(内
)淡
黄
自
色

(外
)淡
黄
橙
白
t
ナ
デ
、
ケ
ズ
ツ
ハ
ケ
メ
、 
ミ
ガ

キ
月 同
部
に
列
点
文
、 
日
縁
部
に
2～

3条
の
凹
線
文

良
好

l 
II
un
程
度
の
自
色
砂
礫

を
含
む

19
-5

Ⅱ
区

弥
生
土
器

1/
2
(1
46
)

(2
40
)

(困
,次
灰
色

※
所
々
黄
灰
色

(外
)淡
黄
灰
色

▼
密
着
凱
か
落
F會

デ キ

ナ ガ

ヘ
ラ
ミ

ナ
デ
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
日
縁
部
に
2条
の
凹
線
文

や 良
や 不

l 
al
n以
下
の
白
色
砂
粒

を
多
量
に
含
む

19
-6

Ⅱ
区

4
弥
生
土
器

台
付
甕

完
存

(高
台
部
)

(内
)淡
貢
褐
色

(外
)淡
橙
褐
色

ヘ
ラ
ケ
ズ
ツ
の

ち
ナ
デ

ナ
デ

良
好
l 
aJ
4程
度
の
白
色
砂
礫

を
多
く
含
む

外
面
に
ス
ス
付
着

19
-7

Ⅱ
区

4
弥
生
土
器

台
付
甕

完
存

(高
台
部
)

(内
)淡
褐
白
色

(外
)淡
橙
褐
白
亡
ナ
デ

ハ
ケ
メ
、
ナ
デ

良
好
05
～
l 
au
l程
度
の
砂

粒
を
多
く
含
む

外
面
脚
部
に
ス
ス

付
着

19
-8

I区
4

上
師
器

高
杯
1/
6

(口
縁
喜
Б)

(内
)淡
黄
色

(外
)淡
黄
灰
色
ナ
デ
、
ミ
ガ
キ
ナ
デ

日
縁
部
に
8条
の
凹
線
文

良
好
0.
5a
ul
程
度
の
雲
母
を

含
む

19
-9

Ⅱ
区

4
弥
生
土
器

高
杯
蜘 蜘

(内
)淡
黄
褐
色

(外
)淡
黄
褐
色
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
ナ
デ

脚
部
裾
に
10
条
程
度
の
凹
線
文

(摩
滅
の
た
め
詳
細
不
明
)

良
好
1～
21
1D
の
砂
礫
を
多

く
含
む

19
-1
0

Ⅱ
区

4
弥
生
土
器

鼓
形
器
台
2/
3以
下

(内
)貢
褐
灰
色

(外
)黄
褐
灰
色
ナ
デ

ナ
デ
～
ケ
ズ
リ
頸
部
に
3条
と
4条
の
沈
線
、
貝

殻
施
文
に
よ
る
羽
状
文

良
好

19
-■

Ⅱ
区

土
師
器

注
目
上
器

８ 部
／ 縁

(内
)黄
橙
色

(外
)黄
橙
色
ナ
デ

ナ
デ

日
縁
部
に
擬
凹
線
文
の
ち
ナ
デ
消

し
良
好
l 
mn
程
度
の
自
色
砂
礫

を
含
む

20
-1

Ⅱ
区

4
土
師
器

甕
1/
4
(1
66
)

(内
)淡
黄
灰
色

(外
)淡
黄
色

デ リ
ナ ズ

ヘ
ラ
ク
ナ
デ
、
ハ
ケ
メ

良
好

i 
nl
ll
以
下
の
砂
粒
を
多

く
含
む

20
-2

Ⅱ
区

4
土
師
器

甕
1/
7

(内
)R
吉
白
色

(外
)R
音
白
色

ナ
デ

ナ
デ

良
好

20
-3

I区
4

土
師
器

甕
1/
5
(1
66
)

(内
)淡
黄
白
色

(外
)淡
黄
白
色
デ リ
ナ ズ

ヘ
ラ
ケ
ナ
デ

肩
部
に
8条
の
波
状
文
、 
1列
の

粛
J突
列
点
文

良
好

l 
al
II
以
下
の
砂
粒
を
少

量
含
む

20
-4

Ⅱ
区

弥
生
土
器

甕
1/
3

色 色

灰 灰

黄 黄

淡 淡

内 外

ケ
ズ
リ
、ナ
デ
、

頸
部
に
指
頭
圧

痕
ハ
ケ
メ
、
ナ
デ
肩
部
に
7条
の
波
状
文

良
好
1～
2 
al
Iの
白
色
砂
礫

を
多
く
含
む

外
面
に
ス
ス
付
着

20
-5

Ⅱ
区

4
土
師
器

甕
８ 部
／ 縁
(1
60
)

(内
)淡
橙
褐
色

(外
)淡
褐
色
ナ
デ

ナ
デ

良
好
0 
1H
ll
程
度
の
白
色
微

勅
対
歩
み
岳
合
す
|

外
面
に
わ
ず
か
に

ス
ス
付
着

20
-6

Ⅱ
区

4
土
師
器

甕
1/
4

(口
縁
部
)
(
12
0)

(内
)淡
貢
橙
色

(外
)淡
黄
橙
色
ナ
デ
、
ケ
ズ
リ
ナ
デ

艮
好
01
11
11
程
度
の
白
色
微

砂
粒
を
少
量
含
む

20
-7

Ⅱ
区

上
師
器

甕
1/
10

(口
縁
部
)
(1
5,
6)

(内
)淡
黄
白
色

(外
)淡
黄
白
色
ナ
デ

ナ
デ

良
好
0 
1l
m程
度
の
微
砂
粒

を
少
量
含
む

20
-8

Ⅱ
区

4
古
式
上
師
器
ミ
ニ
チ
ュ
ア
高
杯
1/
2

44
(内
)淡
灰
白
色

(外
)淡
灰
白
色
ナ
デ

ナ
デ
、
指
頭
圧

痕
や
や
不
良
01
m以
下
の
砂
粒
を

多
く
含
む

20
-9

Ⅱ
区

4
古
式
上
師
器

甕
２ ０
ツ 噂

(内
)淡
黄
白
色

(外
)淡
黄
白
色
ケ
ズ
リ

ハ
ケ
メ

外
面
肩
部
に
10
条
の
波
状
文

良
好
05
1m
程
度
の
白
色
砂

粒
を
多
く
含
む

20
--
10

Ⅱ
区

コ
古
式
上
師
群

と 霊
存 部
完 頸

(内
)淡
黄
橙
白
迄

(外
)淡
黄
橙
白
迄
ナ
デ
、
指
頭
圧

痕
文
多
数

ナ
デ
、
ケ
ズ
リ
頸
部
に
貼
付
突
帯
文

良
好
0 
1a
ll
程
度
の
微
砂
粒

を
多
く
含
む



図 号
挿 番

真 版
写 図

地
区
層
位
出
上
位
置
種
 
類

器
 
種

遺
存
度

日
径

(c
m)
編 Кｃｍ
ぅ
底
径
(c
ln
)
脚 ｍ

色
  
調
内
面
の
調
整
外
面
の
調
整

形
態
。
文
様
の
特
徴

焼
成

胎
  
土

備
  
考

20
-l
l

Ⅱ
区

4
古
式
上
師
器

甕
1/
4

(日
縁
部
)

(1
64
)

(内
)淡
桂
白
色

(外
)淡
橙
白
色

ヘ ナ
ち ＞ヽ

の り 縁

し ズ ロ

押 ケ て

指 ｆ フ デ

ナ
デ
(口
縁
)、

か
な
り
摩
滅
し

て
い
る

良
好
1～
21
11
程
度
の
砂
礫

を
や
や
多
く
含
む

20
--
12

Ⅱ
区

4
古
式
上
師
器
小
型
丸
底
)直
日
登
1/
2
l1
0

内 外
黄
橙
灰
色

黄
橙
灰
色
ナ
デ

ナ
デ
、
ハ
ケ
メ

良
好
0,
lt
ul
l程
度
の
白
色
砂

粒
を
多
く
含
む

20
-1
3

Ⅱ
区

4
土
師
器

不
1/
2

内 外
淡
橙
灰
白
[

淡
橙
灰
白
佳
ナ
デ

ケ
ズ
リ
の
ち
ナ

デ
ー
部
ミ
ガ
キ

良
好
l 
al
l程
度
の
白
色
砂
粒

を
含
む

赤
彩
顔
料
塗
布

21
- 
1

Ⅲ
区

4
弥
生
土
器

蓬
1/
4
2
00

内 外
淡
橙
灰
白
荏

淡
橙
灰
白
在
ナ
デ
、
ハ
ケ
メ
ナ
デ
、ハ
ケ
メ
、

指
頭
圧
痕

口
縁
直
下
に
4条
の
凹
線
文

や 良
や 不

4 
al
ln
程
度
の
砂
礫
を
わ

ず
力
斗
こ
含
む

21
-2

Ⅲ
区

4
弥
生
土
器

甕
1/
4

(内
)淡
橙
灰
褐
E

(外
)淡
橙
灰
白
荏
ナ
デ

ナ
デ
、
摩
滅
に

よ
り
不
明

口
縁
に
亥
I目
文
、 
月 同
部
1こ
5条
の

凹
線
文

や 良
や 不

31
11
程
度
の
砂
礫
を
多

く
含
む

21
-3

Ⅲ
区

4
弥
生
土
器

甕
1/
3

内 外
淡
橙
白
色

淡
橙
灰
色
ミ
ガ
キ
、
ナ
デ
ハ
ケ
メ
、ナ
デ
、

頸
部
指
頭
圧
痕

や
や
不
良
3 
Hu
n程
度
の
砂
礫
を
多

く
含
む

21
-4

m区
4

弥
生
土
器

霊
1/
8

内 外
色 色
褐 褐
淡 淡

ミ
ガ
キ
、
ケ
ズ
リ

(強
い
ナ
デ
か
?|
ナ
デ

良
好
密
(3
 E
ul
程
度
の
砂
礫

を
わ
ず
力ヽ
こ
含
む
)

外
面
胴
部
に
ス
ス

付
着

21
-5

Ⅲ
区

4
弥
生
土
器

甕
1/
6

内 外
淡
褐
色

淡
橙
灰
褐
荏
ナ
デ

ナ
デ
、
ハ
ケ
メ
口
縁
直
下
(頸
部
～
肩
部
)に
4

条
の
凹
線
文

良
好
2～
4 
Hu
l程
度
の
砂
礫

を
含
む

21
-6

Ⅲ
区
4

弥
生
土
器

甕
1/
6

(内
)淡
黄
灰
白
荏

(外
)淡
黄
灰
褐
t
ハ
ケ
メ
、
ナ
デ
ハ
ケ
メ
、
ナ
デ
口
縁
直
下
(頸
部
～
肩
部
)に
5

基
の
nn
線
寸

良
好
1～
4 
gu
l程
度
の
砂
礫

を
含
む

外
面
に
ス
ス
付
着

21
-7

Ⅲ
区

弥
生
土
器

重
1/
3

内 外
浅
貢
橙
色

浅
黄
橙
色
ミ
ガ
キ

ハ
ケ
メ
の
ち
ミ

ガ
キ

頸
部
に
2列
の
円
形
刺
突
列
点

文
、
8条
の
ヘ
ラ
描
沈
森
文

良
好
4 
tl
un
大
ま
で
の
石
英
を

多
く
含
む

21
-8

Ⅲ
区

4
弥
生
土
器

蓋
1/
2

内 外
淡
黄
褐
色

淡
灰
色

ナ
デ

ナ
デ

中
央
部
に
多
孔

良
好
O 
IE
ul
以
下
の
砂
粒
を

含
む

21
-9

Ⅲ
区

弥
生
土
器

蓋
1/
2

内 猟
暗
褐
色

謄
告
庶
魯
ナ
デ

ナ
デ

良
好
密
(0
.l
al
I以
下
の
砂

粒
を
含
む
)

21
-H

Ⅲ
区

4
須
恵
器

高
台
付
郷
1/
2

(底
部
)

内 外
淡
青
灰
色

淡
青
灰
色
ナ
デ

ナ
デ

外
面
底
部
に
ヘ
ラ
描
文
字

良
好
O 
la
ll
以
下
の
白
色
砂

粒
を
含
む

22
-1

Ⅳ
区

4
弥
生
土
器

甕
1/
10

(日
縁
吉
Б )
(2
34
)

(内
)淡
黄
白
色

(外
)淡
黄
褐
色
ナ
デ

ナ
デ

日
縁
端
部
に
刻
目
文
、
頸
部
に
10

条
の
沈
線

良
好
l 
mt
程
度
の
白
色
砂
礫

を
含
む

22
-2

Ⅳ
区

4
弥
生
土
器

壷
1/
6

(口
縁
部
)

20
6

(内
)淡
赤
白
色

(外
)淡
赤
白
色
ナ
デ

ナ
デ

口
縁
端
部
に
2条
の
凹
線
文
、
竹

管
文

良
好

l 
mI
程
度
の
白
色
砂
礫
目

立
つ
、
01
～
0.
5a
la
程
度

の
赤
色
砂
粒
目
立
つ

22
-3

Ⅳ
区

4
弥
生
土
器

高
杯
И 脚

(内
)淡
橙
灰
白
C

(外
)淡
橙
灰
白
亡
ナ
デ

ナ
デ
、
摩
滅
著

し
い

日
縁
端
部
に
4条
の
凹
線
文

良
好
0 
5a
ll
以
下
の
自
色
砂

粒
を
わ
ず
か
に
含
む
内
面
に
赤
色
顔
料

わ
ず
か
に
付
着

22
-4

Ⅳ
区

4
弥
生
土
器

甕
1/
2以
下
15
,3

(内
)淡
橙
灰
白
亡

(外
)淡
橙
灰
白
在
ケ
ズ
リ

ナ
デ

日
縁
部
に
4条
の
凹
繰
文
、
頸
部

に
2つ
の
穿
孔

や 良
や 不

0.
51
ul
l程
度
の
白
色
砂

粒
目
立
つ

内
面
日
縁
部
か
ら
外

面
に
か
け
て
丹
塗
り

22
-5

Ⅳ
区

4
弥
生
上
器

養
1/
2以
下

色 色
自 白

黄 黄
淡 淡
内 外

ナ
デ

ナ
デ

中
央
に
穿
Tと

良
好
1～
2 
Du
l程
度
の
自
色

砂
礫
を
多
く
含
む

22
-6

Ⅳ
区

4
弥
生
土
器

蓋
1/
2

内 外
色 色
褐 褐

ハ
ケ
メ
、
ナ
デ
ナ
デ

中
央
に
穿
孔

や
や
不
良
0 
5a
lu
程
度
の
白
色
砂

粒
多
く
含
む

22
-7

Ⅳ
区

4
弥
生
土
器

高
不
1/
8

`R
創

鍬
Ⅲ

(内
)淡
黄
褐
灰
亡

(外
)淡
黄
褐
灰
亡
ケ
ズ
リ
、
ナ
デ
ミ
ガ
キ
、
ナ
デ
11
条
の
凹
線
文

良
好
l 
ml
程
度
の
砂
礫
を
多

く
含
む

外
面
口
縁
部
付
近

に
赤
色
顔
料
塗
布

22
-8

Ⅳ
区

4
弥
生
土
器

甕
ほ
ぼ
完
形

内 猟
淡
灰
褐
色

/4
圧
協
れ
ナ
デ
～
ケ
ズ
リ
甕
デ
、指
頭
圧
昂卍
:粂
?管
紫赤
沈 霧
斐
～ 肩

良
好
0,
5～
l 
Du
l程
度
の
砂

粒
を
多
く
含
む

22
-9

Ⅳ
区

4
弥
生
土
器

甕
1/
2以
下

(1
35
)
(内
)淡
黄
灰
色

(外
)淡
黄
灰
色

ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
、

日
縁
部
ミ
ガ
キ
ミ
ガ
キ

不
良
05
～
l 
au
n程
度
の
砂

粒
を
か
な
り
含
む

外
面
に
ス
ス
付
着

22
-1
0

Ⅳ
区

4
弥
生
土
器

低
脚
不
婢 ｍ

(内
)黒
褐
色

(外
)黒
褐
色

ナ
デ

ナ
デ

脚
部
に
穿
子と

不
良
l 
au
l程
度
の
砂
礫
を
含

す
o

22
-1
1

Ⅳ
区

4
弥
生
土
器
高
台
付
イ
1/
2
17
2

内 外
暗
橙
褐
色

橙
褐
灰
色
ハ
ケ
メ

ハ
ケ
メ
の
ち
ミ

ガ
キ

口
縁
端
部
に
1本
の
沈
線
文
、
内

面
に
漆
?

良
好
0 
11
vD
程
度
の
微
砂
粒

を
多
く
含
む

22
-1
2

Ⅳ
区

4
弥
生
土
器
壷
か
注
目
土
器

３ ０
／ 唯

１ ９
(内
)淡
黄
灰
色

(外
)淡
黄
灰
色
ケ
ズ
ヅ

ハ
ケ
、
ナ
デ
肩
部
に
複
数
の
沈
線
文
、
貝
殻
施

文
に
よ
る
綾
杉
文
と
斜
行
文

良
好
0 
5a
lt
u以
下
の
白
色
砂

粒
を
多
く
含
む

22
-1
3

Ⅳ
区

4
弥
生
土
器
壺
か
注
目
上
器
1/
3

(月
Π
部
上
半
)

(内
)淡
黒
灰
色

(外
)淡
黄
灰
白
亡
ケ
ズ
ヅ

ナ
デ

肩
部
に
16
条
～
18
条
の
沈
線
文
、

貝
殻
施
文
に
よ
る
2列
の
綾
杉
文
や 良
や 不
0 
1a
ul
以
下
の
砂
粒
を

多
く
含
む

22
--
14

Ⅳ
区

4
弥
生
土
器

一 霊
1/
8

(内
)黒
灰
色

(外
)黄
褐
色
ナ
デ
、
ケ
ズ
ヅ
ナ
デ
、
日
縁
部

一
部
ナ
デ
消
し
口
縁
部
に
16
条
の
沈
線
文

良
好
l 
ma
程
度
の
白
色
砂
礫

歩
F手
す
F

外
面
頸
部
に
ス
ス

付
着

22
-1
5

Ⅳ
区

4
弥
生
土
器

壬 電
1/
2

(口
縁
部
)

4,
7

(内
)淡
黒
灰
色

(外
)淡
黄
灰
色
ヨ
ヨ
ナ
デ
、
ケ

ズ
ッ

ヨ
コ
ナ
デ

貝
殻
施
文
に
よ
る
列
点
文

良
好
0 
1m
H程
度
の
白
色
砂

粒
を
含
む



挿
図
番
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写
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図
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地
区
層
位
出
上
位
置
種
 
類

器
 
種

遺
存
度

径 ｍ
ナ
日 く
ｃ
綿 くｃｍ，
醒 ω

胴
部

(c
m)

色
  
調

内
面
の
調
整
外
面
の
調
整

形
態
・
文
様
の
特
徴

焼
成

胎
  
土

備
  
考

22
-1
6

Ⅳ
区
4

弥
生
土
器

甕
1/
4
20
2

(内
)淡
黄
橙
灰
亡

(外
)淡
黄
灰
白
t
ナ
デ
、
ケ
ズ
リ
ナ
デ
、
ハ
ケ
メ
頸
部
～
肩
部
に
ハ
ケ
状
工
具
に
よ

る
平
行
線
文
と
波
状
文

良
好
0 
1H
H程
度
の
砂
粒
を

多
く
含
む

外
面
日
縁
部
に
ス

ス
付
着

22
--
17

Ⅳ
区
4

弥
生
土
器

甕
1/
3
15
8

(内
)淡
灰
褐
色

(外
)淡
灰
褐
色
ケ
ズ
リ
、
ナ
デ
ナ
デ
、
ハ
ケ
メ
貝
殻
施
文
(列
点
文
)

や 良
や 不

0.
lt
un
程
度
の
白
色
砂

粒
を
多
く
含
む

外
面
摩
滅
す
る
が

わ
ず
か
に
赤
色
顔

料
塗
布

23
-1

Ⅳ
区

4
弥
生
土
器

甕
1/
6
(1
52
)

(内
)淡
黄
褐
色

(外
)淡
黄
橙
褐
t
ナ
デ
、
ミ
ガ
キ
、

ケ
ズ
リ

ナ
デ
、
ハ
ケ
メ

や 良
や 不
0 
1a
ll
以
下
の
微
砂
粒

を
多
く
含
む

23
-2

Ⅳ
区
4

弥
生
土
器

甕
1/
3以
下

(日
縁
部
)
(1
80
)

(内
)淡
黄
色

(外
)淡
黄
色
ナ
デ
～
ケ
ズ
リ
ハ
ケ
メ
、
ナ
デ

良
好
0 
1n
u程
度
の
白
色
砂

粒
を
多
く
含
む

23
-3

41
Ⅳ
区

4
弥
生
土
器

甕
2/
/3

(内
)淡
黄
白
色

(外
)淡
橙
灰
白
荏
ケ
ズ
リ
、
ナ
デ
ナ
デ
、
ハ
ケ
メ

良
好
1～
3 
au
l程
度
の
砂
礫

目
立
つ

23
-4

Ⅳ
区

4
弥
生
土
器

甕
1/
8以
下
(2
1.
6)

(内
)淡
黄
灰
白
亡

(外
)淡
黄
灰
白
迄
ナ
デ

ナ
デ

良
好

23
-5

Ⅳ
区

4
弥
生
土
器

甕
３ ０
〃 僻

(内
)淡
黄
灰
色

(外
)淡
黄
灰
色
ケ
ズ
リ
、
指
頭

席
痛

ナ
デ

良
好
01
～
0 
5m
lH
程
度
の
白

色
砂
粒
を
多
く
含
む
外
面
に
ス
ス
付
着

23
-6

Ⅳ
区

4
弥
生
土
器

甕
1/
4

(1
93
)
(内
)淡
黄
灰
色

(外
)淡
黄
灰
色

ケ
ズ
リ
、ナ
デ
、

胴
部
に
指
頭
圧

痕
ナ
デ
、
ハ
ケ
メ
肩
部
に
貝
殻
施
文

良
好

l 
au
l程
度
の
自
色
砂
礫
を

多
く
含
む
、
5 
ma
程
度
の

ゼ
オ
ラ
イ
ト
を
含
む

23
-7

Ⅳ
区

4
弥
生
土
器

甕
1/
4以
下
(1
5,
2)

(1
8.
4)
(内
)淡
橙
灰
色

(外
)淡
橙
灰
色
ケ
ズ
)の
ち
ナ
ケヽ
メ

や 良
や 不
1血
程
度
の
自
色
砂
粒

を
多
く
含
む

外
面
に
ス
ス
付
着

23
-8

Ⅳ
区

4
土
師
器

甕
1/
4以
下

(日
縁
部
)
15
,8

(内
)淡
黄
白
色

(外
)淡
黄
白
色
ケ
ズ
ツ
、
す
デ
ナ
デ

外
面
肩
部
に
ハ
ケ
状
工
具
に
よ
る

波
状
文

良
好

23
-9

Ⅳ
区

4
土
師
器

甕
８ 部
／ 縁
(1
80
)

(内
)淡
責
灰
色

(外
)淡
黄
灰
色
ナ
デ

ナ
デ

良
好
0 
1a
vn
程
度
の
砂
粒
を

多
く
含
む

23
-1
0

Ⅳ
区

4
土
師
器

奄
1/
3
(
15
,8
)

(内
)淡
黄
灰
色

(外
)淡
黄
灰
色
ケ
ズ
リ
、
ナ
デ
ナ
デ
、
ハ
ケ
メ

良
好
lm
程
度
の
白
色
砂
礫

を
多
く
含
む

外
面
胴
部
に
有
黒

斑

23
-H

Ⅳ
区

4
土
師
器

甕
1/
10

(口
縁
部
)
(
16
.0
)

(内
)淡
灰
褐
色

(外
)淡
灰
褐
色
ナ
デ

ナ
デ

良
好

23
-1
2

Ⅳ
区

4
土
師
器

甕
1/
8

(口
縁
部
)
(1
26
)

(内
)淡
黄
灰
色

(外
)淡
黄
灰
色
ナ
デ
、
ケ
ズ
ツ
ナ
デ

良
好
0 
5a
ul
程
度
の
白
色
砂

粒
を
含
む

23
-1
3

Ⅳ
区

4
土
師
器

甕
1/
8

(口
縁
部
)
(
13
.0
)

(困
,暗
火
黒
色

(外
)淡
黄
禍
色
ケ
ズ
リ
、
ナ
デ
ハ
ケ
メ
、
ナ
デ

や 良
や 不
lm
程
度
の
白
色
砂
粒

を
含
む

23
-1
4

Ⅳ
区

4
土
師
器

甕
1/
8

(口
縁
部
)
(
18
.0
)

(内
)淡
黄
灰
白
t

(外
)淡
黄
灰
白
セ
ケ
ズ
リ
、
ナ
デ
ナ
デ

良
好
l 
HL
D程
度
の
砂
礫
を
多

く
含
む

24
-1

Ⅳ
区

4
弥
生
土
器

重
1/
3

(内
)淡
橙
白
色

(外
)淡
橙
白
色
ナ
デ

ナ
デ
、
日
縁

部
～
頸
部
に
か

け
て
強
い
ナ
デ
肩
部
に
平
行
線
文
の
ち
ナ
デ

良
好

24
-2

Ⅳ
区

4
弥
生
土
器

一 霊
完
存

(口
縁
部
)

(内
)淡
灰
黄
褐
C

(外
)淡
灰
黄
褐
セ
ナ
デ

ナ
デ

日
縁
部
に
凹
線
の
ち
ナ
デ
消
し
、
頸

部
に
ヘ
ラ
状
工
具
に
よ
る
平
行
線
文
良
好
0 
1a
lI
以
下
の
白
色
微

砂
粒
を
多
く
含
む

24
-3

Ⅳ
区

4
弥
生
土
器

孝 璽
1/
6

(日
縁
部
)

(1
38
)

(内
)淡
灰
色

(外
)淡
灰
色

ナ
デ
、
ケ
ズ
リ
、

指
頭
圧
痕
、
摩

耗
著
し
い

ナ
デ

頸
部
に
5条
の
平
行
線
文

不
良
O 
IE
Ul
以
下
の
砂
粒
を

多
く
含
む

24
-4

Ⅳ
区

4
弥
生
土
器

壷
1/
4

(日
縁
部
)
(1
41
)

(内
)淡
灰
白
色

(外
)淡
灰
白
色
摩
滅
に
よ
り
調

整
不
明

摩
滅
に
よ
り
調

整
不
明

不
艮
0 
1a
lt
程
度
の
白
色
砂

粒
を
多
く
含
む

24
-5

Ⅳ
区

4
弥
生
土
器

壷
1/
3以
下

(日
縁
部
)

(2
8.
8)

(内
)淡
黄
白
色

(外
)淡
黄
白
色

ハ
ケ
メ
、
ナ
デ
、

顕
部
に
指
頭
圧
振

ハ
ケ
メ
、
す
デ
、

口
縁
部
外
面
に

強
い
ナ
デ

良
好
05
m程
度
の
砂
粒
を

多
く
含
む

24
-6

Ⅳ
区

4
弥
生
土
器

壷
1/
4

(口
縁
音
[)
(2
01
)

(内
)淡
橙
灰
自
E

(外
)淡
橙
灰
白
荏
ケ
ズ
リ
、
ナ
デ
、

指
頭
圧
痕

ナ
デ
、
ハ
ケ
メ

や
や
不
良
1～
3m
程
度
の
白
色

砂
礫
を
多
く
含
む

24
-7

Ⅳ
区

4
土
師
器

重
1/
4

(口
縁
部
)
(2
2,
4)

(内
)黄
褐
色

(外
)淡
黄
灰
褐
荏
ナ
デ

ナ
デ

文 具
点 工
列 状
突 ケ
刺 ハ

る ち
よ の
に 文 文

回 線 状

木 沈 羽

に 描 る

部 ラ よ

頸 へ に
良
好
Ol
～
l 
ml
l程
度
の
砂

粒
を
含
む

24
-8

Ⅳ
区

弥
生
土
器
鼓
形
器
台
1/
2以
下

(内
)淡
黄
橙
褐
在

(外
)淡
黄
橙
灰
在
ミ
ガ
キ
、
ケ
ズ

リ
ナ
デ

良
好
10
11
D以
下
の
白
色
砂

粒
を
多
く
含
む

24
-9

IV
区

弥
生
～
古
墳

高
イ

完
形
(1
/1
)

(内
)淡
黄
灰
自
t

(外
)淡
黄
灰
白
t

ミ
ガ
キ
、
ナ
デ
、

(脚
部
ケ
ズ
ヅ
、

ハ
ケ
メ
)

ミ
ガ
キ
、
ナ
デ
、

ハ
ケ
メ

良
好
0 
5H
un
程
度
の
砂
礫
を

多
く
含
む

24
-1
0

Ⅳ
区

4
弥
生
土
器
鼓
形
器
台
1/
2

(日
縁
部
)

16
.7

(内
)淡
黄
灰
白
雀

(外
)淡
黄
灰
白
荏
ナ
デ
、
ケ
ズ
リ
ナ
デ

良
好
O 
lt
ll
程
度
の
砂
粒
を

多
く
含
む
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真 版
写 図

地
区
層
位
出
上
位
置
種
 
類

器
 
種

遺
存
度

径 ω
日 ぐ
ｃ
筋 くｃｍ，
嘩 くｃｍ，
脚 ⑪

色
  
FJ
H

内
面
の
調
整
外
面
の
調
整

形
態
。
文
様
の
特
徴

焼
成

胎
  
土

備
  
考

24
--
11

Ⅳ
区

4
弥
生
土
器

鼓
形
器
台
1/
2以
下
2
4.
0

(内
)黄
橙
褐
色

(外
)黄
橙
褐
色
ミ
ガ
キ
、
ケ
ズ

リ
ナ
デ

良
好
0 
5H
ul
以
下
の
砂
粒
を

多
く
含
む

25
-1

Ⅳ
区

4
弥
生
土
器

注
目
土
器

完
存

(注
目
部
)

内 外
淡
美
灰
自
ε

淡
黄
灰
白
在

ミ
ガ
キ

や
や
不
良
0.
lE
Ul
程
度
の
砂
粒
を

多
く
含
む

25
-2

Ⅳ
区

4
弥
生
土
器

注
目
土
器

完
存

(注
目
部
)

内 外
淡
黄
灰
白
色

淡
黄
灰
白
と
ク
ズ
ツ

ミ
ガ
キ

注
目
部
基
部
付
近
に
櫛
描
文

や 良
や 不
0 
1a
lL
程
度
の
砂
粒
を

含
む

25
-3

Ⅳ
区

4
弥
生
土
器

注
目
土
器

完
存

(注
目
部
)

(内
)黄
橙
色

(外
)黄
檸
色

ナ
デ

ミ
ガ
キ
、
す
デ
注
目
部
基
部
付
近
に
櫛
描
文

良
好
01
～
0 
5a
ul
程
度
の
砂

粒
を
含
む

25
-4

Ⅳ
区

4
弥
生
～
古
墳

高
不
1/
2以
下

(脚
部
)

内 外
淡
黄
灰
白
色

淡
黄
灰
白
色
ナ
デ

ナ
デ

良
好
0 
1m
I以
下
の
砂
粒
を

含
む

25
-5

Ⅳ
区

4
弥
生
土
器

低
脚
郷

2/
/3
(脚
部
)

(内
)淡
貢
色

(外
)淡
黄
灰
色
ナ
デ

ナ
デ

良
好
01
～
0 
5a
ul
程
度
の
砂

粒
を
含
む

25
-6

Ⅳ
区

4
弥
生
土
器

高
イ
1/
2以
下

(イ
部
)

(内
)茶
褐
色

(外
)茶
褐
色
ミ
ガ
キ

ハ
ケ
メ
、
ナ
デ

良
好
0 
5n
l程
度
の
砂
粒
を

多
く
含
む

25
-7

Ⅳ
区

4
弥
生
～
古
墳

高
郵

2/
/3
(脚
部
)

(内
)淡
黄
褐
色

(外
)淡
黄
褐
色
ハ
ケ
メ
、
ナ
デ
ハ
ケ
メ
、
す
デ
脚
部
裾
に
4つ
の
穿
孔

良
好
0,
ll
nt
l程
度
の
砂
粒
を

多
く
含
む

25
-8

Ⅳ
区

4
弥
生
～
古
墳

低
脚
イ
1/
2

(内
)黄
褐
色

(外
)黄
褐
色
ハ
ク
メ
の
ち
ナ
ナ
デ

良
好
l 
au
l程
度
の
金
雲
母
を

含
む

25
-9

Ⅳ
区

4
土
師
器

高
杯

２ ０
ツ 帥

(内
)淡
黄
灰
色

(外
)淡
黄
灰
色
ハ
ケ
メ
、
す
デ
ハ
ケ
メ
、
ナ
デ
脚
部
中
央
部
に
3つ
の
穿
孔

良
好
0,
5a
ul
程
度
の
砂
粒
を

多
く
含
む

25
--
10

Ⅳ
区

4
古
式
上
師
器

高
杯
2/
3

rH
卸
事
Rゝ

(内
)淡
黄
灰
自
亡

(外
)淡
黄
灰
白
在
ケ
ズ
ヅ
、
す
デ
ナ
デ
、
ケ
ズ
リ
底
部
端
部
に
強
い
ナ
デ
が
施
さ
れ

凹
ん
で
い
る

良
好
Ol
～
0 
5H
Ll
程
度
の
白

色
砂
粒
を
多
く
含
む

25
--
11

Ⅳ
区

土
師
器

甑
形
土
器
1/
10

(日
縁
部
)

(内
)淡
灰
褐
色

(外
)淡
灰
色
ケ
ズ
リ
、
ナ
デ
把
手
部
分
に
ク

ズ
リ
、
ナ
デ

や
や
不
良
05
～
l 
nu
l程
度
の
砂

粒
を
多
く
含
む

25
-1
2

Ⅳ
区

4
弥
生
土
器

高
杯

1/
10

(日
縁
部
)
(2
4.
4)

(内
)灰
貢
色

(外
)淡
黄
色

ナ
デ

ミ
ガ
キ
、
ナ
デ

良
好
0 
1m
a程
度
の
白
色
砂

粒
を
多
く
含
む

25
-1
3

Ⅳ
区

弥
生
～
古
墳
甑
形
土
器
1/
8

(日
縁
部
)

(内
)淡
黄
白
色

(外
)淡
黄
白
色
ケ
ズ
リ
、
ナ
デ
ナ
デ
、
指
頭
圧

痕
良
好
05
～
l 
ou
lの
砂
礫
を

多
く
含
む

25
-1
4

Ⅳ
区
4

土
師
器
把
手
付
甕
か
甑

完
存

(把
手
部
)

(内
)橙
褐
色

(外
)淡
橙
褐
色
ケ
ズ
リ

ミ
ガ
キ
、
す
デ

良
好
l 
mt
l以
下
の
白
色
砂
粒

を
や
や
多
く
含
む

25
-1
5

Ⅳ
区

4
土
師
器

高
イ
婢 ｍ

(内
)淡
橙
色

(外
)淡
橙
白
色
ナ
デ

ナ
デ

良
好
密
(0
 1
nu
l以
下
の
砂

粒
を
少
し
含
む
)

26
-1
6

Ⅳ
区

4
土
師
器

鉢
1/
10

(日
縁
部
)
(2
2.
6)

(内
)淡
橙
白
色

(外
)淡
橙
白
色
ハ
ケ
メ
の
ち
ナ

デ
消
し

ケヽ
メ

良
好
密

26
-1

V区
4

弥
生
土
器

甕
1/
4

(上
部
)

色 色
褐 褐
淡 淡
内 外

ハ
ケ
メ
、
ナ
デ
、

ケ
ズ
リ

ハ
ケ
メ
の
ち
ナ

デ
日
縁
端
部
に
2条
の
凹
線
文

や
や
不
良
O 
lm
E程
度
の
白
色
砂

粒
を
多
く
含
む

26
-2

V区
4

弥
生
土
器

甕
2/
/3

(2
4.
0)

(内
)黄
褐
色

(外
)黄
褐
色
ナ
デ
、
ハ
ケ
メ
、

指
す
デ

ラ
へ

メ キ
ケ ガ
ハ ミ

日
縁
部
に
3条
の
凹
線
文

や 良
や 不

l 
al
n以
下
の
石
英
砂
粒

を
多
く
含
む

26
-3

V区
4

弥
生
土
器

甕
1/
8

(日
縁
部
)
22
2

(内
)明
欄
色

(外
)明
褐
色
ケ
ズ
ヅ

ケヽ
メ

日
縁
部
に
5条
の
凹
線
文
、
胴
部

に
木
口
に
よ
る
斜
状
刺
突
文

良
好
3 
1L
D大
ま
で
の
白
色
砂

礫
を
含
む

26
-4

V区
4

弥
生
土
器

高
不

1/
10

(日
縁
部
)

(内
)淡
黄
褐
色

(外
)淡
黄
褐
色
ヨ
ヨ
ナ
デ

ケ
ズ
リ

日
縁
端
部
に
刻
目
文
、
日
縁
部
に

5条
の
凹
線
文

や
や
不
良
O 
II
LD
程
度
の
白
色
砂

粒
を
含
む

26
-5

V区
4

弥
生
土
器

土
製
円
盤

(紡
錘
車
未
製
品
)

完
形
(1
/1
)

内 外
暗
灰
黄
褐
色

灰
黄
褐
色
不
明

ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
中
央
部
の
穿
孔
は
貫
通
し
て
い
な

い
良
好
微
砂
粒
を
含
む

26
-6

V区
4

土
師
器

赤
彩
杯
1/
3
(1
35
)

内 外
淡
橙
灰
白
t

淡
橙
灰
白
t
ナ
デ

ナ
デ
、
底
部
ヘ

ラ
ク
ズ
リ

艮
好
密

内
外
面
に
丹
塗

27
-1

Ⅵ
区

4
土
師
器

甕
元
形
(1
/1
)

(内
)淡
黄
禍
色

(外
)淡
黄
褐
色
ハ
ケ
メ
、
ナ
デ
、

ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
ナ
デ
、
ハ
ケ
メ

良
好
1～
2 
Eu
Bの
砂
礫
を
多

で
合
す
o

33
-1

V区
4
SX
01

弥
生
土
器

長
頸
壷
2/
3以
上

(内
)淡
褐
色

(外
)淡
褐
色
摩
滅
に
よ
り
不

明
摩
滅
が
著
し
し

一
部
ハ
ケ
メ
胴
部
に
凹
線
文
ら
し
き
も
の
が
あ

ム
が
不
閉
騰

や 良
や 不
1～
2 
Eu
l程
度
の
白
色

砂
礫
を
多
く
含
む

33
-2

V区
4
SX
01

弥
生
土
器

甕
４ 部
／ 縁
(2
92
)

(内
)淡
黄
灰
色

(外
)淡
黄
灰
色
ナ
デ

ナ
デ

口
縁
部
に
3条
の
凹
線
文
、
頸
部

に
貼
付
突
帯
文

良
好
0,
lt
ul
程
度
の
日
色
砂

粒
を
含
む

33
-3

V区
4
SX
01

弥
生
土
器

高
郷
殊 卿

(2
4.
8)

(内
)黄
褐
色

(外
)黄
褐
色
ハ
ケ
メ

ハ
ケ
メ
の
ち
ヘ

ラ
ミ
ガ
キ

口
縁
部
に
3条
の
凹
線
文

艮
好
01
～
0.
5m
al
程
度
の
砂

粒
を
多
く
含
む

33
-4

V区
4
SX
01

弥
生
土
器

高
郷
1/
8

(日
縁
部
)
(2
2.
0)

(内
)淡
褐
色

(外
)淡
褐
色
ハ
ケ
メ
の
ち
一

部
ミ
ガ
キ
ヨ
ヨ
ナ
デ
の
ち

ミ
ガ
キ
吾 む
扇屈
峯
斐
媛え
李
の 凹
線
文
良
好
0 
11
nl
程
度
の
白
色
砂

対
矛
合
お

33
-5

V区
4
SX
01
弥
生
土
器

高
不

完
形
(1
/1
)

(内
)黄
褐
色

(外
)黄
褐
色

ナ
デ

ナ
デ
、
ミ
ガ
キ
足写
愛
t:
:粂
?腎
棗
赤
山
撰
巽
長
好
l 
Eu
B程
度
の
白
色
砂
粒

を
多
く
含
む

内
面
に
「
漆
」
ら

し
き
も
の
付
着
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図 号
挿 番

写
真
図
版
地
区
層
位
出
上
位
置
種
 
類

器
 
種

遺
存
度

径

‐ｎ，
口 く
ｃ
脇 くｃｍ，
離 くｃｍ，
陣 ω

色
  
調

内
面
の
調
整
外
面
の
調
整

形
態
・
文
様
の
特
徴

焼
成

胎
  
土

備
  
考

33
-6

V区
SX
01

弥
生
土
器

甕
2ノ
/5

(口
縁
～
胴
部

|

(1
4.
5)

17
1
(内
)灰
黄
色

(外
)灰
黄
色

ハ
ケ
メ
の
ち
ケ

ズ
リ

ハ
ケ
メ
の
ち
ミ

ガ
キ

日
縁
部
に
2条
の
凹
線
文
、
胴
部

に
斜
行
刺
突
文
、
下
半
は
波
状
文

状
に
な
る

良
好
02
～
0.
5a
ln
程
度
の
砂

粒
を
含
む

外
面
日
縁
部
・

月同
部
1こ
炭
化
物
付

着
、
外
面
に
黒
斑

33
-7

V区
4
SX
01

弥
生
土
器

甕
1/
8

(1
9,
7)
(内
)淡
褐
色

(外
)褐
色

ハ
ケ
メ
、
ナ
デ
、

ケ
ズ
リ

ハ
ケ
メ
、ナ
デ
、ノ

ケ
メ
の
ち
ミ
ガ
キ
口
縁
部
に
3条
の
凹
線
文
、
月Π
部

木
口
に
よ
る
刺
突
文

や
や
不
良

33
-8

V区
4
SX
01

弥
生
土
器

甕
完
形
(1
/1
)

(内
)暗
褐
色

(外
)R
き
褐
色

ケヽ
メ
、
ケ
ズ

)、
す
デ

ハ
ケ
メ
、 
ミ
ガ

キ
、
す
デ

日
縁
部
に
3条
の
凹
線
文
、
肩
部

に
木
日
に
よ
る
刺
突
列
点
文

や
や
不
良
O 
IH
un
以
下
の
砂
粒
を

多
く
含
む

33
-9

V区
4
SX
01

弥
生
土
器

篭
1/
2
(1
5,
4)
27
 1

(1
96
)
(内
)淡
黄
灰
色

(外
)淡
黄
桃
色
ハ
ケ
メ
、
ナ
デ
ハ
ケ
メ
、 
ミ
ガ

キ
、ナ
デ
、外
面

底
部
付
近
ナ
デ

日
縁
部
に
3条
の
凹
線
文
、
胴
部

に
斜
状
刺
突
列
点
文

良
好
0.
la
lI
程
度
の
自
色
砂

粒
を
多
く
含
む

33
-1
0

V区
4
SX
01

弥
生
土
器

甕
完
存
(底
部
)

(内
)責
褐
色

(外
)淡
黄
褐
色
ケ
ズ
ヅ

ミ
ガ
キ
底
部
付
近

ミ
ガ
キ
の
ち
ナ
デ

や
や
不
良
Ol
～
0 
5n
ul
程
度
の
自

色
砂
粒
を
多
く
含
む
外
面
に
ス
ス
付
着

34
-1

V区
4
SX
02

土
師
器

甕
1/
8

(日
縁
部
)
(2
14
)

(内
)淡
黄
白
色

(外
)淡
黄
白
色
ナ
デ

ナ
デ
、
摩
滅
に
よ

り
調
整
不
明
瞭
日
縁
部
に
2条
の
凹
線
文

良
好
01
～
0.
51
u程
度
の
砂

粒
を
多
く
含
む

34
-2

47
V区

4
SX
02

弥
生
土
器

甕
存 部
完 底

(内
)淡
黄
灰
色

(外
)淡
灰
褐
色
ナ
デ
の
ち
指
押
ナ
デ
(底
部
付
近
は

ミ
ガ
キ
の
ち
ナ
デ
)

良
好
0 
11
1v
II
以
下
の
自
色
砂

粒
を
や
や
多
く
含
む

34
-3

V区
4
SX
02

弥
生
土
器

甕
２ ０
ツ 疇

56
(内
)淡
黄
灰
白
雀

(外
)淡
黄
灰
白
色
ナ
デ

部 キ デ

底 ガ ナ

く ミ 部

キ は 一

ガ 近 ち

ミ 付 の
良
好
0 
5E
ll
程
度
の
白
色
砂

粒
を
多
く
含
む

35
-1

47
V区

4
SD
02

弥
生
土
器

甕
1/
8以
下

(日
縁
部
)

(内
)淡
褐
色

(外
)淡
褐
色
ナ
デ
、
ケ
ズ
リ
ナ
デ

口
縁
部
に
3条
の
擬
凹
線
文

良
好
01
11
11
1程
度
の
砂
粒
を

み
で
合
す
o

35
-2

47
V区

4
SD
02

弥
生
土
器

霊
1/
10

(日
縁
部
)
(1
8,
4)

(内
)淡
橙
色

(外
)淡
橙
褐
色
ナ
デ

ナ
デ
、
ケ
ズ
リ
口
縁
部
に
3条
の
擬
凹
線
文

や 良
や 不
0.
5m
I程
度
の
砂
粒
を

多
く
含
む

35
-3

V区
4
SD
02
弥
生
上
器

甕
1/
10

(日
縁
部
)

l1
5,
4)

(内
)黄
褐
色

(外
)R
音
褐
色
ナ
デ
、
ケ
ズ
リ
ナ
デ

口
縁
部
に
7条
の
擬
凹
線
文

良
好
05
～
l 
au
l程
度
の
白

毎
秒
蛉
か
今
す 「

35
-4

47
V区

4
SD
03

弥
生
土
器

甕
1/
8

(口
縁
害
Б)
(1
60
)

(内
)淡
黄
白
色

(外
)淡
黄
白
色
ナ
デ

ナ
デ

日
縁
部
に
8条
の
凹
線
文

良
好
01
11
11
程
度
の
金
雲
母

等
の
砂
粒
を
含
む

35
-5

V区
4
SD
03
弥
生
土
器

甕
1/
2以
下

(底
部
)

(内
)R
音
褐
色

(外
)橙
褐
色
ケ
ズ
ヅ
、
指
頭

圧
痕

ナ
デ
、
底
部
付

近
ヨ
コ
ナ
デ

や
や
不
良
1～
21
1の
自
色
砂
礫

歩
必
で
含
す
o

内
面
に
ス
ス
付
着

35
-6

V区
4
SD
04

弥
生
土
器

甕
1/
2
1
92

(2
3,
0)
(内
)褐
色

(外
)褐
色

ナ
デ
、
ケ
ズ
ツ
ハ
ク
メ
、
ナ
デ
口
縁
に
3条
の
凹
線
文
、
胴
部
に
本
日

に
よ
る
斜
状
(右
上
が
り
)刺
突
列
点
文
良
好
0,
l 
nu
l程
度
の
砂
粒
を

多
く
含
む

35
-7

V区
4
SD
04

弥
生
土
器

甕
1/
2

(日
縁
部
)

15
2

(内
)淡
橙
褐
色

(外
)淡
橙
掲
色
ナ
デ
、
ケ
ズ
リ
ナ
デ

日
縁
部
に
3条
の
凹
線
文
、肩
部
に
本
国

に
よ
る
斜
状
(右
上
が
り
)申
1突
列
点
文
良
好
l 
al
l以
下
の
砂
粒
を
多

く
含
む

タ
ト
面
口
縁
言
焉
と
月 同

部
に
ス
ス
付
着

35
-8

V区
4
SD
04

弥
生
土
器

甕
1/
3
(1
9.
2)

(2
4,
0)
(内
)淡
貢
灰
色

(外
)淡
黄
灰
色
ナ
デ
、
ヘ
ラ
ケ

ズ
リ
、
指
ナ
デ
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
、

ナ
デ

日
縁
部
に
3条
の
凹
線
文
、肩
部
に
本
日

に
よ
る
斜
状
(右
上
が
り
)刺
突
列
点
文
R好
1～
2 
al
lの
白
色
砂
礫

を
少
量
含
む

35
-9

V区
4
SD
04
弥
生
土
器

甕
陸 卸

(内
)淡
橙
白
色

(外
)淡
黒
色
ケ
ズ
ヅ
、
す
デ
ナ
デ

良
好
05
～
l 
II
ul
の
砂
粒
を

多
く
含
む

35
-1
0

V区
4
SD
04
弥
生
土
器

甕
1/
4

(底
部
)

(内
)褐
色

(外
)R
吉
褐
色
ケ
ズ
リ
、
ナ
デ
ハ
ケ
メ
、
ナ
デ

艮
好
0.
ln
ul
以
下
の
砂
粒
を

含
む

35
--
11

V区
4
SD
04

弥
生
土
器

重
1/
4

(日
縁
部
)
(2
76
)

(内
)橙
褐
色

(外
)明
橙
褐
色
ケ
ズ
リ
、
す
デ
ハ
ケ
メ
、
ハ
ケ

メ
静
止
痕

口
縁
部
に
4条
の
凹
線
文

良
好
l 
al
l程
度
の
自
色
砂
礫

を
含
む

35
-1
2

V区
4
SD
05

弥
生
土
器

甕
1/
2

(日
縁
部
)
(2
4.
4)

(内
)淡
茶
褐
色

(外
)淡
茶
褐
色
ナ
デ
、
ケ
ズ
リ
ナ
デ
、
ハ
ケ
メ
口
縁
部
に
3条
の
凹
線
文

艮
好
0 
5m
ll
程
度
の
砂
粒
を

含
む

39
-1

Ⅶ
区

3
須
恵
器

蓋
ほ
ぼ
完
形

(1
/1
)

(内
)淡
青
灰
色

(外
)淡
青
暗
灰
荏

回
転
ナ
デ
の
ち

一
部
ナ
デ
、
回

転
ナ
デ
(日
縁
)

回
転
ナ
デ

天
丼
部
ヘ
ラ
起
こ
し
の
ち
ナ
デ
、

線
亥
Jあ
り

良
好
密
(0
 1
nu
l以
下
の
微

砂
粒
を
含
む
)

1～
31
m程
度
の

黒
色
自
然
釉
多
量

に
付
着

39
-2

Ⅶ
区

3
須
恵
器

蓋
1/
2

(内
)青
灰
色

(外
)青
灰
色
ナ
デ
、
回
転
ナ

ア
回
転
ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
、
回
転
ナ
デ

良
好
01
～
l 
tu
nの
白
色
砂

粒
を
わ
ず
か
に
含
む

39
-3

Ⅶ
区

3
須
恵
器

蓋
完
形

(内
)青
灰
色

(外
)青
灰
色
回
転
ナ
デ

回
転
ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
良
好
O 
lm
l程
度
の
砂
粒
を

多
く
含
む

39
-4

Ⅶ
区

3
須
恵
器

不
(身
)

1/
8

(口
縁
吉
8)

(内
)青
灰
色

(外
)青
灰
色
回
転
ナ
デ

回
転
ナ
デ

良
好
0 
1m
H以
下
の
自
色
砂

粒
を
含
む

39
-5

Ⅶ
区

3
須
恵
器

蓋
1/
4
(1
38
)

(内
)暗
黄
淡
灰
[

(外
)暗
灰
色
回
転
ナ
デ
の
ち

ナ
デ

回
転
ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
、
回
転
ナ
デ
宝
球
つ
ま
み

良
好
密
(1
～
2 
11
ul
の
白
色

砂
粒
を
少
畳
含
む
)

39
-6

Ⅶ
区

3
須
恵
器

1/
F
1/
4

(底
部
)

(H
.2
)

(内
)青
灰
色

(外
)青
灰
色

ナ
デ

回
転
ナ
デ
の
ち
誦

止
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

良
好
0 
1l
m程
度
の
自
色
砂

粒
を
多
く
含
む

39
-7

Ⅶ
区
3

土
償下
器

必
完
形
(1
/1
)
1
1.
2
3.
9～ 5
0

(内
)明
橙
灰
色

(外
)明
橙
灰
色
ナ
デ

ナ
デ
、
底
部
回

転
糸
切
り

良
好
01
～
05
11
a程
度
の
砂

粒
を
多
く
含
む

39
-8

Ⅷ
区

3
土
師
器

杯
2/
/3
l1
5

(内
)1
吉
橙
灰
色

(外
)淡
橙
色
回
転
ナ
デ

回
転
ナ
デ
、
回

転
糸
切
り

良
好
01
～
0.
51
JH
程
度
の
砂

粒
を
多
く
含
む



図 号
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真 版
写 図

地
区
層
位
出
上
位
置
種
 
類

器
種

遺
存
度

径 ０
日 く
ｃ
筋 くｃｍ，
酪 くｃ‐ｎ，
脚 くｃｉｎ，

色
  
調

内
面
の
調
整
外
面
の
調
整

形
態
・
文
様
の
特
徴

焼
成

胎
  
土

備
  
考

39
-9

Ⅶ
区

3
須
恵
器

高
台
付
重
1/
4

(底
部
)

(内
)淡
青
灰
色

(外
)淡
青
灰
色
回
転
ナ
デ
、
ナ
回
転
ナ
デ
、
す

良
好
密
(0
1～
05
11
n程
度

の
白
色
砂
粒
を
含
む
)

39
-1
0

Ⅶ
区

3
須
恵
器

高
イ
1/
2

(内
)淡
黄
灰
色

(外
)淡
灰
色
ナ
デ
、
回
転
す
回
転
ナ
デ

脚
部
に
2つ
の
切
り
込
み
あ
り

良
好
0,
ln
ul
程
度
の
白
色
砂

粒
を
少
し
含
む

39
-1
1

Ⅶ
区

3
須
忘
器

高
イ
1/
2
(1
46
)

(内
)淡
灰
色

(外
)淡
灰
色

中
央
部
ナ
デ
、

日
縁
部
に
か
け

て
回
転
ナ
デ
回
転
ナ
デ

内
面
底
に
×
印
あ
り

良
好
1～
2 
Hu
nの
白
色
砂
礫

を
多
く
含
む

39
-1
2

Ⅶ
区

3
須
恵
器

直
日
壷
1/
2

(内
)青
灰
色

(外
)淡
青
灰
色
回
転
ナ
デ

回
転
ナ
デ

良
好
l 
mm
以
下
の
細
か
な
黒
色

砂
粒
を
や
や
多
く
含
む

39
--
13

Ⅶ
区

3
土
師
器

手
捏
土
器
1/
2以
上

(内
)淡
橙
灰
自
t

(外
)淡
橙
灰
白
荏
ナ
デ

ナ
デ

良
好
O 
IH
ul
以
下
の
砂
粒
を

含
む

39
--
14

Ⅶ
区

3
土
師
器

手
捏
土
器
1/
2以
下

(内
)淡
橙
自
色

(外
)淡
橙
白
色
ナ
デ

ナ
デ

や 良
や 不

密

39
--
15

Ⅶ
区

3
土
師
器

手
捏
土
器

完
形
(1
/1
)

(内
)黒
灰
色

(外
)黒
灰
色

ナ
デ

ナ
デ

不
整
形
、
指
頭
圧
痕
多
数

良
好
白
色
微
砂
粒
を
わ
ず
か

に
含
む

39
-1
6

Ⅶ
区

3
上
師
器

手
捏
土
器
2/
3

(内
)淡
灰
褐
色

(外
)淡
灰
褐
色
ナ
デ
、
指
頭
圧

痕
多
数

ナ
デ
、
指
頭
圧

痕
多
数

良
好
密
(0
,l
au
l大
の
砂
粒

を
含
む
)

外
面
底
部
か
ら
胴
部

に
か
け
て
ス
ス
付
着

39
-1
7

Ⅶ
区

3
土
師
器

手
捏
土
器

完
形
(1
/1
)
11
 1

(内
)淡
黄
橙
褐
在

(外
)淡
黄
橙
褐
在
ナ
デ
、
指
頭
圧

痕
多
数

ナ
デ
、
指
頭
圧

痕
多
数

良
好
Ol
～
0 
5n
ul
程
度
の
白

色
砂
粒
を
多
く
含
む
外
面
に
わ
ず
か
に

ス
ス
付
着

39
-1
8

Ⅶ
区

3
土
師
器

赤
彩
椀

完
形
(1
/1
)

(内
)H
音
灰
禍
色

(外
)Π
音
灰
褐
色
ナ
デ

ナ
デ
、
ハ
ケ
メ

良
好
0.
ln
uu
程
度
の
白
色
砂

粒
を
多
く
含
む

外
面
摩
滅
に
よ
り
調

整
不
明
瞭
、
内
外
面

に
赤
色
顔
料
塗
布

39
-1
9

Ⅶ
区

3
土
師
器

郷
1/
10
以
下

(内
)淡
灰
白
色

(外
)淡
灰
白
色

※
赤
影
痕
あ
り
ナ
デ

ナ
デ

墨
書
土
器

良
好
密

39
--
20

Ⅶ
区
3

土
師
器

赤
彩
高
イ
2/
8

`闇

部
う

(1
40
)

(内
)淡
黄
灰
色

(外
)淡
黄
灰
色
ケ
ズ
リ
、
ナ
デ
ナ
デ
、
指
頭
圧

痕
良
好
05
～
l 
ml
程
度
の
砂

粒
を
多
く
含
む

外
面
及
び
脚
部
ハ
面

に
赤
色
顔
料
塗
布

39
--
21

Ⅶ
区
3

土
師
器

高
杯

完
形
(1
/1
)
1
7.
6

)淡
黄
灰
臼
[

)淡
黄
灰
白
佳
ナ
デ
、
そ
の
他
摩

滅
に
よ
り
不
明
ナ
デ
、
そ
の
他
摩

滅
に
よ
り
不
明
脚
部
中
央
に
2条
の
平
行
線
文

良
好
1～
2 
ml
の
砂
礫
を
多

く
含
む

40
-1

Ⅷ
区

3
弥
生
土
器

蓋
1/
2

(内
)淡
黄
灰
色

(外
)暗
灰
色

ナ
デ

ナ
デ

良
好
l 
au
n以
下
の
白
色
砂
粒

を
少
量
含
む

40
-2

Ⅶ
区

3
土
製
品

紡
錘
車
1/
2

(内
)淡
褐
色

(外
)淡
褐
色
ミ
ガ
キ

ミ
ガ
キ

甕
胴
部
片
を
円
形
に
整
形
し
て
、

中
央
部
に
穿
孔
を
施
す

良
好
0 
5E
ul
程
度
の
白
色
砂

粒
を
少
量
含
む

40
-3

Ⅶ
区

3
土
製
品

土
錘

完
形
(1
/1
)

(内
)淡
暗
黄
褐
雀

(外
)暗
黄
褐
色

良
好
0 
1E
IL
程
度
の
砂
粒
を

多
く
含
む

40
-4

Ⅶ
区

3
土
製
品

上
錘

4/
/5

(内
)淡
黒
灰
色

(外
)淡
黒
灰
色

良
好
l 
al
u程
度
の
自
色
砂
粒

を
多
く
含
む

40
-5

Ⅶ
区

3
土
製
品

土
錘
1/
2

(内
)淡
灰
色

(外
)淡
灰
色

良
好
0 
5E
un
程
度
の
砂
粒
を

ち
で
合
す
o

40
-7

Ⅶ
区

3
土
師
器

甕
1/
10
22
 4

(内
)暗
褐
色

(外
)暗
褐
色
ヨ
コ
ナ
デ

ヨ
コ
ナ
デ
、
ク

ズ
ッ

良
好

01
～
0.
51
1u
lの
自
色
砂

粒
を
多
く
含
む
、
2 
Hu
l

大
の
石
英
少
し
含
む

40
-8

Ⅶ
区

3
土
師
器

甑
1/
2

(口
縁
吉
焉)

(内
)淡
灰
褐
色

(外
)淡
灰
褐
色
ケ
ズ
リ

ハ
ケ
メ
の
ち
す
デ
、

底
部
に
指
頭
圧
痕
穿
孔
あ
り

良
好
01
～
l 
EL
u程
度
の
砂

粒
を
多
く
含
む

40
-9

Ⅶ
区

3
土
湾顧
器
把
手
付
甑
(甕
)

完
形

(杷
手
部
)

(内
)淡
黄
灰
色

(外
)淡
黄
灰
色
ナ
デ

ナ
デ

不
良
l 
au
n程
度
の
砂
粒
を
含

む

41
-1

Ⅶ
区

3
須
恵
器

蓋
ほ
ぼ
完
形

(1
/1
)

(内
)青
灰
色

(外
)青
灰
色
回
転
ナ
デ

回
転
ナ
デ
、
底

部
回
転
ヘ
ラ
ク

ズ
リ

良
好

01
11
n程
度
の
淡
黒
色

の
砂
粒
と
l 
II
D程
度
の

白
色
砂
粒
を
多
く
含
む

41
-2

Ⅶ
区
8

須
恵
器

蓋
ほ
ぼ
完
形

(1
/1
)
14
,0

(内
)青
灰
色

(外
)青
灰
色
回
転
ナ
デ
の
ち

一
部
ナ
デ

回
転
ナ
デ
、
底
部

回
転
ヘ
ラ
ク
ズ
ヅ

良
好
0 
11
1U
D以
下
の
白
色
砂

粒
を
多
く
含
む

41
-3

Wl
l区

3
土
師
器

赤
彩
杯

ほ
ほ
冗
形

(1
/1
)

(内
)淡
黄
灰
白
亡

(外
)淡
黄
灰
白
在
ナ
デ

ナ
デ
、
底
部
へ

ラ
起
こ
し

良
好
0 
1n
ul
l以
下
の
砂
粒
を

含
む

内
外
面
に
赤
色
顔

料
塗
布

41
-4

Ⅶ
区

3
土
師
器

赤
彩
不
1/
3

広 列
淡
黄
灰
褐
在

淡
黄
灰
禍
在
ナ
デ

ケ
ズ
ヅ

良
好
05
～
l 
Du
l程
度
の
砂

粒
を
多
く
含
む

内
外
面
に
赤
色
顔

料
塗
布

41
-5

Ⅶ
区

3
土
師
器

赤
彩
高
不
1/
2

(内
)淡
黄
灰
褐
・ E

(外
)淡
黄
灰
褐
t
ナ
デ
、
ケ
ズ
リ
ナ
デ

良
好
0.
5m
ll
程
度
の
自
色
砂

粒
を
や
や
多
く
含
む
杯
部
内
面
・
外
面
と

も
に
赤
色
顔
料
塗
布

41
-6

Ⅶ
区

3
上
師
器

赤
彩
高
邦
2/
/3

rl
卸
鍬
ゝ

(1
28
)

(肉
)校
橙
色

(外
)淡
橙
色

ナ
デ

ナ
デ

良
好
0.
5a
un
程
度
の
砂
粒
を

多
く
含
む

外
面
全
体
に
赤
色

顔
料
塗
布
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地
区
層
位
出
上
位
置
種
 
類

器
 
種

遺
存
度

径 Ｄ
日 く
ｃ
絲 くｃｍ，
酪 ｍ
脚 くｃ，Ｄ，

色
  
調

内
面
の
調
整
外
面
の
調
整

形
態
・
文
様
の
特
徴

焼
成

胎
  
土

備
  
考

41
-7

Ⅶ
区

土
師
器

赤
彩
高
杯
3/
4

胸
)淡
黄
褐
灰
[

外
)淡
黄
褐
灰
荏
ナ
デ
、
ケ
ズ
リ
ナ
デ

良
好
0.
5a
lu
程
度
の
白
色
砂

粒
を
多
く
含
む

郷
部
内
外
面
と
も

に
赤
色
顔
料
塗
布

41
-8

Ⅶ
区

土
師
器

赤
彩
高
杯
2/
3以
上
(1
4.
4)

(内
)淡
黄
灰
白
亡

(外
)淡
黄
灰
白
在

向 ヨ リ

方 ち ズ

テ の ケ

タ リ 向

部 ズ 方

脚 ケ コ

ナ
デ

良
好
05
～
l 
Hu
l程
度
の
白

色
砂
粒
を
多
く
含
む

杯
部
内
外
面
、
脚

部
外
面
に
赤
色
顔

料
塗
布

41
-9

Ⅶ
区

3
土
師
器

高
イ
1/
4

(内
)淡
橙
白
色

(外
)淡
橙
自
色
ナ
デ

ナ
デ
、
ケ
ズ
ヅ

良
好
01
～
0 
51
nH
程
度
の
砂

粒
を
多
く
含
む

41
-1
0

Ⅶ
区

3
土
師
器
赤
彩
高
イ
拗 蜘

(1
36
)

(内
)淡
黄
褐
灰
亡

(外
)淡
黄
褐
灰
佳
ナ
デ

ナ
デ

良
好
0 
5a
vl
程
度
の
砂
粒
を

多
く
含
む

外
面
に
赤
色
顔
料

塗
布

41
-1
1

Ⅶ
区

3
土
師
器

赤
彩
高
不
1/
4
(杯
部
)
(1
4.
8)

(内
)淡
灰
褐
色

(外
)淡
灰
褐
色
ナ
デ

ナ
デ

良
好
l 
au
l程
度
の
白
色
砂
礫

を
多
く
含
む

内
外
面
に
赤
色
顔

料
塗
布

41
-1
2

Vl
l区

3
土
師
器

赤
彩
甑
1/
3以
下

(l
l.
2)

(内
)淡
策
掲
灰
荏

(外
)淡
黄
褐
灰
在
ケ
ズ
リ
、
ナ
デ
ハ
ケ
メ
、
ナ
デ
口
縁
部
に
穿
孔
あ
り

良
好
i 
nu
l程
度
の
砂
礫
を
多

く
含
む

内
外
面
に
赤
色
顔

料
深
布

41
-1
3

Ⅶ
区

3
土
目 下
器

赤
彩
甕
1/
2

(口
縁
部
)
(2
5,
8)

(内
)淡
黄
灰
白
荏

(外
)淡
黄
灰
白
亡
ケ
ズ
リ
、
す
デ
ナ
デ

良
好
0 
51
nI
程
度
の
白
色
砂

粒
を
多
く
含
む

内
・
外
面
に
赤
色

顔
料
塗
布

41
-H

Ⅶ
区

3
土
師
器

赤
彩
甕
1/
2以
下

(底
部
)

(内
)淡
黄
灰
色

(外
)淡
黄
灰
色
ナ
デ
、
ケ
ズ
リ
ケヽ
メ
、
ナ
デ

良
好
2～
3 
1n
lの
白
色
砂
礫

を
含
む

内
外
面
に
赤
色
顔

料
塗
布

41
-1
5

Ⅶ
区

3
須
恵
器

横
瓶

1/
2
(胴
音
[)

(内
)淡
灰
色

(外
)灰
a
ナ
デ
、
タ
タ
キ
ナ
デ
、
タ
タ
キ

良
好
密

外
面
に
多
量
の
自

然
釉
が
付
着

46
-1

Ⅶ
区

3
1号
墓
弥
生
土
器

注
目
上
器

完
存

(日
縁
部
)

(内
)淡
黄
褐
色

(外
)淡
黄
褐
色
ミ
ガ
キ
、
ケ
ズ

リ
、
ナ
デ

ナ
デ
、
ミ
ガ
キ
口
縁
部
に
19
～
20
条
の
擬
凹
線
文
(ナ
デ
消

し
)、
頸
部
～
服
部
に
3列
の
員
殻
施
文
、

肩
部
～
胴
部
に
5i
7:
4条
の
擬
凹
線
文
良
好
密 む
(微
砂
粒
を
少
量
含

46
-2

Ⅶ
区

3
1号
墓
弥
生
土
器

甕
完
存

(口
縁
部
)

(内
)淡
黄
灰
色

(外
)淡
黄
灰
色
ケ
ズ
リ
、
ナ
デ
ナ
デ

口
縁
部
に
強
い
ナ
デ
、
頸
部
～
肩

部
に
7条
程
度
の
波
状
文

良
好

密
(1
.5
mm
大
の
砂
礫
を
わ

ず
か
に
含
む
、0
1～
0 
2m
m

の
微
砂
粒
を
多
く
含
む
)

外
面
。
日
縁
内
面

に
赤
色
顔
料
塗
布

46
-3

Ⅶ
区

3
1号
墓
弥
生
土
器

甕
完
存

(口
縁
部
)

(内
)淡
黄
白
色

(外
)淡
黄
白
色
ナ
デ
、
ケ
ズ
ツ
ナ
デ

良
好
密
(0
.1
～
0.
2a
ul
の
微

砂
粒
を
含
む
)

46
-4

Ⅶ
区

3
1号
墓
弥
生
土
器

甕
1/
3以
下

(口
縁
部
)
(1
56
)

(内
)淡
褐
色

(外
)淡
褐
色
ナ
デ
、
ケ
ズ
ツ
ナ
デ

13
条
以
上
の
擬
凹
繰
文
ナ
デ
消
し

あ
り

良
好
0 
11
na
l以
下
の
微
細
砂

粒
を
多
く
含
む

46
-5

Ⅶ
区

8
1号
墓
弥
生
土
器

甕
ほ
ぼ
完
存

(日
縁
部
)

(内
)淡
黄
褐
色

(外
)淡
黄
褐
色
ナ
デ
、
ミ
ガ
キ
、

ケ
ズ
リ

ナ
デ

良
好
密
(0
1～
02
11
n程
度

の
微
砂
粒
を
含
む
)

46
-6

Ⅶ
区

3
1号
墓
土
師
器

鼓
形
器
台
1/
5

(受
部
)

(2
00
)

(内
)淡
黄
灰
色

(外
)淡
黄
灰
色
ミ
ガ
キ
の
ち
―

部
ナ
デ

ナ
デ
、
ミ
ガ
キ
日
縁
部
下
に
4条
の
擬
凹
線
文

(ナ
デ
消
し
あ
り
)

良
好

1～
2 
EU
tl
の
白
砂
礫
を

少
量
含
む
、O
 l
tt
ul
以
下

の
微
砂
粒
を
含
む

46
-7

Ⅶ
区

3
1号
墓
弥
生
土
器

低
脚
杯

完
形
(1
/1
)
1
1,
3

(内
)淡
黄
褐
色

(外
)淡
黄
褐
色
ミ
ガ
キ
、
す
デ
ミ
ガ
キ
、
ナ
デ
口
縁
部
端
ま
で
ミ
ガ
キ
あ
り

良
好
微
砂
粒
を
わ
ず
か
に
含

む
、 
1～
2 
nu
lの
砂
礫

を
ご
く
わ
ず
か
に
含
む

48
-1

Ⅶ
区

3
1号
集
石
弥
生
土
器

甕
1/
10

(口
綴
菩
Б)
(1
54
)

(内
)淡
橙
白
色

(外
)淡
橙
白
色
ナ
デ

ナ
デ

撻
凹
線
文
の
ち
ナ
デ
消
し
、
一
部

凹
線
文
の
痕
跡
残
る

良
好
01
～
05
1m
程
度
の
砂

粒
を
多
く
含
む

51
-1

Ⅶ
区

3
2号
集
石
弥
生
土
器

甕
1/
10
以
下

(口
縁
部
)
(1
72
)

(内
)淡
黄
褐
色

(外
)淡
黄
褐
色
ハ
ケ
メ
、
指
頭

圧
痕

ナ
デ

頸
部
に
3条
以
上
の
ヘ
ラ
描
き
直

線
文

良
好
0,
1～
l 
II
ul
の
砂
粒
を

多
く
含
む

51
-2

Ⅶ
区

3
2号
集
石
弥
生
土
器

甕
1/
10

(日
縁
部
)
(1
3.
6)

(内
)淡
黄
灰
色

(外
)淡
黄
灰
色
ナ
デ
、
ケ
ズ
リ
ナ
デ
、
ハ
ケ
メ
頸
部
～
肩
部
に
か
け
て
波
状
文

艮
好
0 
1l
m程
度
の
砂
粒
を

多
く
含
む

51
-3

Ⅶ
区
3
2号
集
石
弥
生
上
器

甕
1/
10

(日
縁
言
再)
(1
55
)

(内
)淡
黄
灰
白
色

(外
)淡
黄
灰
白
色
ナ
デ
、
ケ
ズ
リ
ナ
デ

良
好
0,
lm
l程
度
の
砂
粒
を

多
く
合
tr

51
-4

Ⅶ
区

3
2号
集
石
弥
生
土
器

鼓
形
器
台
1/
10

(内
)淡
黄
灰
色

(外
)淡
黄
灰
色
ミ
ガ
キ
、
ケ
ズ

リ
ナ
デ

貝
殻
施
文
に
よ
る
綾
杉
文

良
好

l 
al
al
程
度
の
石
英
を
多

く
含
む

51
-5

Ⅶ
区

3
2号
集
石
弥
生
土
器
鼓
形
器
台
1/
8

(内
)淡
黄
褐
色

(外
)淡
黄
褐
色
ナ
デ
、
ケ
ズ
リ
ナ
デ

綾
杉
文

良
好
01
～
0 
5t
tu
n程
度
の
自

色
砂
粒
を
含
む

51
-6

Ⅶ
区

3
2号
集
石
弥
生
土
器

高
邦
1/
3

(脚
部
)

(1
0.
1)

(内
)淡
貢
灰
色

(外
)淡
黄
灰
色
ケ
ズ
リ
、
ナ
デ
ナ
デ
、
ミ
ガ
キ

良
好
Ol
～
0 
51
tl
lの
自
色
砂

4t
歩
班
ぞ
全
す
体

51
-7

Ⅶ
区

3
2号
集
石
弥
生
土
器

低
脚
杯
婢 醐

(内
)淡
黄
灰
色

(外
)淡
黄
灰
色
ナ
デ

ナ
デ
、
ミ
ガ
キ

良
好
l 
ml
程
度
の
砂
礫
を
含

む

51
-8

Ⅶ
区

3
2号
集
石
弥
生
土
器

高
不

1/
10
(脚
部
)

(1
08
)

弾靭 呻 ］
囲 い 納 紛

ナ
デ
、
ケ
ズ
リ
ミ
ガ
キ
、
ナ
デ

良
好
0 
11
1u
l程
度
の
砂
粒
を

多
く
含
む

51
-9

Ⅶ
区
3
2号
集
石
弥
生
土
器

鼓
形
器
台
1/
10
(底
部
)

(1
1.
6)

(内
)淡
橙
灰
色

(外
)淡
橙
灰
色
ケ
ズ
リ
、
ナ
デ
ナ
デ

良
好
0 
1a
ul
程
度
の
砂
粒
を

多
く
含
む
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図 号
挿 番

写
買
図
版
地
区
層
位
出
上
位
置
種
 
類

器
 
種

遺
存
度

径 ｍ
＞
日 く
ｃ

器
高
(c
m)
解 くｃ‐ｎ
，
脚 くｃｉｎ，

色
  
調

内
面
の
調
整
外
面
の
調
整

形
態
・
文
様
の
特
徴

焼
成

胎
  
土

備
  
考

58
-1

Ⅶ
区

3
2号
墓
弥
生
土
器

壷
1/
2
(1
55
1

(2
30
,
(内
)黄
灰
色

(外
)黄
灰
色
ナ
デ
、
ハ
ケ
メ

ナ
デ
、ハ
ケ
メ
、
ミ

ガ
キ
※
タ
テ
方
向

の
ミ
ガ
キ
の
ち
ヨ

コ
方
向
の
ミ
ガ
キ

良
好
05
11
D前
後
の
自
色
砂

粒
を
多
く
含
む

58
-2

Ⅷ
区

3
2号
墓
弥
生
土
器

広
口
重
1/
10
以
下

(回
縁
部
)
(2
57
)

(内
)淡
黄
灰
白
雀

(外
)淡
橙
灰
白
迄
ナ
デ

ナ
デ

口
縁
部
に
2列
の
刺
突
文

不
良
01
11
11
以
下
の
微
砂
粒

含
む

58
-3

Ⅶ
区
3
2号
墓
弥
生
土
器

広
日
重
1/
10
以
下

(日
縁
部
)
(2
80
)

内 外
淡
貢
灰
色

淡
首
灰
色
ナ
デ
、
ハ
ケ
メ
ナ
デ

日
縁
部
に
4条
の
沈
繰
文
、
日
縁

端
部
に
刻
目
文

ヾ 良
ｆ 不
0 
1E
IH
程
度
の
微
砂
粒

歩
ち
で
含
れ

58
-4

Ⅶ
区

3
2号
墓
弥
生
土
器

重
1/
5

(口
縁
部
)
(2
0.
0)

内 外
淡
黄
灰
色

淡
黄
橙
色
ナ
デ

ナ
デ
、
ハ
ケ
メ
日
縁
端
部
に
斜
格
子
文

良
好
O 
lm
以
下
の
微
砂
粒

を
わ
ず
か
に
含
む

58
-5

Ⅷ
区

3
2号
墓
弥
生
土
器

甕
1/
10
以
下

(日
縁
部
)
(
16
.5
)

内 外
淡
黄
褐
色

淡
黄
褐
色
ナ
デ
、
ハ
ケ
メ
ナ
デ
、
ハ
ケ
メ

良
好
l 
al
n大
の
砂
礫
を
含
む
外
面
わ
ず
力ヽ
こ
ス

ス
付
着

58
-6

Ⅶ
区

3
2号
墓
弥
生
土
器

甕
1/
6

(日
縁
部
)
(
24
,0
)

内 外
淡
黄
白
色

淡
黄
褐
色
ナ
デ
、
ハ
ケ
メ
ナ
デ
、
ハ
ケ
メ

良
好
0 
5n
ul
程
度
の
砂
粒
を

多
く
含
む

58
-7

Ⅶ
区

3
2号
墓
弥
生
土
器

甕
1/
4

(上
半
部
)
(2
4.
0)
(2
4.
4)

内 外
明
橙
褐
色

暗
橙
褐
色
ハ
ケ
メ
、
す
デ
、

指
頭
圧
痕

ナ
デ
、
ハ
ケ
メ

良
好
1～
3 
1t
ul
の
砂
礫
を
多

く
含
む

外
面
に
ス
ス
付
着

58
-8

Ⅶ
区

3
2号
墓
弥
生
土
器

甕
1/
10
以
下

(日
縁
部
)

内 外
淡
黄
灰
色

淡
黄
灰
色
ナ
デ

ナ
デ
、
ハ
ケ
メ

良
好
0 
1a
ll
以
下
の
白
色
微

砂
粒
を
わ
ず
か
に
含
む

58
-9

Ⅶ
区

3
2号
墓
弥
生
土
器

甕
1/
10
以
下

(口
縁
部
)

(内
)淡
橙
色

(外
)淡
橙
色

ナ
デ

ナ
デ

良
好
1～
2 
1n
lの
砂
礫
を
わ

ず
力ヽ
こ
含
む

58
-1
0

Ⅶ
医

3
2号
墓
弥
生
土
器

蓋
1/
3

(内
)黒
色

(外
)黒
色

ナ
デ

ナ
デ
、
ハ
ケ
メ

不
艮
1～
2 
al
al
の
白
色
砂
礫

多
く
含
む

内
外
面
と
も
ス
ス

濃
く
付
着

58
-1
1

Ⅶ
区

3
2号
墓
弥
生
土
器

甕
８ ０
フ 僻

(内
)淡
黄
掲
灰
t

(外
)淡
黄
橙
色
摩
滅
に
よ
り
不

明
ミ
ガ
キ
、
ナ
デ

良
好
密
(1
～
2 
pl
Bの
白
色

砂
礫
を
多
く
含
む
)

58
-二
2

Ⅶ
区

3
2号
墓
弥
生
土
器

士 霊
1/
2以
下

r庫
曹
Кゝ

(内
)淡
貢
褐
色

(外
)淡
黄
灰
色
ナ
デ

ナ
デ
、
指
頭
圧

鳶
良
好
3 
Hu
l大
の
白
色
砂
礫
を

多
く
含
む

58
--
13

Ⅶ
区

3
2号
墓
弥
生
土
器

甕
1/
2以
下

(底
部
)

(内
)淡
黄
灰
色

(外
)淡
橙
灰
色
ハ
ケ
メ

ミ
ガ
キ
、
す
デ

良
好

O 
lm
m程
度
の
自
色
微
砂

粒
を
多
く
含
む
(l
m

の
砂
礫
を
少
量
含
む
)

58
-1
4

Ⅶ
区

3
2号
墓
弥
生
土
器

手
捏
土
器
1/
6

(日
縁
部
)

(内
)淡
策
灰
自
径

(外
)淡
黄
褐
色
ナ
デ
、
指
頭
圧

痕
ナ
デ
、
指
頭
圧

痕
不
良
1～
3 
Hu
lの
白
色
砂
粒

を
少
量
含
む

59
-1

Ⅶ
区

3
2号
墓
下
擢
弥
生
土
器

甕
1/
10

(上
半
部
)
(2
5,
4)

(2
00
)
(内
)淡
黄
橙
色

(外
)淡
黄
灰
色
ミ
ガ
キ
、ナ
デ
、ハ

ケ
メ
、
指
頭
圧
痕
ナ
デ
、
ハ
ケ
メ
、

指
頭
圧
痕

外
面
頸
部
に
6条
の
ヘ
ラ
描
き
直

線
文

良
好
密
(1
～
3 
nu
aの
砂
粒

を
少
量
含
む
)

外
面
に
ス
ス
多
量

に
付
着

59
-2

Ⅶ
区

3
2号
墓
下
層
弥
生
上
器

甕
1/
6以
下

(日
縁
部
)

(内
)淡
橙
灰
色

(外
)淡
橙
灰
色
ナ
デ
、
ハ
ケ
メ
ナ
デ

頸
部
に
6条
以
上
の
ヘ
ラ
描
き
直

線
す

良
好
0 
5a
vl
程
度
の
砂
粒
を

合
沐

59
-3

Ⅶ
区

3
2号
基
下
層
弥
生
土
器

甕
2/
/3
(2
70
)

7.
1

(内
)淡
褐
色

(外
)淡
褐
色

ケヽ
メ
、
ナ
デ
ハ
ケ
メ
、
底
部

付
近
ナ
デ
足 僣
謙卍
七 輿
お饗
曇 燕
と 省
願寮
や 良
や 不
2～
3 
nu
l程
度
の
白
色

砂
礫
を
多
く
含
む

65
-1

Ⅷ
区
A
3
土
器
溜
ま
り
上
師
器

手
捏
上
器

完
形
(1
/1
)

内 外
淡
黄
灰
白
佳

淡
糞
灰
白
在
ナ
デ

ナ
デ
、
指
頭
圧

痕
良
好
0.
5a
ul
以
下
の
微
砂
粒

歩
ち
で
合
か

65
-2

Ⅷ
区
A
3
土
器
溜
ま
り
土
師
器

手
捏
土
器

ほ
ぼ
完
形

(1
/1
)

内 外
淡
貢
灰
自
E

淡
黄
灰
白
と
ナ
デ
、
指
頭
圧

鳶
ナ
デ
、
指
頭
圧

鳶
良
好
0 
51
1M
I以
下
の
微
砂
粒

を
多
く
含
む

65
-3

Ⅷ
区
A
3
土
器
溜
ま
り
土
師
器

手
捏
上
器

完
形
(1
/1
)

内 外
淡
黄
灰
白
色

淡
策
灰
白
色
ナ
デ
、
指
頭
圧

痕
ナ
デ

良
好
0.
5E
MD
以
下
の
砂
粒
を

多
く
含
む

65
-4

Ⅷ
区
A
3
上
器
溜
ま
り
土
師
器

手
捏
土
器

完
形
(1
/1
)

内 外
淡
黄
灰
自
C

淡
黄
灰
白
亡
ナ
デ

ナ
デ
、
指
頭
圧

痕
良
好
0.
5a
ul
程
度
の
砂
粒
を

多
く
含
む

65
-5

Ⅷ
区
A
3
土
器
溜
ま
り
上
師
器

甕
２ 部
／ 縁
(
18
6)

(内
)淡
橙
灰
色

(外
)淡
橙
灰
色
ケ
ズ
リ
、
す
デ
ナ
デ

摩
滅
に
よ
り
調
整
不
明
瞭

良
好
l 
nu
l程
度
の
白
色
砂
粒

を
多
く
含
む

65
-6

Ⅷ
区
A
3
土
器
溜
ま
り
土
師
器

甕
1/
4

(上
半
部
)
(2
2.
2)

(内
)黄
褐
色

(外
)橙
褐
色
ハ
ケ
メ
、ケ
ズ
リ
、

摩
滅
に
よ
り
不
明
ナ
デ
、
摩
滅
に

よ
り
不
明

不
良
05
～
l 
HL
a程
度
の
砂

礫
を
多
く
含
む

65
-7

Ⅷ
区
A
3
土
器
溜
ま
り
土
師
器

竃
２ 部
／ 縁
(3
12
)

(内
)明
橙
灰
色

(外
)明
橙
色
ケ
ズ
リ
、
ナ
デ
ナ
デ

や 良
や 不
05
～
l 
al
l程
度
の
砂

粒
を
多
く
含
む

66
-1

14
1t
tA
3

上
師
器

高
台
付
杯
1/
2

(内
)淡
橙
色

(外
)淡
橙
色
回
転
ナ
デ

回
転
ナ
デ
、
底
部

回
転
糸
切
り
、す
デ

良
好
l 
al
l程
度
の
白
色
砂
礫

を
わ
ず
か
に
含
む
焼
成
時
の
亀
裂
あ

り

66
-2

VI
lt
tA
3

土
師
器

不
完
形
(1
/1
)

内 外
淡
黄
褐
色

淡
黄
褐
色
回
転
ナ
デ

回
転
ナ
デ
、
底

部
回
転
糸
切
り

良
好
密

微
細
な
金
雲
母
を

わ
ず
力
Ч
こ
含
む

66
-3

肛
区
A
3

土
師
器

杯
2ノ
/3
(1
20
)

(内
)淡
黄
橙
色

(外
)淡
黄
橙
色
回
転
ナ
デ

回
転
ナ
デ
、
底

部
回
転
糸
切
り

良
好
自
色
微
砂
粒
を
ご
く
わ

ず
か
に
含
む

10
～
li
 C
の
も
の

66
-4

41
tt
 A
3

土
師
器

手
捏
土
器

完
形
(1
/1
)

内 外
暗
黄
褐
色

暗
黄
褐
色
ナ
デ

ナ
デ
、
指
頭
圧

痕
良
好
白 く
」 微
砂
粒
を
や
や
多

,す
「

内
外
面
の
ほ
ぼ
半

分
に
ス
ス
付
着
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地
区
層
位
出
上
位
置
種
 
類

器
 
種

遺
存
度
唯 ｍ
器
高
(C
ID
)
酪 くｃｍ
タ
脚 くｃｉｎ，

色
 
調

内
面
の
調
整
外
面
の
調
蓬

形
態
・
文
様
の
特
徴

焼
成

胎
  
上

備
 
考

66
-5

nl
tt
A
3

土
師
器

甕
1/
10
□
縁
鍬
ヽ
(2
3.
6)

(内
)暗
黄
禍
色

(外
)暗
黄
褐
色
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
、

ヨ
ヨ
ナ
デ

ヨ
コ
ナ
デ
、
タ

テ
方
向
ハ
ク
メ

良
好
1～
2 
mI
の
自
色
砂
礫

//
姦
で
合
す
o

外
面
頸
部
に
ス
ス

付
着

74
-1

v4
1t
tA

3
須
恵
器

蓋
1/
2
(1
4.
6)

(内
)暗
青
灰
色

(外
)淡
青
灰
色

ナ
デ
、
回
転
ナ
回
転
ナ
デ
、一
面
に

灰
が
か
か
つ
て
い

る
た
め
調
整
不
明

良
好
堅
緻
(0
 1
nl
程
度
の

白
色
砂
粒
を
含
む
)

74
-2

Ⅷ
区
A
3

須
恵
器

蓋
1/
2
(
17
.0
)

(内
)灰
色

(外
)灰
色

回
転
ナ
デ
の
ち

ナ
デ

回
転
ナ
デ
、
回

転
ヘ
ラ
ケ
ズ
ツ

良
好
堅
緻
(0
 1
Du
l程
度
の

白
色
砂
粒
を
含
む
)

74
-3

Ⅷ
区
A
3

須
恵
器

蓋
1/
2
(1
54
)

(内
)暗
灰
色

(外
)日
音
灰
色

※
灰
部
分
は
灰
白
色

回
転
ナ
デ
、
ナ

ア

回
転
ヘ
ラ
ク
ズ

リ
、
回
転
ナ
デ

良
好
堅
緻
(0
.1
～
0 
5m
m程

度
の
白
色
砂
粒
を
含
む
)

74
-4

Ⅷ
区
A
3

須
恵
器

蓋
1/
2
(
18
.0
)

(内
)青
灰
色

(外
)青
灰
色
回
転
ナ
デ
、
不

定
方
向
の
ナ
デ
回
転
ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
、
回
転
ナ
デ

良
好
堅
絞
(0
1～
0.
2w
m程

度
の
白
色
砂
粒
を
含
む
)

74
-5

14
1t
tA
3

須
恵
器

蓋
1/
10
(2
5,
0)

(内
)灰
色

r工
害ヽ
庁
魯
ヨ
コ
ナ
デ

回
転
ヘ
ラ
ク
ズ

W 
同
頷
十
ギ

良
好
堅
緻
(0
 1
mm
程
度
の
自
色
砂

粒
、
1～
3m
の
砂
礫
を
含
む
)

74
-6

皿
区
A
3

須
恵
器

高
台
付
不
1/
3
(1
38
)

(9
2)

(内
)灰
赤
褐
色

(外
)灰
赤
褐
色
回
転
ナ
デ

回
転
ヘ
ラ
ケ
ズ
ヅ

の
ち
回
転
ナ
デ
、

胴
部
回
転
ナ
デ

良
好
堅
緻
(2
 1
nl
の
砂
礫
を

含
む
)

74
-7

14
1t
tA

3
須
恵
器

不
(身
)
1/
2
(1
1,
0)

(内
)青
灰
色

(外
)青
灰
色
回
転
ナ
デ
、
す
回
転
ナ
デ
、
回

転
糸
切
り

良
好
堅
級
(0
1～
0 
2d
ul
程
度

の
白
色
砂
粒
を
含
む
)

74
-8

Ⅷ
区
A
3

須
恵
器

皿
1/
2
(1
43
)

(1
00
)

(内
)灰
色

(外
)灰
色

回
転
ナ
デ

回
転
ナ
デ
、
底

部
回
転
ヘ
ラ
お

こ
し
の
ち
ナ
デ

底
面
は
い
び
つ
、
中
央
部
に
工
具

痕
あ
り

良
好
堅
緻
(0
 1
au
n程
度
の

白
色
砂
粒
を
含
む
)

74
-9

Ⅷ
区
A
3

須
恵
器

高
台
付
不
1/
5
(1
79
)

(1
3.
3)

(内
)青
灰
色

(外
)青
灰
色
回
転
ナ
デ

回
転
ナ
デ
、
底
宙

回
転
ヘ
ラ
切
り
互

ち
回
転
ナ
デ

良
好
堅
緻
(0
1～
0 
2i
nm
程
度

の
自
色
砂
粒
を
含
む
)

74
-1
0

Ⅷ
区
A
3

須
恵
器

高
台
付
皿
1/
2

(1
30
)

(内
)灰
色

(外
)灰
色

回
転
ナ
デ
、
底

面
ナ
デ

ヨ
コ
ナ
デ
、
回

転
糸
切
り

や
や
不
良
堅
緻
(0
 1
mm
以
下
の
白

色
微
砂
粒
を
少
し
含
む
)

74
-1
1

Ⅷ
区
A
3

須
恵
器

短
頸
壷
1/
2

6.
7
(1
2,
7)
(内
)青
灰
色

(外
)青
灰
色
ナ
デ
、
ヨ
コ
ナ

回 リ
ズヽ
デ ケ
ナ ラ
コ ヘ

ヨ 転
良
好
堅
緻
(0
.5
～
1,
Om
m程
度

の
白
色
砂
粒
を
多
く
含
む
)

74
-1
2

ll
lt
tA
3

須
恵
器

短
頸
壷
1/
5
(1
0.
4)

(1
6.
0)
(内
)灰
色

(外
)Я
音
青
灰
色
回
転
ナ
デ

回
転
ナ
デ

良
好
堅
緻
(0
.2
山
程
度
の
白
色

砂
粒
と
黒
色
砂
粒
を
含
む
)

日
縁
部
周
辺
に
自

然
釉
付
着

74
-1
3

Ⅷ
区
A
3

須
恵
器

高
杯
婢 醐

(1
3.
3)

(内
)灰
色

(外
)灰
色

回
転
ナ
デ

回
転
ナ
デ

2段
の
三
角
形
3方
透
し

や 良
や 不
01
11
n以
下
の
黒
色
砂

粒
を
含
む

74
-1
4

Ⅷ
区
A
3

須
恵
器

高
不
1/
2

(脚
部
)

(内
)淡
褐
灰
色

(外
)淡
褐
灰
色
回
転
ナ
デ

回
転
ナ
デ

三
角
形
2方
透
し

や 良
や 不
0 
1n
ul
以
下
の
黒
色
砂

粒
を
含
む

74
-1
5

Ⅷ
区
A
3

須
恵
器

高
台
付
豆
1/
10
(底
部
)

(内
)赤
紫
色

(外
)1
吉
青
灰
色
回
転
ナ
デ

回
転
ナ
デ
、
回

転
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

良
好
堅
緻
(2
～
3 
mm
の
自
色

砂
礫
を
わ
ず
んヽ
こ
含
む
)

内
面
底
部
中
央
に

灰
付
着

74
-1
6

Ⅷ
区
A
3

須
恵
器

高
イ

ほ
ぼ
完
形

(1
/1
)

(内
)灰
色

(外
)1
音
灰
色
ナ
デ
、
回
転
ナ
回
転
ナ
デ
、
回

転
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
脚
部
に
2方
透
か
し
(切
り
込
み

の
み
)

良
好
3 
nl
ID
大
の
白
色
砂
礫
を

わ
ず
力
Wこ
含
む

75
-1

Ⅷ
区
A
3

土
師
器

杯
ほ
ぼ
完
形

(1
/1
)

(内
)橙
灰
色

(外
)橙
灰
色

ナ
デ

ナ
デ
、
回
転
ヘ

ラ
ク
ズ
リ

や 良
や 不

l 
IU
D程
度
の
自
色
砂
礫

を
多
く
含
む

75
-2

Ⅷ
区
A
3

土
師
器

郷
1/
4
(1
28
)

(内
)黒
灰
色

(外
)淡
灰
色

ナ
デ

ナ
デ
、
ケ
ズ
ヅ

不
良
0 
1a
Lu
程
度
の
自
色
砂

粒
を
多
く
含
む

75
-3

Ⅷ
区
A
3

土
師
器

赤
彩
不

2/
′
3
14
2
43

(内
)灰
色

(外
)灰
色

丁
寧
な
ナ
デ

(ミ
ガ
キ
)

ナ
デ
、底
部
静
止
、

ヘ
ラ
ク
ズ
リ
の
ち

ナ
デ
(手
持
ち
)

良
好
0 
1a
tl
n程
度
の
白
色
砂

粒
を
含
む

内
面
の
60
%に
ス

ス
付
着
、
外
面
に

赤
色
顔
料
塗
布

75
-4

59
Ⅷ
区
A
3

土
師
器

手
捏
土
器
2/
3

(内
)淡
橙
色

(外
)淡
橙
色

ナ
デ

ナ
デ

良
好
01
～
0 
5n
lI
程
度
の
砂

粒
を
多
く
含
む

75
-5

Ⅷ
区
A
3

土
師
器

手
捏
土
器

完
形
(1
/1
)

(内
)灰
白
色

(外
)灰
白
色

ナ
デ

ナ
デ

や
や
不
良
01
11
11
以
下
の
砂
粒
を

合
す
o

75
--
6

Ⅷ
区
A
3

上
師
器

手
捏
土
器
3/
4以
上

(内
)灰
色

(外
)灰
色

ナ
デ

ナ
デ

や 良
や 不
0.
5～
l 
EL
D程
度
の
砂

粒
を
多
く
含
む

75
-7

Ⅷ
区
A
3

上
師
器

赤
彩
高
郷
1/
2

(上
半
部
)

(内
)淡
赤
褐
色

(外
)淡
赤
褐
色
ミ
ガ
キ

ハ
ケ
メ
、
ナ
デ

良
好
l 
II
D程
度
の
自
色
砂
礫

を
や
や
多
く
含
む
外
面
に
赤
色
顔
料

塗
布

75
-8

Ⅷ
区
A
3

上
師
器

皿
1/
3

(内
)淡
灰
白
色

(外
)淡
灰
白
色
回
転
ナ
デ

回
転
ナ
デ
、
底

部
回
転
糸
切
り

や 良
や 不
0 
1n
lI
程
度
の
砂
粒
を

含
む

75
-9

L4
1t
t 
A
3

上
師
器

皿
完
形
(1
/1
)

3 
1

(内
)淡
橙
灰
色

(外
)淡
橙
灰
色
回
転
ナ
デ

回
転
ナ
デ
、
底

部
回
転
糸
切
り

良
好
5m
l程
度
の
砂
礫
を
わ

ず
か
に
含
む

75
-1
0

Ⅷ
区
A
3

須
忘
器

皿
1/
2

25
(内
)青
灰
色

(外
)青
灰
色
ヨ
コ
ナ
デ
、
す
回
転
ナ
デ
の
ち
ナ
デ
、

底
都
回
転
糸
切
り

良
好
堅
緻
(0
 1
Eu
l程
度
の

自
色
砂
粒
を
含
む
)
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地
区
層
位
出
上
位
圏
種
 
類

器
 
種

遺
存
度

径 ｎ
日 く
ｃ
綿 ｍ
酪 ぐｃｍ
＞
脚 くｃｉｎ，

色
  
調

内
面
の
調
整
外
面
の
調
整

形
態
・
文
様
の
特
徴

焼
成

胎
  
土

備
  
考

75
-H

Ⅷ
区
A
3

土
樹 下
器
柱
状
高
台
皿

完
存

柱
状
高
台
部

:

(内
)灰
色

(外
)灰
色

ナ
デ

ナ
デ
、
底
部
糸

切
り

柱
状
部
の
内
面
中
央
に
径
3 
EL
E深

さ
8 
ml
の
穿
孔

艮
好
0 
1n
ul
程
度
の
砂
粒
目

立
つ

75
-1
2

Ⅷ
区
A
3

土
甫雨
器

鼈
1/
/1
0

内 外
褐
色
暗
褐
色
ナ
デ
、
ケ
ズ
リ
ナ
デ
、
ケ
ズ
リ

良
好
0 
5n
la
l程
度
の
自
色
砂

粒
を
多
く
含
む

履
部
内
面
に
ス
ス

付
著

75
-1
3

Ⅷ
区
A
3

土
目 下
器

甑
1/
10

(1
20
)

(内
)淡
橙
灰
白
在

(外
)淡
橙
灰
白
在
ヨ
コ
ナ
デ

指
す
デ
(縦
方

向
)

良
好
1～
2 
nu
l程
度
の
砂
礫

目
立
つ

75
--
14

Ⅷ
区
A
3

土
師
器

高
邦
1/
4

(脚
部
)

(1
43
)

内 外
明
橙
淡
色

明
橙
淡
色
ナ
デ

ナ
デ

不
良
0 
1a
m程
度
の
自
色
砂

粒
を
多
く
含
む

75
--
15

Ⅷ
区
A
3

土
製
品

上
製
支
脚
1/
10

内 外
淡
褐
色

淡
褐
色
ナ
デ

爪
痕
顕
著
 
突
起
あ
り

不
良
0 
1H
ul
以
下
の
砂
粒
を

含
む

75
-1
6

Ⅷ
区
A
3

土
製
品

上
製
支
脚
2/
/3

内 外
淡
赤
褐
色

淡
赤
褐
色

ナ
デ

穿
孔
あ
り

良
好
1～
3 
ml
の
白
色
砂
粒

を
多
く
含
む

75
-1
7

Ⅷ
区
A
3

土
製
品

土
製
支
脚
1/
2

内 外
淡
赤
褐
色

淡
赤
褐
色
ナ
デ

ナ
デ

背
面
に
穿
孔
(貫
通
せ
ず
)

良
好
1～
3 
HL
程
度
の
白
色

砂
礫
を
多
く
含
む

76
-1

Ⅷ
区
A
3

土
師
器

甕
1/
2

内 外
淡
橙
灰
色

淡
橙
色
ケ
ズ
リ

ハ
ク
メ

不
良
0.
5～
lm
程
度
の
白

色
砂
粒
を
含
む

76
-2

Ⅷ
区
A
3

土
師
器

甕
1/
5

(口
縁
部
)
(1
80
)

内 外
炭
褐
灰
色

炭
褐
灰
色
ナ
デ
、
ケ
ズ
リ
ナ
デ
、
ハ
ケ
メ

良
好
2 
nu
l程
度
の
砂
礫
目
立

76
-3

Ⅷ
区
A
3

土
師
器

甕
1/
4

(口
縁
部
)
(2
50
)

(内
)淡
橙
灰
白
在

(外
)淡
橙
灰
白
亡
胴
部
ケ
ズ
リ
胴
部
ハ
ケ
メ

や
や
不
良
l 
nl
l程
度
の
砂
礫
目
立

76
-4

Ⅷ
区
A
3

土
師
器

甕
1/
5

(口
縁
部
)
(2
79
)

内 外
淡
橙
灰
自
∈

淡
構
灰
白
佳
ケ
ズ
リ
、
ナ
デ
ナ
デ

良
好
i 
nl
l程
度
の
白
色
砂
礫

力
身
で
合
)|

外
面
胴
部
に
ス
ス

付
着

76
-5

Ⅷ
区
A
3

土
師
器

甕
1/
3

(口
縁
部
)
(3
06
)

内 外
暗
黄
褐
色

暗
褐
色
ケ
ズ
ヅ

ハ
ク
メ
、
ナ
デ

良
好
l 
nu
l程
度
の
砂
礫
を
含

む

76
-6

II
lt
tA
3

土
師
器

甕
1/
4

(口
縁
吉ヽ
)

内 外
淡
橙
灰
色

橙
灰
色
ケ
ズ
リ
、
ナ
デ
ハ
ケ
メ
、
ナ
デ

良
好
l 
nu
l程
度
の
白
色
砂
礫

を
多
く
含
む

77
-1

VI
lt
tA
3

須
恵
器

横
瓶
1/
3
(1
26
)

(3
92
)
内 外
淡
青
灰
色

淡
青
灰
色
タ
タ
キ
、
ナ
デ
タ
タ
キ
、
カ
キ

日
、
ナ
デ

胴
部
に
他
の
個
体
の
一
部
が
付
着
、

内
外
面
に
あ
て
具
痕
跡

良
好
0 
5m
l程
度
の
黒
色
砂

粒
を
多
く
含
む

77
-2

II
It
tA
3

須
恵
器

横
瓶

1/
10
以
下

(内
)灰
色

(外
)灰
色

ナ
デ

ナ
デ

良
好
密

77
-3

Ⅷ
区
A
3

須
忘
器

壷
か
甕

(口
縁
部
)
12
3

内 外
灰
色
灰
色

ヨ
コ
ナ
デ
、
タ

タ
キ

ヨ
コ
ナ
デ
、
タ

タ
キ

良
好
堅
級

77
-4

Ⅷ
区
A
3

須
恵
器

壺
か
甕

(口
縁
部
)

内 外
色 色
褐 褐
灰 灰
淡 淡

回
転
ナ
デ

回
転
ナ
デ

良
好
堅
級
 (
01
～
0 
5m
m程

度
の
白
色
砂
粒
を
含
む
)

口
縁
外
面
に
自
然

釉
付
着

78
-ユ

60
、
 6
1
Ⅷ
区
A
3

須
恵
器

壷
か
甕
1/
10
以
下

内 外
暗
灰
色

暗
灰
色
タ
タ
キ

タ
タ
キ

内
外
面
に
あ
て
具
痕
跡

良
好
密
(微
細
な
砂
粒
)

78
-2

60
、
 6
1
Ⅷ
区
A
3

須
恵
器

と
か
甕
1/
10
以
下

(内
)青
灰
色

(外
)青
灰
色
タ
タ
キ

タ
タ
キ

内
外
面
に
あ
て
具
痕
跡

良
好
O 
IH
In
程
度
の
砂
粒
を

わ
ず
力
斗
こ
含
む

78
-3

60
、
 6
1
Ⅷ
区
A
3

須
恵
器

壷
か
甕
1/
10
以
下

(内
)灰
色

(外
)灰
色

タ
タ
キ

タ
タ
キ

内
外
面
に
あ
て
具
痕
跡

や 良
や 不
密
(0
 2
ml
程
度
の
砂

粒
を
わ
ず
か
に
含
む
)

78
-4

60
、
 6
1
Ⅷ
区
A
3

須
恵
器

壷
か
甕
1/
10
以
下

(内
)青
灰
色

(外
)暗
灰
色
タ
タ
キ

タ
タ
キ

内
外
面
に
あ
て
具
痕
跡

良
好
05
～
l 
nI
の
砂
粒
を

多
く
含
む

79
-1

Ⅷ
区
B
3

須
忘
器

蓋
3/
5

(内
)青
灰
色

(外
)青
灰
色
ナ
デ
、
ヨ
コ
ナ
回
転
ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
 
回
転
ナ
デ

良
好
堅
緻
(0
1～
l 
II
l程
度

の
白
色
砂
粒
を
含
む
)

79
-2

Ⅷ
区
B
3

須
恵
器

不
(身
)
4/
5

4 
1

(内
)青
灰
色

(外
)青
灰
色
回
転
ナ
デ
、
ナ
回
転
ヘ
ラ
ク
ズ
リ
、

回
転
ナ
デ
、
ナ
デ

良
好
堅
緻
(0
 2
ml
u程
度
の

白
色
砂
粒
を
含
む
)
外
面
に
灰
が
付
着

79
-3

Ⅷ
区
B
3

須
恵
器

蓋
完
形
(1
/1
)

(内
)青
灰
色

(外
)灰
色

ヨ
コ
ナ
デ
、
ナ
不
明

良
好
堅
緻
(0
 1
nu
程
度
の

白
色
砂
粒
を
含
む
)

外
面
の
全
面
に
灰

(自
然
釉
)付
着

79
-4

Ⅷ
区
B
3

須
恵
器

蓋
4/
5

23
(内
)青
灰
色

(外
)青
灰
色
回
転
ナ
デ
、
ナ

ア
回
転
ナ
デ
、
不

明
良
好
堅
緻
(0
,l
lt
un
程
度
の

白
色
砂
粒
を
含
む
)

外
面
に
灰
(自
然

釉
)多
量
に
付
着

79
-5

Ⅷ
区
B
3

須
恵
器

高
台
付
郷
4/
5

(内
)灰
赤
褐
色

(外
)灰
赤
褐
色

回
転
ナ
デ
、
一

部
不
整
方
向
の

ナ
デ

底
部
回
転
ヘ
ラ

ケ
ズ
リ
の
ち
回

転
ナ
デ

良
好
堅
緻
(0
 1
RI
D程
度
の
白

色
砂
粒
を
多
く
含
む
)

79
-6

Ⅷ
区
B
3

須
恵
器

高
台
付
郷
1/
3
(
15
4)

(内
)Π
音
青
灰
色

(外
)暗
青
灰
色
回
転
ナ
デ
、
ナ
回
転
ナ
デ
、
底
宙

回
転
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

の
ち
回
転
ナ
デ

良
好
堅
緻
(0
 1
tt
un
程
度
の
白

色
砂
粒
を
多
く
含
む
)

79
-7

Ⅷ
区
B
3

須
恵
器

杯
(身
)
1/
2
(
12
.5
)

(内
)青
灰
色

(外
)暗
青
灰
色
回
転
ナ
デ

回
転
ナ
デ
、
底

部
回
転
糸
切
り

良
好
堅
緻
(0
1～
05
11
程

度
の
白
色
砂
粒
含
む
)
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写
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図
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位
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位
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類

器
 
種

遺
存
度

口
径

`r
・

mⅢ

器
高
(c
ul
)

底
径

(c
m)

胴
部
(c
m)
色
  
調
内
面
の
調
整
外
面
の
調
整

形
態
・
文
様
の
特
徴

焼
成

胎
  
土

備
  
考

79
-8

Vl
lt
t 
B
3

須
恵
器

rT
h(
身
)

完
形
(1
/1
)

も 名

色 色 と 幅

灰 灰 面 獣

黒 黒 外 場

倒 い 釉 肺

ナ
デ
、
回
転
ナ

ア

回
転
ナ
デ
、
底

部
回
転
糸
切
り

良
好
堅
緻
(0
 1
mt
tl
程
度
の
自

色
砂
粒
を
多
く
含
む
)

79
-9

Ⅷ
区
B
3

須
恵
器

高
台
付
不
4/
/5
(1
55
)

11
.0

(内
)灰
褐
色

(外
)灰
色

回
転
ナ
デ

回
転
ナ
デ
、
底

部
静
止
糸
切
り

良
好
堅
緻
(0
1～
02
m程
度

の
自
色
砂
粒
を
多
く
含
む
|

79
-1
0

Ⅷ
区
B
3

須
恵
器

高
イ
1/
2

rf
fm
部
Ⅲ

(内
)青
灰
色

(外
)青
灰
色
ナ
デ
、
回
転
ナ
回
転
ナ
デ

脚
部
中
央
部
に
ヘ
ラ
状
工
具
に
よ

ス
▼
待
オ
傘

良
好
堅
緻
(0
 2
mm
程
度
の
自

色
砂
粒
を
多
く
含
む
)

79
-1
1

Ⅷ
区
B
3

須
恵
器

郷
(身
)
1/
2
(1
3.
0)

(内
)灰
白
色

(外
)灰
白
色
回
転
ナ
デ

回
転
ナ
デ
、
底

部
回
転
糸
切
り

不
良
堅
緻
(0
 1
mm
以
下
の
微
細

な
白
と
砂
粒
を
多
く
含
む
)

79
-1
2

Ⅷ
区
B
3

須
恵
器

高
台
付
皿
1/
2
(
16
.5
)

(1
22
)

(内
)淡
青
灰
色

(外
)淡
青
灰
色
回
転
ナ
デ
、
ナ
回
転
ナ
デ
、
底

部
回
転
糸
切
り

良
好
堅 白
に
(0
 1
nu
l以
下
の

と砂
粒
を
含
む
)

79
-1
3

Ⅷ
区
B
3

須
恵
器

短
頸
壷

８ 部
／ 縁

(内
)暗
青
灰
色

(外
Ⅲ
賠
昔
灰
揮
回
転
ナ
デ

回
転
ナ
デ

良
好
堅
緻
(0
 1
mm
程
度
の
自
色
`

黒
色
砂
粒
を
多
く
含
む
)

外
面
に
灰
付
着

79
--
14

Ⅷ
区
B
3

須
恵
器

直
日
壷

４ 部
／ 縁

(内
)青
灰
色

(外
)青
灰
色
回
標
ナ
デ

回
転
ナ
デ

外
面
に
ヘ
ラ
状
工
具
に
よ
る
平
行

・ /
「
縮

良
好
堅
緻

内
面
に
灰
付
着

79
--
15

Ⅷ
区
B
3

須
忘
器

直
口
重

２ 部
／ 縁
(
10
3)

(内
)淡
青
灰
色

rt
k、
泌
書
庁
魯
回
転
ナ
デ

回
転
ナ
デ

良
好
堅
緻
(0
 2
nu
程
度
の

白
色
砂
粒
を
含
む
)
内
外
面
に
灰
付
着

79
-1
6

Ⅷ
区
B
3

須
恵
器

壷
か
甕
1/
3

(口
縁
部
)

(2
22
)

門ヽ
′
言
仄
日

(外
)青
灰
色

※
灰
部
分
ク
リ

ム

“

～
無
魯

回
転
ナ
デ
、
タ

タ
キ

回
転
ナ
デ
、
タ

タ
キ

良
好

堅
級
(0
1～
0 
2H
ul
程

度
の
白
色
・
黒
色
砂
粒

を
含
む
)

外
面
胴
部
に
自
然

釉
付
着

79
-1
7

Ⅷ
区
B
3

須
息
器

円
面
硯

1/
10

(1
96
)

(内
)青
灰
色

`択
博ゝ
書
圧
魯
ナ
デ

ナ
デ

方
形
透
か
し
孔
2箇
所
以
上
ヘ
ラ

状
工
具
に
よ
る
刺
突
文

良
好
密

79
-1
8
62
Ⅷ
区
B
3

須
恵
器

台
付
壷
1/
4

(高
台
部
)

内 猟
灰
色
序
魯

回
転
ナ
デ

回
転
ナ
デ

良
好
堅
緻
(0
 1
lo
m程
度
の
微

細
な
砂
粒
を
多
く
含
む
)

80
-1

Ⅷ
区
B
3

土
師
器

蓋
1/
2
(
15
.1
)

内 外
淡
橙
自
色

淡
灰
白
色
回
転
ナ
デ
、
す
回
路
ア
ア
、
凰

部
回
転
糸
切
り

良
好
1～
2 
ml
の
白
色
砂
礫

を
少
量
含
む

80
-2

ll
lt
t 
B
3

土
師
器

赤
彩
椀
1/
2
(1
6.
0)

内 外
橙
色
橙
色

ナ
デ

ナ
デ
、一
部
ハ
ケ
メ
、

底
部
ヘ
ラ
ク
ズ
リ

良
好
密
(0
 1
mI
以
下
の
赤
色

砂
粒
″
わ
ず
か
に
合
IF
)

80
-3

Ⅷ
区
B
3

土
樹 下
器

小
型
の
甕
4/
/5
(1
16
)

(1
0,
0)

内 外
淡
赤
褐

淡
黒
灰
ナ
デ
、
ケ
ズ
リ
ナ
デ

や 良
や 不
0 
1m
al
程
度
の
自
色
砂

対
歩
班
で
合
′ 「

外
面
に
ス
ス
多
量

付
着

80
-4

Ⅷ
区
B
3

土
師
器

赤
彩
郷
1/
2
(1
26
)

内 外
淡
貢
灰
色

淡
黄
灰
色
回
転
ナ
デ

回
転
ナ
デ

良
好
密
(0
1～
2 
nu
l程
度

の
砂
粒
を
少
量
含
む
)

内
外
面
と
も
に
赤

橙
色
顔
料
塗
布

80
-5

Ⅷ
区
B
3

土
師
器

赤
彩
皿
1/
4
(1
40
)
1.
7

内 外
淡
橙
灰
色

淡
橙
灰
色
回
転
ナ
デ

回
転
ナ
デ
、
静

止
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

の
ち
一
部
ナ
デ

良
好
密
(0
1～
0 
2a
ul
程
度

の
白
色
砂
粒
を
含
む
)

内
外
面
と
も
に
橙

色
顔
料
塗
布

80
-6

Ⅷ
区
B
3

土
師
器

赤
彩
郭

3/
/4

(内
)淡
明
橙
白
荏

(外
)淡
明
橙
白
t
回
転
ナ
デ

回
転
ナ
デ
、
底
叡

静
止
ヘ
ラ
起
こ
し

の
ち
一
部
ナ
デ

良
好
密
(l
 l
nl
程
度
の
砂
礫

を
わ
ず
か
に
含
む
)

内
外
面
と
も
に
明

橙
褐
色
漆
塗
り

80
-7

Ⅷ
区
B
3

土
師
器

赤
彩
皿
1/
2
(1
35
)

(1
0,
0)

(内
)淡
橙
灰
色

(外
)淡
橙
灰
色

回
転
ナ
デ
、
す
回
転
ナ
デ
、
底
剖

静
止
ヘ
ラ
ケ
ズ
ヅ

(ヘ
ラ
起
こ
し
)

良
好
01
～
0.
2n
II
n程
度
の
白

色
砂
粒
を
含
む

内
外
面
と
も
に
橙

色
顔
料
塗
布

80
-8

Ⅷ
区
B
3

土
師
器

赤
彩
皿
1/
8

1)
(1
28
)

(内
)淡
(外
)淡
灰
自
t

灰
白
ぞ
回
転
ナ
デ

回
転
ナ
デ
、
底
¶

静
止
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

良
好
密

内
外
面
と
も
に
明

悟
色
顔
料
塗
布

80
-9

ll
lt
t 
B
3

土
師
器

赤
彩
皿
1/
2
(1
45
,

内 外
淡
橙
自
色

淡
搭
白
a
ナ
デ

ナ
デ
、
底
部
静

止
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

良
好
密

80
-1
0

Ⅷ
区
B
3

土
師
器
赤
彩
高
台
付
皿
1/
10

内 猟
淡
橙
臼
色

泌
搭
白
魯
ナ
デ

ナ
デ

良
好
密

外
面
と
も
に
赤

a加
料
深
布

80
-H

Ⅷ
区
B
3

土
師
器

赤
彩
壷
陸 卸

(0
0)

内 猟

灰 庁
ナ
デ

ナ
デ

良
好
0 
1n
ul
程
度
の
白
色
砂

対
歩
全
か

1外
面
と
も
に
赤

!魯
随
料
深
布

80
-1
2

Ⅷ
区
B
3

土
師
器
赤
彩
高
台
付
杯
1/
10
(1
7.
0)

内 外
淡
黄
灰
色

淡
黄
灰
色
回
転
ナ
デ

回
転
ナ
デ

良
好
01
～
0 
2a
ll
程
度
の
自

色
砂
粒
を
含
む

司 外
面
と
も
に
橙

圭顔
料
塗
布

80
-1
3

Ⅷ
区
B
3

土
師
器

焼
塩
壷

1/
10

内 外
淡
褐
臼
色

淡
褐
白
色
ナ
デ

ナ
デ

や
や
不
慮
01
～
1 
0a
ll
程
度
の
砂

粒
を
多
く
含
む

80
--
14

Ⅷ
区
B
3

土
師
器

焼
塩
壷

1/
10

内 外
淡 淡
三灰
色
三灰
色
ナ
デ

ナ
デ

や
や
不
良
0 
1n
ul
程
度
の
砂
粒
を

多
く
含
む

80
-1
5

Ⅷ
区
B
3

土
師
器

甕
1/
2

r卜

“

Rゝ
(1
9,
3)

(2
57
)
内 外
淡 淡
電
褐
色
q褐
色

ヘ
ラ
ク
ズ
ツ
、

一
部
指
押
し
ナ
デ
、ハ
ケ
メ
(方

向
は
整
合
性
な
し

良
好
1～
2 
nu
l程
度
の
砂
礫

を
や
や
多
く
含
む
外
面
回
縁
と
胴
部

に
ス
ス
付
着

80
-1
6

Ⅷ
区
B
3

土
師
器

甑
1/
10
以
下

(内
)淡
橙
灰
自
亡

(外
)淡
橙
灰
白
t
ナ
デ

ナ
デ

良
好
密
(0
 1
nl
l程
度
の
砂

粒
を
含
む
)

80
-1
7

WI
II
tt
 B
3

土
製
品

土
製
支
脚
2/
/3

内 外
淡
灰
褐
色

淡
灰
褐
色
ナ
デ

ナ
デ

背
面
に
突
起
あ
り

良
好
0 
5a
ul
程
度
の
白
色
砂

粒
を
多
く
含
む
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遺
存
度

径 耐
口 で
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絲 ω
底
径
(c
in
)

胴
部
(c
in
)
色
  
調

内
面
の
調
整
外
面
の
調
整

形
態
。
文
様
の
特
徴

焼
成

胎
  
土

備
  
考

81
-1

Ⅷ
区
C
3

須
恵
器

蓋
4/
5
(1
4.
8)

(内
)青
灰
色

(外
)青
灰
色
回
転
ナ
デ
の
ち

ナ
デ

ナ
デ
、
回
転
ヘ

ラ
ケ
ズ
リ

良
好
0 
11
nl
程
度
の
自
色
砂

対
歩
合
お

81
-2

Ⅷ
区
C
3

須
恵
器

蓋
1/
3
(9
8)

(内
)青
灰
色

(外
)青
灰
色
回
転
ナ
デ
、
ナ
回
転
ナ
デ
、
回

転
ヘ
ラ
ケ
ズ
ツ

艮
好
0 
5m
u程
度
の
白
色
砂

粒
を
多
く
含
む

外
面
日
縁
部
付
近

に
灰
付
着

81
-3

Ⅷ
区
C
3

須
恵
器

蓋
1/
2
(1
65
)

(内
)淡
黄
褐
色

(外
)淡
黄
褐
色
ヨ
コ
ナ
デ

回
転
ヘ
ラ
ケ
ズ
)の

ち
ナ
デ
、
回
転
ナ
デ

不
良
0 
1m
l～
l 
nl
l程
度
の

白
色
砂
粒
を
多
く
含
む

81
-4

Ⅷ
区
C
3

須
恵
器

高
台
付
イ
2/
/3
(1
3.
0)

内 外
淡
青
灰
色

淡
青
灰
色
回
転
ナ
デ
、
す
ヨ
ヨ
ナ
デ
、
底

部
回
転
糸
切
り

艮
好
0 
1m
l～
0 
5a
ll
程
度
の

白
色
砂
粒
を
含
む

81
-5

Ⅷ
区
C
3

須
恵
器

皿
1/
2
(1
3.
5)

(1
0,
0)

内 外
青
灰
色

青
灰
色
回
転
ナ
デ

ナ
デ
、底
部
回
転
糸
七

り
の
ち
ナ
デ
、周
辺
害

に
ヘ
ラ
起
こ
し
痕

良
好
0 
1H
ul
程
度
の
白
色
砂

粒
を
多
く
含
む

81
-6

Ⅷ
区
C
8

須
恵
器

皿
4/
/5

(1
4.
9〉

(1
00
)

(内
)青
灰
色

(外
)青
灰
色
回
転
ナ
デ

回
転
ナ
デ
、
底

部
回
転
糸
切
り

良
好
堅
緻
(O
 l
m程
度
の
白

色
砂
粒
を
多
く
含
む
)

81
-7

Ⅷ
区
C
3

須
忘
器

高
台
付
不
1/
10

内 外
灰
白
色

暗
灰
色
回
転
ナ
デ

回
転
ナ
デ

や
や
不
良
l 
EM
D程
度
の
黒
色
砂
礫

を
含
む

81
-8

ll
lt
t 
C
3

土
師
器

14
N

ほ
ぼ
完
形

(1
/1
)

(内
)淡
黄
褐
灰
{

(外
)淡
黄
褐
灰
荏
ナ
デ
、
一
部
ミ

ガ
キ

ケ
ズ
リ
の
ち
ナ

や
や
不
良
0 
1n
II
～
0 
51
1u
II
程
度
の

砂
粒
を
多
く
含
む

81
-9

II
lt
t 
C
3

須
恵
器

皿
4/
5

内 外
灰
白
色

灰
白
色
回
転
ナ
デ
、
ナ
回
転
ナ
デ
、す
デ
、

底
部
回
転
糸
切
り

の
ち
縁
辺
ナ
デ

不
良
密

81
-1
0

Ⅷ
区
C
3

須
恵
器

杯
1/
3

(口
縁
部
)
1
3 
1

(8
5)

内 外
灰
色
灰
色

回
転
ナ
デ
、
ナ
回
転
す
デ
、ナ
デ
、底
吉

縁
辺
に
ヘ
ラ
起
こ
し
霧

や 良
や 不
堅
級

81
-H

Ⅷ
区
C
3

土
師
器

赤
彩
皿

ほ
ぼ
完
形

(1
/1
)

内 外

色 色
自 白
灰 灰

回
転
ナ
デ
、
ナ
回
転
ナ
デ
、
底

部
静
止
ケ
ズ
リ

良
好
密

内
外
面
と
も
に
淡

橙
色
顔
料
塗
布

81
-1
2

Ⅷ
区
C
3

土
師
器

赤
彩
不
1/
4
(1
26
)

内 外
淡
灰
色

淡
灰
色
回
転
ナ
デ

回
転
ナ
デ

良
好
密

内
外
面
と
も
に
淡

橙
色
顔
料
塗
布

81
-1
3

Ⅷ
区
C
3

土
師
器

皿
1/
4
(1
38
)

内 外
淡
黄
灰
色

淡
黄
灰
色
ナ
デ

ナ
デ

や
や
不
良
密

81
-1
4

Ⅷ
区
C
3

土
師
器

赤
彩
皿

ほ
ぼ
完
形

(1
/1
)

(内
)灰
白
色

(外
)灰
白
色
回
転
ナ
デ
、
一

部
ミ
ガ
キ
か

応 ） 】 山 口

ヽ 起 方 ｗ

ア 】 フ 整 デ

フ ヘ ヤ ↑ オ

零 止 ち ラ

凹 静 の へ

良
好
密
(l
 a
ll
程
度
の
砂
礫

を
わ
ず
力ヽ
こ
含
む
)

内
外
面
と
も
に
淡

橙
色
顔
料
塗
布

81
-1
5

Ⅷ
区
C
3

土
師
器

赤
彩
杯
1/
4

(内
)淡
橙
灰
色

(外
)淡
橙
灰
色
回
転
ナ
デ

回
転
ナ
デ
、
底
即

静
止
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

良
好
密
(0
11
1D
程
度
の
白

色
砂
粒
を
含
む
)

内
外
面
と
も
に
橙

魯
閉
料
途
茄

81
-1
6

Ⅷ
区
C
3

土
師
器

赤
彩
椀

4/
5

(内
)灰
白
色

(外
)灰
白
色
回
転
ナ
デ

ス カ リ

ケ 整 ズ

ラ 不 ケ

ヘ 部 ラ
底ヽ へ

デ 　 ヽ の

ナ ” 向
良
好
2m
l程
度
の
自
色
砂
礫

を
含
む

内
外
面
と
も
に
赤

茶
褐
色
顔
料
塗
布

81
-1
7

Ⅷ
区
C
3

土
師
器

不
1/
3
(1
4,
7)

(1
21
)

(内
)灰
白
色

(外
)灰
白
色

回
転
ナ
デ
、
す

ア

回
転
ナ
デ
、静
止
ケ

ズ
リ
、底
部
不
整
方

向
の
静
止
ケ
ズ
リ

良
好
密

内
外
面
と
も
に
淡

橙
色
顔
料
塗
布

8と
-1
8

Ⅷ
区
C
3

土
師
器

赤
彩
郷
1/
2
(1
2.
0)

(内
)淡
橙
白
色

(外
)淡
橙
白
色
回
転
ナ
デ

回
転
ナ
デ
、
底
部

ケ
ズ
リ
の
ち
ナ
デ

良
好
密

内
外
面
と
も
に
赤

橙
色
顔
料
塗
布

81
-1
9

Ⅷ
区
C
3

土
師
器

赤
彩
椀
1/
2

10
6

(内
)淡
橙
白
色

(外
)淡
橙
白
色
ナ
デ

回
転
ナ
デ
、
底
部

不
整
方
向
の
静
止

ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

良
好
密

内
外
面
と
も
に
赤

橙
色
顔
料
塗
布

81
-2
0

Ⅷ
区
C
3

土
師
器

赤
彩
皿
1/
4
17
.0

(1
3.
5)

(内
)灰
自
色

(外
)灰
白
色
回
転
ナ
デ
、
す
回
転
ナ
デ
、ケ
ズ
リ
、E

部
不
整
方
向
の
ケ
ズ
リ

良
好
密

内
外
面
と
も
に
明

赤
褐
色
顔
料
塗
布

81
--
21

Ⅷ
区
C
3

土
師
器

赤
彩
杯
1/
2

1)
(内
)橙
褐
色

(外
)橙
褐
色
回
転
ナ
デ

回
転
す
デ
、底
部
静

止
ヘ
ラ
起
こ
し
痕

良
好
O 
ln
ul
程
度
の
金
雲
母

を
含
む

内
外
面
と
も
に
橙

未
俸
拓
科
漆
布

81
--
22

ll
Et
tC
3

土
師
器

赤
彩
杯
1/
2
(1
3.
0)

(6
.6
)

(内
)灰
色

(外
)灰
色

回
転
す
デ

回
転
ナ
デ
、
底

部
回
転
糸
切
り

良
好
1～
2 
al
ld
の
白
色
砂
礫

を
含
む

81
-…
23

Ⅷ
区
C
3

土
師
器

赤
彩
イ

4/
/5
1
19

(内
)淡
橙
灰
色

(外
)淡
橙
灰
色
回
転
ナ
デ
、
ナ
回
転
ナ
デ
、
ヘ

ラ
起
こ
し
、
静

止
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

良
好
密

内
外
面
と
も
に
橙

色
顔
料
塗
布

81
-2
4

Ⅷ
区
C
3

上
師
器

高
台
付
郷
2/
/3

(内
)淡
橙
灰
色

(外
)淡
橙
灰
色
ミ
ガ
キ
、
丁
寧

な
ナ
デ

ナ
デ

や 良
や 不
05
～
l 
tu
t程
度
の
砂

礫
を
少
し
合
む

内
面
に
ス
ス
付
着
、

内
黒
の
上
器

81
--
25

Ⅷ
区
C
3

土
師
器

皿
4ノ
/5

(内
)淡
黄
白
色

(外
)淡
黄
白
色
回
転
ナ
デ

回
転
ナ
デ
、
底

部
回
転
糸
切
り

や
や
不
良
密

81
--
26

Ⅷ
区
C
3

土
師
器

皿
ほ
ぼ
完
形

(1
/1
)

(内
)淡
灰
橙
自
t

(外
)淡
灰
黄
白
雀
回
転
ナ
デ

ナ
デ
、
底
部
回

転
糸
切
り

良
好
密
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挿
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真 版
写 図

地
区
層
位
出
上
位
置
種
 
類

器
 
種

遺
存
度

径 ｍ＞
日 く
Ｃ

器
高

(c
m)
降 ω
脚 ⑪

色
  
調

内
面
の
調
整
外
面
の
調
整

形
態
・
文
様
の
特
徴

焼
成

胎
  
土

備
  
考

81
--
27

Ⅷ
区
C
3

土
師
器

杯
2/
/3

(内
)黄
灰
色

(外
)黄
灰
色
回
転
ナ
デ

回
転
ナ
デ
、
底

部
回
転
糸
切
り

良
好

0,
1～
l 
mm
程
度
の
自
色
砂

粒
を
含
む
、
5的
程
度
の
自

色
砂
礫
を
わ
ず
か
に
含
む

内
外
面
と
も
に
赤

橙
色
顔
料
塗
布

81
--
28

肛
区
C
3

土
師
器
柱
状
高
台
杯
1/
2

柱
状
高
台
部
|

(内
)灰
色

(外
)灰
色

ナ
デ

ナ
デ
、
底
部
糸

切
り

や
や
不
良
0.
lI
MD
程
度
の
黒
色
砂

粒
目
立
つ

82
-1

ll
tt
 C
3

須
恵
器

横
瓶
1/
3以
下

内 外
灰
色
灰
色

タ
タ
キ

タ
タ
キ
、
す
デ

良
好
密
(0
.l
HL
H程
度
の
白

色
砂
粒
を
多
く
含
む
)

82
-2

皿
区
C
3

須
恵
器

甕
1/
10
以
下

内 外
青
灰
色
青
灰
色
タ
タ
キ
、
あ
て

具
痕

タ
タ
キ

良
好
密

82
-3

Al
tt
C
3

須
恵
器

甕
1/
10
以
下

内 外
灰 灰

タ
タ
キ
、
あ
て

見
痕

タ
タ
キ

良
好
密

83
-1

VI
It
tC
3

土
製
品

土
製
文
脚

(ミ
ニ
チ
ュ
ア
)

1/
2

(1
05
)

内 外
暗
橙
褐
色

淡
橙
褐
色
ナ
デ

ナ
デ

背
面
に
穿
孔
あ
り
(貫
通
せ
ず
)
良
好

83
-2

Ⅷ
区
C
3

土
製
品

土
製
支
脚

(ミ
ニ
チ
ュ
ア
)
1/
2以
下

内 外
灰
色
暗
灰
色

ナ
デ

ナ
デ

突
起
あ
り

良
好

84
-1

Ⅷ
区
Bo
C
4

弥
生
上
器

甕
1/
2

(日
縁
部
)
(2
8.
6)

内 外
黄
褐
色

暗
黄
褐
色
ナ
デ
～
ケ
ズ
リ
ナ
デ

日
縁
部
に
5条
の
凹
線
文
の
ち
ナ
良
好
01
11
」
D程
度
の
白
色
砂

粒
を
含
む

84
-2

阻
区
B
4

1弥
生
土
器
)
型ヽ
丸
底
(直
日
)重
1/
2

内 外
淡
灰
白
色

灰
白
色

ナ
デ

ナ
デ
、
ハ
ケ
メ

や 良
や 不
密

84
-3

II
It
t 
B
4

土
師
器
型ヽ
丸
底
(直
日
)重
ほ
ぼ
完
形

(1
/1
)

内 外
淡
黄
褐
色

淡
黄
褐
色
ナ
デ

ナ
デ
、
ハ
ケ
メ

良
好
密

外
面
に
ス
ス
付
着

84
-4

VI
It
t 
B
4

土
師
器
型ヽ
丸
底
(直
日
)重
ほ
ぼ
完
形

(1
/1
)

(9
0)
(内
)暗
褐
色

(外
)暗
褐
色
ケ
ズ
リ
、
ナ
デ
ハ
ケ
メ
、
ナ
デ

良
好
密
(0
 1
au
以
下
の
微

砂
粒
を
含
む
)

外
面
に
ス
ス
付
着

84
-5

II
It
t 
B
4

古
式
上
師
器
型ヽ
丸
底
(直
日
)=
2/
/3
(1
00
)

(1
0.
5)
(内
)淡
黄
灰
白
t

(外
)淡
黄
灰
白
荏
日
縁
部
ヨ
ヨ
ナ
デ
、

胴
部
雑
な
指
ナ
デ
日
縁
部
ヨ
コ
ナ

デ
、胴
部
ハ
ケ
メ
胴
部
に
焼
成
の
ち
穿
孔
1つ
あ
り
良
好

外
面
胴
部
に
ス
ス

付
着

84
-6

Ⅷ
区

4
弥
生
土
器

甕
1/
4

内 外
淡
橙
灰
色

淡
橙
灰
色
ナ
デ
、
ケ
ズ
リ
ナ
デ

日
縁
部
上
半
部
に
凹
線
文
を
ナ
デ

消
し
て
い
る

や 良
や 不
0,
5～
l 
ma
程
度
の
自

色
砂
粒
を
含
む

84
-7

Ⅷ
区
B
4

土
師
器

高
不
2/
3
(1
47
)

(内
)淡
黄
灰
色

(外
)淡
黄
灰
色
ナ
デ

ナ
デ
、
ミ
ガ
キ
、

ハ
ケ
メ

良
好
密

84
-8

14
1t
t 
C
4

土
師
器

甕
1/
4

(日
縁
部
)

(1
9,
4)

(内
)淡
黄
灰
白
亡

(外
)淡
橙
灰
白
t
ナ
デ
、
ケ
ズ
リ
日
縁
部
ナ
デ
、
打「

部
上
半
ハ
ケ
メ
互

ち
二
部
ナ
デ

良
好
0.
la
un
程
度
の
白
色
砂

粒
目
立
つ

84
-9

Ⅷ
区
A
4

土
師
器

甕
1/
6

(日
縁
部
)
(2
1,
2)

(内
)淡
橙
茶
褐
t

(外
)淡
橙
茶
褐
と
ナ
デ
、
ケ
ズ
リ
ナ
デ
、
ハ
ケ
メ

良
好

外
面
に
ス
ス
付
着

84
--
10

Ⅷ
区
C
4

土
師
器

郷
1/
4
(1
2.
2)

(内
)灰
橙
褐
色

(外
)灰
橙
褐
色
ナ
デ

ナ
デ

良
好
0 
11
1a
l程
度
の
砂
粒
を

含
む

内
面
に
ス
ス
付
着

84
--
11

Ⅷ
区
A
4

土
師
器

高
台
付
壷

完
存

(高
台
部
)

(内
)灰
色

(外
)灰
色

※
橙
色
顔
料
塗
狛
ケ
ズ
リ

ハ
ケ
メ
～
ナ
デ

良
好

l 
aL
Il
程
度
の
砂
礫
を
多

く
含
む

85
-1

Ⅷ
区
A
4

弥
生
土
器

短
頸
壷

６ 部
／ 縁

(9
2)

(内
)淡
黒
色

(外
)早
色

ミ
ガ
キ
、
ナ
デ
ミ
ガ
キ
、
ナ
デ

良
好
3 
au
l前
後
の
白
色
砂
礫

歩
を
で
をⅢ
′
β

85
-2

Ⅷ
区
A

弥
生
土
器

甕
1/
6

(日
縁
部
)
(2
12
)

内 外
淡
黄
灰
白
ど

淡
黄
掲
色
ナ
デ

ナ
デ
、
ハ
ケ
メ

や 良
や 不
0 
1a
ml
程
度
の
砂
粒
を

多
く
含
む

85
-3

Ⅷ
区
A
4

弥
生
土
器

無
顕
壼
1/
10

(日
縁
部
)
(1
4.
8)

内 外
淡
黄
灰
白
色

淡
黒
灰
色
ナ
デ

ナ
デ

日
縁
端
部
に
斜
状
刻
目
文
、
日
縁
下
端

に
3条
の
貼
付
凸
練
、
斜
状
刻
目
文
や
や
不
良
l 
mt
l程
度
の
白
色
砂
礫

を
多
く
含
む

85
-4

Ⅷ
区
A

弥
生
土
器

甕
1/
5

(上
半
部
)

(2
5.
0)
(内
)淡
黄
灰
色

(外
)暗
黄
灰
色
ナ
デ

ナ
デ
、
ハ
ケ
メ

(か
な
り
摩
滅

し
て
い
る
)

胴
部
に
櫛
状
工
具
に
よ
る
列
点
文
良
好
l 
EL
l以
下
の
砂
粒
を
や

や
多
く
含
む

外
面
に
ス
ス
付
着

85
-5

Ⅷ
区
A

4
弥
生
土
器

直
口
壷
1/
4

17
.0

(内
)淡
暗
赤
褐
遭

(外
)淡
暗
褐
色
摩
滅
に
よ
り
不

明
摩
滅
に
よ
り
不

明
日
縁
端
部
に
斜
状
刻
目
文

不
良
01
～
0 
5n
E程
度
の
自

色
砂
粒
目
立
つ

86
-6

ll
lt
tA

4
弥
生
土
器

甕
1/
6

(日
縁
部
)
(2
0.
4)

(内
)淡
橙
灰
白
t

(外
)淡
橙
灰
白
亡
ナ
デ
、
ハ
ケ
メ
ナ
デ
、
ハ
ケ
メ
く
の
字
日
縁
、
日
縁
部
に
1条
の

団
祭
甘

良
好
0,
la
u程
度
の
砂
粒
を

含
む

85
-7

皿
区
A
4

弥
生
土
器

高
郷
1/
3

(脚
部
)

(1
60
)

(内
)暗
褐
色

(外
)淡
黄
褐
色
ハ
ケ
メ
、
ヘ
ラ

ケ
ズ
ヅ
茸 〒
悪 軍
宵ゼ
ずy
底
縁
部
に
刻
目
文

良
好
0,
2a
 l
l程
度
の
砂
粒
を

多
く
含
む

85
-3

ll
l
tt
 B
4

弥
生
土
器

甕
1/
4

(日
縁
部
)
(1
83
)

(内
)淡
灰
黄
色

(外
)淡
灰
黄
色
ナ
デ

ナ
デ
、
ハ
ク
メ
く
の
字
口
縁

や 良
や 不
0 
1a
ul
程
度
の
白
色
砂

粒
を
含
む

85
-9

Ⅷ
区
A
4

弥
生
土
器

高
イ
1/
2
(郷
部
)
(2
24
)

(内
)暗
灰
色

(外
)暗
桃
灰
色
ミ
ガ
キ
、
ハ
ク

メ
ミ
ガ
キ
、
ハ
ク

メ
不
良

86
-1
0

Ⅷ
区
A
4

弥
生
土
器

姜 璽
1/
2

(底
部
)

(内
)暗
黄
灰
色

(外
)暗
桃
灰
色
ハ
ケ
メ
、
ケ
ズ

リ
ハ
ケ
メ
、 
ミ
ガ

キ
胴
部
に
木
日
に
よ
る
斜
状
刺
突
列

点
文

や 良
や 不
密
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図 号
挿 番

真 版
写 図

地
区
層
位
出
上
位
置
種
 
類

器
種

遺
存
度

径 め
日 ぐ
ｃ

器
高
(c
ln
)

底
径
(c
m)

月
同
吉
Б

(c
in
)
色
  
調

内
面
の
調
整
外
面
の
調
整

形
態
。
文
様
の
特
徴

焼
成

胎
  
土

備
  
考

85
--
11

Ⅷ
区
A
4

弥
生
土
器

土
製
円
盤

(紡
錘
車
未
製
品
)

完
形
(1
/1
)

(内
)淡
黄
褐
色

(外
)淡
黄
褐
色
ハ
ケ
メ

ケヽ
メ

甕
胴
部
片
を
円
形
に
成
形

良
好
l 
nl
l以
下
の
砂
粒
を
や

や
多
く
合
tr

85
--
12

nl
tt
 B

4
弥
生
土
器
土
製
円
盤

(紡
錘
車
)

完
形
(1
/1
)

(内
)暗
灰
色

(外
)暗
桃
灰
色

甕
月同
部
片
を
円
形
に
成
形
、
中
央

部
に
穿
孔

良
好
0.
5n
ul
程
度
の
砂
粒
を

含
む

85
--
13

Ⅷ
区

4
弥
生
土
器
土
製
円
盤

(紡
錘
車
)

完
形
(1
/1
)

(内
)淡
紫
灰
褐
ゼ

(外
)淡
黄
灰
自
t

甕
胴
部
片
を
円
形
に
成
形
、
中
央

部
に
穿
孔

良
好
0 
11
1u
l程
度
の
自
色
砂

粒
を
含
む

94
-1

ll
tt
A
SX
01

弥
生
土
器

甕
４ 部
／ 縁
３ 日

(内
)淡
黄
褐
色

(外
)淡
黄
褐
色
ナ
デ

ナ
デ
、
ハ
ケ
メ

良
好
密

94
-2

皿
区
A

SX
01

弥
生
土
器

甕
1/
2
(底
部
)

(内
)暗
赤
褐
色

(外
)Π
音
赤
褐
色
ミ
ガ
キ
、
ナ
デ
ミ
ガ
キ

や 良
や 不
0 
5m
I程
度
の
砂
粒
を

含
む

底
部
充
填

94
-3

皿
区
A

SX
01
弥
生
土
器

広
日
壷
1/
3

(日
縁
部
)

(内
)淡
黒
灰
色

(外
)淡
黄
白
色
ナ
デ

ナ
デ

日
縁
部
に
斜
格
子
文
、斜
状
劾
目
丈
、

頸
部
に
現
状
5条
の
貼
付
突
帯
文
不
良
0 
5a
II
程
度
の
白
色
砂

粒
を
含
む

94
-4

BI
It
tA
SX
02

弥
生
土
器

甕
4/
/5

(内
)淡
乳
白
色

(外
)淡
黄
褐
色

※
一
部
紅
褐
色

下
部
ケ
ズ
リ
、

上
部
ケ
ズ
ツ
の

ち
ハ
ケ
メ
、ナ
デ

キ ヽ

ガ デ
ミ ナ
部 部 メ

下 上 ケ

(胴
部
)本
日
を
用
い
る
廉
1突
文
、

肩
部
付
近
に
焼
成
前
穿
孔
1つ
(口

縁
)3
本
の
凹
線
文
の
ち
ナ
デ

良
好
2 
1L
u大
の
石
英
粒
、
微

細
長
石
を
少
し
含
む
外
面
胴
部
に
有
黒

斑

94
-5

ll
lt
tA
SX
02
弥
生
土
器

高
邪

1/
10

(口
縁
部
)
(3
22
)

(内
)黄
褐
色

(外
)淡
黄
褐
色
ハ
ケ
メ
の
ち
ミ

ガ
キ

ハ
ケ
メ
の
ち
ミ

ガ
キ

日
縁
部
上
端
に
格
子
文

良
好
l 
nu
l程
度
の
砂
粒
を
多

く
含
む

94
-6

Ⅷ
区

SX
03

弥
生
土
器

養
1/
4

(日
縁
部
)
(
17
4)

(内
)淡
褐
灰
色

(外
)淡
黄
灰
褐
在
ミ
ガ
キ
、
ナ
デ
ケヽ
メ
、
一
部

iガ
キ
、
ナ
デ

や 良
や 不
1～
2 
11
JH
程
度
の
白
色

砂
粒
を
少
し
含
む

94
-7

Ⅷ
区
A

SX
03
弥
生
土
器

1/
3
(底
部
)

(内
)淡
灰
白
色

(外
)淡
黄
灰
白
在
ナ
デ

ミ
ガ
キ
の
ち
ナ

良
好
0 
5a
ul
程
度
の
砂
粒
目

立
つ

94
-8

14
1区

SX
04
弥
生
土
器

高
不

1/
10

(日
縁
部
)
(2
6.
0)

(内
)淡
橙
灰
白
荏

(外
)淡
橙
灰
白
亡
ナ
デ
、
ミ
ガ
キ
ナ
デ

日
縁
端
部
に
刻
目
文

不
良
密

94
-9

Ⅷ
区

SX
04
弥
生
土
器

壷
1/
4

(日
縁
部
)

(内
)明
茶
褐
色

r猟
HゝR
な
梱
魯
ミ
ガ
キ

ミ
ガ
キ
、
ナ
デ
、

ハ
ケ
メ

良
好
0.
5m
ll
程
度
の
白
色
砂

粒
目
立
つ

94
-1
0

Ⅷ
区

SX
04
弥
生
土
器

甕
1/
2

(底
部
)

(内
)黄
白
灰
色

(外
)淡
橙
白
灰
在
ナ
デ

ミ
ガ
キ
、底
部
ミ

ガ
キ
の
ち
ナ
デ

不
艮
05
硼
～
l 
lu
n程
度
の

白
色
砂
粒
を
多
く
含
む

95
-1

ll
lt
tA
SX
05

弥
生
土
器

一 霊
1/
3

(日
縁
部
〕

1)
(内
)淡
褐
灰
色

(外
)淡
褐
灰
色
ナ
デ

ナ
デ

口
縁
吉
Sに
亥
J日
文

良
好
l 
El
l程
度
の
白
色
砂
礫

歩
や
や
2で
合
す 「

95
-2

ll
lt
tA

SX
05

弥
生
上
器

壷
1/
10

(日
縁
部
)

(内
)淡
黄
灰
白
在

(外
)淡
黄
灰
白
t
ナ
デ

ナ
デ

日
縁
端
部
に
山
形
斜
状
文
、
同
上

面
に
斜
格
子
文
、
現
状
で
3つ
の

焼
成
前
穿
孔
が
あ
る

や
や
不
良
0.
5m
l程
度
の
砂
粒
を

多
く
含
む

95
-3

ll
I区

SX
05

弥
生
土
器

壷
1/
10

(日
縁
部
)
(
34
6)

(内
)淡
黄
褐
灰
C

(外
)淡
黄
掲
灰
t
ナ
デ

ナ
デ

口
縁
端
部
に
山
形
斜
格
子
文
、
同

上
面
に
斜
格
子
文
と
円
形
浮
文

良
好
0 
11
1L
D程
度
の
自
色
砂

粒
を
含
む

一
部
に
赤
色
顔
料

除
布

95
-4

Ⅷ
区
A
SX
05
弥
生
土
器

甕
1/
3

(日
縁
部
)
(2
2.
3)

内 外
淡
黄
褐
色

淡
褐
色
ハ
ケ
メ
、 
ミ
ガ

キ
ハ
ケ
メ

良
好
Ol
～
0 
5m
I程
度
の
砂

粒
を
多
く
含
む

95
-5

Ⅶ
区

SX
05

弥
生
土
器

甕
1/
6

(日
縁
部
)
(1
67
)

内 外
淡
黄
灰
色

淡
黄
灰
色
ハ
ケ
メ
、
ナ
デ
ハ
ケ
メ
、
す
デ

良
好
密
(0
と
tt
ul
以
下
の
砂

粒
を
多
く
含
む
)

95
-6

Ⅷ
区
A
SX
05
弥
生
土
器

霊
1/
4

(日
縁
部
)
(1
6.
6)

(内
)淡
黄
白
色

(外
)淡
黄
白
色
ハ
ケ
メ
、
ナ
デ
ハ
ケ
メ
、
ナ
デ
日
縁
部
強
い
ナ
デ
の
た
め
、
一
条

の
凹
線
文
が
あ
る
よ
う
に
見
え
る
良
好
O 
la
ll
程
度
の
砂
粒
を

含
む

95
-7

Ⅷ
区
A
SX
05

弥
生
土
器

甕
1/
3

(日
縁
部
)
(1
7.
5)

(内
)淡
黄
灰
白
セ

(外
)淡
黄
灰
白
造
ナ
デ

ハ
ケ
メ
、
ナ
デ
日
縁
部
に
3条
の
凹
線
文
、
頸
部

に
貼
付
突
帯
文
、
指
で
つ
ま
ん
だ

単
圧
明
瞭

不
良
0.
3a
vI
I程
度
の
砂
粒
を

含
む

95
-8

Ⅷ
区
A
SX
05

弥
生
土
器

高
台
付
鉢

完
形
(1
/1
)

9,
3

(低
)

16
0
(内
)淡
黄
灰
色

(外
)淡
黄
灰
色

ハ
ケ
メ
の
ち
ナ

デ
、
ナ
デ

グ
ア
ミ
〃
キ
の
ち
ヨ

コ
ミ
ガ
キ
の
ち
タ
テ

方
向
へ
の
強
い
ナ
デ
日
縁
部
外
側
に
凹
線
文
(か
な
り

摩
滅
し
て
い
る
)

良
好
1～
2 
tt
ul
程
度
の
砂
礫

を
多
量
に
含
む

95
-9

MI
I区

SX
05

弥
生
土
器

甕
1/
10

(日
縁
部
)
(2
7.
4)

(内
)淡
黄
白
色

(外
)淡
灰
白
色
ハ
ケ
メ

ナ
デ

口
縁
部
に
1条
の
凹
線
文
の
ち
亥
J

目
文

良
好

95
--
10

Ⅷ
区
A

SX
05

弥
生
土
器

甕
1/
2
イに
鍬
Ⅲ

(内
)褐
色

(外
)褐
色

ナ
デ

凱 ｙ ア

底 ナ
ヽ
す
ア
、
秘

ミ 近
良
好
0 
5a
ll
程
度
の
白
色
砂

粒
を
多
く
含
む

95
-H

Ⅷ
区
A

SX
05

弥
生
土
器

壷
1/
8

(底
部
)

(内
)淡
黄
白
色

(外
)淡
黄
白
色
ナ
デ
、
ケ
ズ
ツ
ミ
ガ
キ
、す
ア
、底
部
付

近
ミ
ガ
キ
の
ち
ナ
デ

や
や
不
良
密
(0
,5
EU
L程
度
の
砂

粒
を
少
量
含
む
)

95
-1
2

皿
区
A
SX
05

弥
生
土
器

〓 霊
２ ０
ツ は

(内
)黄
褐
色

(外
)暗
黄
褐
色
ミ
ガ
キ
、
ナ
デ
ミ
ガ
キ
、す
デ
、底
部
(

近
ミ
ガ
キ
の
ち
ナ
デ

良
好
0.
5n
ul
程
度
の
砂
粒
を

含
む

95
-1
3

Ⅷ
区

SX
05

弥
生
土
器

壺
完
存
(底
部
)

(内
)黄
灰
色

(外
)黄
灰
色
指
ナ
デ
痕
、
ノ

ケ
メ

ミ
ガ
キ

や
や
不
良
0 
1H
la
l程
度
の
金
雲
母

を
含
む

95
--
14

皿
区
A
SX
05
弥
生
土
器

壷
婢 卸

(内
)淡
橙
灰
色

(外
)淡
黄
灰
色
ハ
ケ
メ
、
ナ
デ
ハ
タ
メ
、(
ミ
ガ
キ
)、

摩
滅
の
た
め
不
明

や 良
や 不

l 
II
JH
程
度
の
白
色
の
砂

礫
を
多
く
含
む
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図 号
挿 番

写
真
図
版
地
区
層
位
出
上
位
置
種
 
類

器
 
種

遺
存
度

径 ｍ，
日 く
ｃ

器
高
(c
II
)
醒 ω
脚 ｍ

色
  
調

内
面
の
調
整
外
面
の
調
整

形
態
・
文
様
の
特
徴

焼
成

胎
  
土

備
  
考

96
-1

ll
lt
tA
SX
05

弥
生
上
器

重
1/
2
(2
93
)

(内
)淡
黄
色

(外
)淡
灰
白
色
ハ
ケ
メ

ハ
ケ
メ

口
縁
部
6条
の
凹
線
文
、
そ
れ
ぞ
れ
に
変

目
文
、
口
縁
か
ら
頸
部
に
か
け
て
、
一
笥

棒
状
の
浮
文
、
日
縁
部
下
段
と
頸
部
に
6

ム
ムヽ
の
Rn
建
寸
軍
凱
Jr
 4
.l
Ⅲ
簡
地
ヤ

良
好
密
(0
.l
ml
l～
2 
au
lの

微
砂
粒
を
多
く
含
む
)

96
-2

41
tt
A

SX
05

弥
生
土
器

甕
1/
3
(
21
4)

(内
)淡
責
灰
色

(外
)淡
黄
橙
色
ハ
ケ
メ
、
ナ
デ
、

ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
ハ
ケ
メ
、
ヘ
ラ

ミ
ガ
キ

日
縁
部
に
2条
の
凹
線
文
、
頸
部
に
貼
付
突

帯
文
、1
同
部
に
木
日
に
よ
る
2列
の
刺
突
文
帯
良
好
密
(l
 E
Ul
l以
下
の
自
色

砂
粒
を
多
く
含
む
)

96
-3

皿
区
A
SX
05

弥
生
上
器

甕
1/
4
(2
04
)

(内
)淡
黄
灰
色

(外
)淡
橙
灰
色
ハ
ケ
メ
、
す
デ
ハ
ケ
メ
、
ナ
デ
口
縁
部
に
2条
の
凹
線
文
、
頸
部

に
貼
付
突
帯
文

艮
好
0.
5a
lE
程
度
の
砂
粒
を

含
む

96
-4

皿
区
A
SX
05
弥
生
土
器

竃
1/
3
(1
7.
8)

(内
)淡
黄
灰
色

(外
)淡
黄
灰
色
ハ
ケ
メ
、
す
デ
ハ
ケ
メ
、
ナ
デ
口
縁
部
に
3条
の
凹
線
文
の
ち
刺

突
痕
、
頸
部
に
貼
付
突
帯
文
、
肩

部
に
木
日
に
よ
る
斜
状
刺
突
文

良
好
0 
5R
ul
程
度
の
白
色
砂

粒
を
含
む

97
-1

ll
lt
tA
SX
06

弥
生
土
器

一 霊
ほ
ぼ
完
形

(1
/1
)

(内
)黒
色

(外
)淡
黄
灰
色

ハ
ケ
メ
、
指
頭

圧
痕

ガ
ゝ ア

メ ナ
ケ ヽ

ハ キ
外
面
胴
部
中
央
に
貝
殺
腹
縁
に
よ

る
剤
李
甘

不
良
0 
5E
ul
程
度
の
白
色
砂

粒
目
立
つ

有
黒
斑

97
-2

Ⅷ
区

SX
06

弥
生
土
器

壷
ほ
ぼ
完
形

(1
/1
)

(内
)淡
黄
色

(外
)淡
黄
色

タ
ア
万
同
ハ
ケ

メ
、
指
頭
圧
痕

(頸
部
)、
ナ
ラ

タ
テ
万
同
ハ
タ
メ

の
ち
ミ
ガ
キ
(下
半

分
)
底
部
付
近
ミ
ガ

日
縁
部
に
刻
目
文
、
外
部
胴
部
中

央
に
貝
殻
腹
縁
に
よ
る
刺
突
文

不
良
密
(l
I「
tI
程
度
の
砂
礫

を
多
量
に
含
む
)

内
部
粘
土
継
ぎ
目

あ
り

97
-3

Ⅷ
区
A

SX
06
弥
生
土
器

士 霊
1/
5

(口
縁
部
)
(3
54
)

(内
)黄
色

(外
)黄
色
ハ
ケ
メ
、
ナ
デ
ハ
ケ
メ
、
す
デ
日
縁
部
に
3条
の
凹
線
文

良
好
0 
1H
un
以
下
の
砂
粒
を

多
く
含
む

97
-4

VI
It
tA
SX
06

弥
生
土
器

甕
1/
2

21
3
(内
)淡
橙
灰
白
亡

(外
)淡
橙
灰
白
在
ナ
デ

ナ
デ
の
ち
ハ
ケ

メ
、下
部
ミ
ガ
キ
胴
部
に
貝
殻
腹
縁
に
よ
る
刺
突
文
や
や
末
自

1～
2 
Eu
nの
砂
礫
を
多

く
含
む

外
面
に
ス
ス
付
着

97
-5

Ⅷ
区

SX
06
弥
生
上
器

甕
1/
2

(内
)淡
橙
灰
白
亡

(外
)淡
橙
灰
自
亡
ナ
デ

ハ
ケ
メ
(日
縁

部
回
転
ナ
デ
)
胴
部
に
貝
殻
腹
縁
に
よ
る
刺
突
文
良
好
0 
1H
LE
程
度
の
砂
粒
を

多
く
含
む

外
面
に
ス
ス
付
着

97
-6

lu
lt
tA
SX
06

弥
生
土
器

壷
1/
10
(1
9,
6)

(内
)淡
灰
IF
J色

(外
)淡
黄
灰
褐
亡
ナ
デ

ハ
ケ
メ
、
ナ
デ
胴
言
Б
に
束
け突
列
常
R)
〔
(音
卜
分
)

不
良
密
(0
 1
Hu
l程
度
の
砂

粒
を
多
く
含
む
)

97
-7

lu
tt
A
SX
06
弥
生
上
器

甕
1/
8

(日
縁
部
)
(3
3.
2)

(内
)淡
黒
灰
色

(外
)淡
黄
灰
褐
t
ハ
ケ
メ
、
ナ
デ
ハ
ケ
メ
、
ナ
デ

や
や
不
良

97
-8

肛
区
A
SX
06

弥
生
土
器

完
存
(底
部
)

(内
)淡
明
黄
灰
窪

(外
)淡
明
黄
棒
灰
迫
ナ
デ

ミ
ガ
キ

不
良
0 
5n
ul
程
度
の
白
色
砂

粒
を
多
く
含
む

外
面
に
ス
ス
付
着

97
-9

皿
区
A
SX
06

弥
生
土
器

甕
(底
部
)

(内
)淡
褐
色

(外
)暗
赤
橙
褐
t
ナ
デ

ミ
ガ
キ
、ナ
デ
、底
部
ト

近
ミ
ガ
キ
の
ち
ナ
デ

良
好

98
-1

ll
lt
tA
SX
06

弥
生
土
器

甕
1/
8

(日
縁
部
)
(1
78
)

(内
)淡
褐
色

(外
)淡
黄
褐
色
ミ
ガ
キ
、
ナ
デ
ハ
ケ
メ
、
ナ
デ

や
や
不
良
密
(0
 1
nu
l以
下
の
砂

粒
を
含
む
)

外
面
に
ス
ス
少
量

付
着

98
-2

ll
lt
tA
SX
06
弥
生
土
器

甕
ほ
ぼ
完
形

(底
部
欠
く
)

(内
)暗
褐
色

(外
)暗
褐
色

上
部
は
ハ
ケ
メ
、

底
部
は
ケ
ズ
リ

の
ち
ミ
ガ
キ

ハ
ケ
メ
、
ナ
デ
、

ミ
ガ
キ

胴
部
に
刺
突
文

不
良
O 
lm
ll
程
度
の
砂
粒
を

多
く
含
む

98
-3

14
1t
tA
SX
06

弥
生
土
器

甕
1/
2

(内
)淡
黄
灰
色

(外
)淡
黄
灰
色
ハ
ケ
メ

ハ
ケ
メ
、
胴
部

下
ミ
ガ
キ

日
縁
部
に
2条
の
凹
線
文
の
ち
に

斜
状
刻
目
文
、
頸
部
に
貼
付
突
帯

文
(指
押
し
の
単
位
)

良
好

98
-4

Ⅷ
区

SX
06

弥
生
土
器

篭
1/
3

(内
)淡
黄
灰
褐
亡

(外
)淡
黄
灰
褐
荏
ハ
ケ
メ
、
ナ
デ
ハ
ケ
メ
、
ナ
デ
、

ミ
ガ
キ

口
縁
部
に
貝
殻
条
痕
に
よ
る
刻
日
文
、

頸
部
に
貼
付
突
帯
文
、
胴
部
に
2列
互

貝
殻
腹
縁
に
よ
る
斜
状
刺
突
文

良
好
0.
5E
un
程
度
の
金
雲
母

を
含
む

98
-5

Ⅷ
区

SX
06

弥
生
土
器

甕
1/
8

(内
)褐
灰
色

(外
)褐
灰
色
ナ
デ
、
ハ
ケ
メ
、

ミ
ガ
キ

ハ
ケ
メ
、
ナ
デ
日
縁
部
に
本
口
に
よ
る
斜
状
刺
突

文
、
胴
部
2条
の
列
点
文

不
良
0.
1～
0 
5n
ll
程
度
の
砂

粒
を
多
く
含
む

98
-6

14
1t
tA

SX
06

弥
生
土
器

甕
1/
10

(口
縁
部
)
20
8

(内
)褐
色

(外
)褐
色

ナ
デ

ナ
デ
、
ハ
ケ
メ
日
縁
部
に
3条
の
凹
線
文

良
好

外
面
に
ス
ス
付
着

98
-7

Ⅷ
区
A
SX
06

弥
生
土
器

甕
1/
4

(内
)淡
貢
色

(外
)淡
黄
色
ハ
ケ
メ
、
す
デ
ハ
ク
メ
、
ナ
デ
日
縁
部
に
木
日
に
よ
る
斜
状
刺
突

文
、
凹
線
状
の
強
い
ナ
デ
痕

や 良
や 不

98
-8

14
1t
tA

SX
06

弥
生
土
器

霊
1/
3

0同
部
)

(3
2.
4)
(内
)淡
黄
橙
色

(外
)淡
黄
橙
色
ハ
ケ
メ
、
ナ
デ
ハ
ケ
メ
、
ナ
デ

や
や
不
良
0 
5m
a程
度
の
砂
粒
を

多
く
含
む

99
-1

Ⅷ
区
A
SX
07

弥
生
土
器

甕
1/
2

(内
)淡
灰
乳
白
t

(外
)淡
灰
乳
白
t

(故
損
部
暗
掲
色
,黒
色
ハ
ケ
メ
、
ナ
デ
ハ
ケ
メ
の
ち
ミ

ガ
キ
(底
部
ミ

ガ
キ
の
ち
ナ
デ
)

胴
部
に
2列
の
本
口
に
よ
る
斜
状

刺
突
列
点
文

不
良
Ol
～
0 
5H
un
程
度
の
砂

粒
を
含
む

99
-2

ll
lt
tA
SX
07

弥
生
土
器

甕
1/
2

17
.2

(内
)淡
灰
黄
白
t

(外
)淡
灰
黄
白
t
ナ
デ

ナ
デ
、
ハ
ケ
メ
外
面
の
器
壁
が
剥
離
し
て
い
る

不
良
01
～
5 
al
l程
度
の
大

小
の
白
色
砂
粒
目
立
つ

99
-3

Ⅷ
区
A
SX
07
弥
生
土
器

甕
1/
4
(2
9,
4)

(内
)H
音
灰
褐
色

(外
)Π
吉
灰
褐
色
ヨ
コ
ナ
デ

ハ
ケ
メ
の
ち
ヨ

コ
ナ
デ

や 良
や 不

0 
1a
ll
D程
度
の
白
色
砂

粒
を
含
む

外
面
に
ス
ス
付
着

99
-4

Ⅷ
区
A

SX
07

弥
生
土
器

甕
３ 部
／ 縁
１ 日

(内
)灰
色

(外
)淡
黄
灰
色
ケヽ
メ
、
ナ
デ
ハ
ケ
メ
、
ナ
デ

ギ 良
ヾ 不
01
～
0 
2a
ul
程
度
の
白

色
砂
粒
を
含
む

外
面
に
ス
ス
付
着

99
-5

Ⅷ
区
A

SX
07

弥
生
土
器

一 霊
1/
4

(内
)淡
黄
灰
臼
g

(外
)淡
黄
灰
白
亡
ミ
ガ
キ
、
ナ
デ
クヽ
メ
、
ナ
デ
日
縁
端
部
に
山
形
斜
状
文
、
同
上
面
に
斜
,

子
文
と
ハ
ケ
状
工
具
に
よ
る
刺
突
列
点
文
不
艮
l 
au
l程
度
の
白
色
砂
礫

目
立
つ

外
面
に
赤
色
顔
料

塗
布
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図 号
炉 番

写
真
図
版
地
区
層
位
出
上
位
置
種
 
類

器
 
種

遺
存
度

径 耐
口 で
ｃ
綿 師
底
径
(c
ll
l)

胴
部
(c
lo
)
色
  
調

内
面
の
調
整
外
面
の
調
整

形
態
・
文
様
の
特
徴

焼
成

胎
  
土

備
 
考

99
-6

Ⅷ
区
A
SX
07

弥
生
土
器

1/
4

(3
4,
8)
(内
)淡
黄
白
色

(外
)淡
黄
白
色
ハ
ケ
メ

ミ
ガ
キ
の
ち
一

部
ナ
デ

頸
部
に
宍
帯
文
の
ち
刻
目
文
、斜
状
文
、肩
菩

に
斜
状
格
子
文
、
木
日
に
よ
る
刺
突
列
点
】
や 良
や 不
01
～
l 
ml
程
度
の
自

色
砂
粒
目
立
つ

焼
成
時
破
損
上
器
、内

外
面
と
も
に
有
黒
斑

10
0-
1

Ⅷ
区

SX
08

弥
生
土
器

士 亜
1/
2
(1
9,
2)

(内
)淡
貢
灰
色

(外
)淡
黄
橙
灰
荏
ナ
デ
、
ミ
ガ
キ
ナ
デ
、
ハ
ケ
メ
頸
部
に
貼
付
突
帯
文

不
良
0.
5m
l程
度
の
白
色
砂

粒
を
含
む

10
0-
2

Ⅷ
区
A
SX
08

弥
生
土
器

重
1/
2
(1
32
)

(内
)黄
褐
色

(外
)黄
褐
色
ナ
デ
、
ハ
ケ
メ
ナ
デ
、
ハ
ケ
メ
口
縁
部
に
本
国
に
よ
る
刻
目
文

良
好
Ol
～
l 
HI
D程
度
の
白

色
砂
粒
を
含
む

10
0-
3

Ⅷ
区
A
SX
08

弥
生
上
器

士 電
1/
10

(口
縁
吉

“)
(2
80
)

(内
)淡
黄
色

(外
)淡
責
色
ナ
デ

ナ
デ

口
縁
端
部
に
木
日
に
よ
る
2列
の

刺
突
文

や 良
や 不
0.
1～
0 
51
tu
l程
度
の
砂

粒
を
多
く
含
む

10
0-
4

Ⅷ
区
A
SX
08

弥
生
土
器

1/
3

(内
)淡
黄
色

(外
)淡
責
褐
色
ナ
デ
、
指
頭
圧

痕
ハ
ケ
メ
、
ナ
デ
頸
部
に
貼
付
突
帯
文
、
斜
状
刺
突

列
点
文

不
良
0 
5H
ll
程
度
の
砂
粒
を

多
く
含
む

10
0-
5

Ⅷ
区
A
SX
08
弥
生
土
器

一 堕
1/
4
(2
5.
3)

(内
)淡
黄
灰
色

(外
)淡
黄
灰
色
ナ
デ
、
一
箇
所

ハ
ケ
メ

ハ
ケ
メ

口
縁
部
に
斜
状
亥
J目
文
、
顕
部
に

突
線
が
め
ぐ
る

良
好
l 
II
I程
度
の
砂
礫
を
多

く
含
む

10
0-
6

Ⅷ
区
A
SX
08

弥
生
土
器

直
日
壺

ほ
ぼ
完
形

(1
/1
)

(内
)淡
黄
灰
色

(外
)淡
黄
灰
色
ミ
ガ
キ
、
ナ
デ
ミ
ガ
キ

日
縁
部
に
焼
成
前
穿
孔
4、
胴
部

に
焼
成
後
穿
孔
2

良
好
密
(0
 1
ou
n以
下
の
微

砂
粒
を
含
む
)

外
面
に
有
黒
斑

10
0-
7

Ⅷ
区
A
SX
08

弥
生
土
器

甕
ほ
ぼ
完
形

(1
/1
)

(内
)淡
挑
色

(外
)淡
桃
灰
色
ナ
デ
、
ナ
デ
の

ち
ケ
ズ
リ
ナ
ア
、
ミ
ガ
キ
、底
部
利

近
ミ
ガ
キ
の
ち
ナ
デ
日
縁
端
部
に
亥
J目
文
、 
男 Π
tt
に
木

日
に
よ
る
刺
突
列
点
文

良
好
l 
nu
l程
度
の
砂
礫
を
多

く
含
む

外
面
に
ス
ス
付
着

10
0-
8

Ⅷ
区
A
SX
08

弥
生
土
器

直
日
重

2/
/3

20
,8

(内
)黒
灰
褐
色

(外
)淡
黄
褐
色
ハ
ケ
メ
、
ナ
デ
ケ
ズ
リ
の
ち
ミ

ガ
キ
、
ナ
デ
顕
部
に
2条
の
突
線
、肩
か
ら
1同
部
に
沈
線
((

条
×
3)
、
胴
部
に
木
口
に
よ
る
刺
突
列
点
】
不
良

10
0-
9

Ⅷ
区
A

SX
08
弥
生
土
器

甕
1/
3

(内
)灰
白
恒

(外
)灰
白
進

ナ
デ

ナ
デ
、
一
部
に

ハ
ケ
メ

日
縁
部
に
斜
状
刻
目
文

や
や
不
良
01
1」
D程
度
の
砂
粒
が

目
立
つ

10
0-
10

Ⅶ
区

SX
08

弥
生
土
器

甕
1/
2

(日
緻
部
)

22
.2

(内
)淡
黄
橙
色

(外
)淡
黄
橙
色
ミ
ガ
キ
、
ナ
デ
ケヽ
メ
、
ナ
デ

良
好
0 
5t
lt
l程
度
の
砂
粒
を

多
く
含
む

10
0-
11

Ⅷ
区

SX
08

弥
生
土
器

篭
1/
4
22
2

(内
)黄
褐
色

(外
)黄
褐
色

ナ
デ

ナ
デ
、
ハ
ケ
メ

良
好
0 
5E
IB
程
度
の
白
色
砂

粒
を
含
む

10
1-
―
ユ

Ⅷ
区
A

SX
08

弥
生
土
器

甕
1/
2

(底
部
)

(内
,淡
灰
褐
色

(外
)H
吉
掲
色
ナ
デ
、
ハ
ケ
メ
ガ
キ
、底
部
付
近

ガ
キ
の
ち
ナ
デ

良
好
l 
Hu
l程
度
の
砂
礫
を
多

く
含
む

10
1-
2

Ⅷ
区
A
SX
08

弥
生
土
器

甕
・／
‐ 齢

(内
)褐
色

(外
)淡
橙
灰
白
t
ナ
デ

ミ
ガ
キ

艮
好
0と
～
0 
5a
ul
程
度
の
砂

礫
を
多
く
含
む

10
1-
3

Ⅷ
区
A
SX
08

弥
生
土
器

壷
1/
10
r虐
鍬
ゝ

(1
22
)

(内
)淡
橙
灰
色

(外
)暗
橙
褐
色
剥
離
の
た
め
調

整
不
明

ミ
ガ
キ

不
良
0.
21
n 
l程
度
の
自
色
砂

粒
を
多
く
含
む

10
1-
4

Ⅷ
区

SX
08

弥
生
土
器

甕
３ ０
ツ は

内 外
淡
橙
灰
褐
色

淡
橙
灰
褐
色
ケ
ズ
リ
の
ち
ナ
ミ
ガ
キ
、す
デ
、垣
部
`

近
ミ
ガ
キ
の
ち
ナ
デ

良
好
ln
l程
度
の
白
色
砂
礫

を
多
く
含
む

10
1-
5

Ⅷ
区
A
SX
08

弥
生
土
器

高
杯
1/
4

(脚
部
)

内 外
淡
赤
褐
色

淡
黄
灰
白
色

ケ
ゝ ア

リ ナ
ズ 　 ヽ

ヶ メ
ミ
ガ
キ
、
す
デ
脚
部
裾
に
刺
突
文
(刻
目
文
)

良
好
05
m程
度
の
砂
粒
を

合
す
o

10
1-
6

Vu
l区

SX
08

弥
生
土
器

壷
3/
/4

56
 5
H.
0

(内
)淡
黄
褐
色

(外
)淡
橙
褐
色

ハ
ケ
メ
、
ナ
デ
、

指
頭
圧
痕

ハ
ケ
メ
、
ヘ
ラ

ミ
ガ
キ
、
底
部

付
近
ナ
デ

日
縁
部
内
面
に
ハ
ケ
状
工
兵
に
よ
る
刺

突
列
点
文
、
顕
部
に
貼
付
突
帯
文
、
胴

部
に
木
口
に
よ
る
斜
状
刺
突
列
点
文

や 良
や 不

l 
ml
程
度
の
砂
礫
を
多

く
含
む

外
面
に
黒
班
目
立

10
2-
1

Ⅷ
区

SX
09

弥
生
土
器

甕
1/
8
17
6

(内
)暗
褐
灰
色

(外
)H
害
褐
灰
色
ナ
デ

日
縁
部
ナ
デ
、

胴
部
ハ
ケ
メ
口
縁
部
に
斜
状
刻
目
文

や
や
不
良
0 
1a
wl
以
下
の
白
色
砂

対
歩
合
よ 「

10
2-
2

Ⅷ
区
A

SX
10

弥
生
土
器

甕
1/
3

(1
93
)
(内
)淡
黒
灰
色

(外
)橙
白
色
摩
滅
著
し
い
た

め
不
明

摩
滅
著
し
い
た

め
不
明

不
良
1,
Om
ll
程
度
の
砂
粒
を

多
く
含
む

10
2-
3
77

Ⅷ
区

SX
10

弥
生
土
器

甕
1/
3

(内
)淡
橙
灰
自
C

(外
)淡
橙
灰
白
亡
ナ
デ

ミ
ガ
キ
、
ナ
デ

や
や
不
良
0.
1～
0 
5E
IE
程
度
の
砂

粒
を
多
く
含
む

外
面
に
ス
ス
付
着

10
2-
4

Ⅷ
区

SX
10

弥
生
土
器

甕
1/
2
(底
喜
Б
)

(内
)黒
褐
色

(外
)R
音
赤
褐
色
ナ
デ
、
指
頭
圧

痕
ハ
ケ
メ
、
底
部

付
近
ナ
デ

良
好
0.
lm
ll
程
度
の
砂
粒
を

多
く
含
む

10
2-
5

Ⅷ
区
A
SX
10
弥
生
土
器

重
1/
4
(2
71
)

(内
)淡
橙
褐
色

(外
)暗
橙
褐
色
ナ
デ

ナ
デ

口
縁
部
に
刻
目
文
、
8条
1単
位

の
斜
格
子
文

良
好
密
(0
.5
av
4前
後
の
砂

粒
を
多
く
含
む
)

10
2-
6

Ⅷ
区
A

SX
ll

弥
生
土
器

壷
1/
4

(内
)淡
黒
褐
色

(外
)淡
黒
褐
色
ナ
デ

ナ
デ
、
ハ
ケ
メ
頸
部
に
穿
孔
2つ
、
う
ち
1つ
は

貫
通
せ
ず

不
良
Ol
～
0 
2m
ll
の
白
色
微

砂
粒
を
含
む

10
2-
7

Ⅷ
区
A
SX
ll

弥
生
土
器

甕
1/
8

(口
縁
部
)

(内
)暗
黄
禍
色

(外
)暗
黄
褐
色
ナ
デ

ナ
デ

口
縁
部
に
1条
の
凹
線
文
の
ち
刻

目
文

不
良
O 
la
ul
程
度
の
砂
粒
を

含
む

10
2-
8

Ⅷ
区
A

SX
ll

弥
生
土
器

甕
1/
6

(日
縁
部
)

(内
)淡
褐
灰
色

(外
)淡
褐
灰
色
ナ
デ

ナ
デ

良
好
0,
lm
l程
度
の
砂
粒
目

立
つ

10
2-
9

Ⅷ
区
A
SX
ll

弥
生
土
器

無
頸
壷
1/
10

(2
2.
4)

(内
)淡
黄
灰
色

(外
)淡
黄
灰
褐
t
ケヽ
メ
、
す
デ
ハ
ケ
メ
、
ナ
デ
口
縁
端
部
に
刻
目
文
、
顕
部
に
突

帯
の
ち
刻
目
文

良
好
0 
1H
ul
程
度
の
白
色
砂

粒
目
立
つ

10
2-
10

Ⅷ
区
A
SX
12

弥
生
土
器

壷
1/
4

(日
縁
部
)

(内
)淡
黄
白
灰
亡

(外
)淡
黄
白
灰
t
ナ
デ

ナ
デ

日
縁
部
上
部
に
貼
付
浮
文
、
日
縁

部
に
刻
目
文

や
や
不
良
01
～
0.
51
LE
程
度
の
砂

粒
を
多
く
含
む

10
3-
1
77
Ⅷ
区
B
SX
13

弥
生
土
器

広
口
壷

ほ
ぼ
完
存

(日
縁
部
)

(内
)淡
黄
白
色

(外
)淡
黄
褐
色
ハ
ケ
メ

ナ
デ
(日
縁
部
)、

ハ
ケ
メ

口
縁
部
に
刻
目
文
、
9条
の
断
面

三
角
形
突
帯
文

良
好
密
(微
砂
粒
を
多
く
含

す
oゝ
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挿
図
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写
真
図
版
地
区
層
位
出
上
位
置
種
 
類

器
 
種

遺
存
度

径 ０
日 く
Ｃ

器
高
(c
m)

底
径

(c
ul
)
脚 くｃｍ，

色
  
調

内
面
の
調
整
外
面
の
調
整

形
態
。
文
様
の
特
徴

焼
成

胎
  
土

備
  
考

10
3-
2

Ⅷ
区
B
SX
13

弥
生
土
器

一 霊
ほ
ぼ
完
形

(1
/1
)

13
8

(内
)淡
黄
白
色

(外
)淡
黄
白
色

ナ
デ
、
指
頭
圧

痕
(上
部
)

ア
ア
(日
稼
部
)、
ヘ

ラ
ミ
ガ
キ
の
ち
か
す

か
に
タ
テ
方
向
ハ
ケ

メ
 
ヨ
コ
ナ
商
ナ
デ

口
縁
部
に
亥
J目
文

や
や
不
良

白
色
微
砂
粒
を
多
く
含

む
、 
l 
ln
l程
度
の
砂
礫

を
少
し
含
む

胴
部
中
央
部
に

ハ
ー
ト
形
の
ス
ス

付
着

10
3-
3

Ⅷ
区
B

SX
13

弥
生
土
器

一 霊
2/
/3
(1
07
)

(内
)淡
灰
オ
リ
ー ブ
色

(外
)淡
灰
オ
リ
ー ブ
と
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ

良
好
2 
nu
大
ま
で
の
砂
礫
を

含
む

外
面
に
大
き
な
黒

斑

10
3-
4

Ⅷ
区
B
SX
13

弥
生
土
器

重
３ 部
／ 縁

(1
7.
0)

(内
)淡
黄
灰
色

(外
)淡
黄
橙
色
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
、

ナ
デ
(口
縁
部
)

ナ
デ
(日
縁
部
)、

ハ
ケ
メ

や
や
不
良
1～
2 
Hl
nの
砂
礫
を
少

量
含
む

10
3-
5

Ⅷ
区
B

SX
13

弥
生
土
器

甕
1/
2以
上

(内
)褐
色

(外
)黄
褐
色

ガ 部 デ

ミ 底 ナ

ケ
メ
、

ヽ
ナ
デ
、

近
ョ
コ

ハ キ 付

ハ
ケ
メ
の
ち
ミ

ガ
キ
、
ナ
デ

良
好
0 
5a
vl
程
度
の
砂
粒
を

多
く
含
む

外
面
に
ス
ス
付

着
、
焼
成
破
裂
痕

土
器

10
3-
6

Ⅷ
区
B
SX
13

弥
生
土
器
バ
ケ
ツ
形
の
上
器
ほ
ぼ
完
形

(1
/1
)
28
,2

19
.2

(内
)淡
黄
灰
色

(外
)淡
黄
灰
色
ナ
デ
の
ち
ハ
ケ
メ

(底
部
)、
ハ
ケ
メ
ナ
デ
(口
縁
部
)、
ハ

ケ
メ
、す
デ
(底
部
)

良
好
l 
al
L以
下
の
自
色
砂
粒

を
多
く
含
む

内
外
面
に
有
黒
斑

10
3-
7

Ⅷ
区
B

SX
13

弥
生
土
器

甕
1/
2以
下

(内
)淡
褐
灰
色

(外
)淡
褐
灰
色
ハ
ケ
メ

ハ
ケ
メ
、
ミ
ガ

キ
(底
部
)

良
好
0 
1D
ul
程
度
の
砂
粒
を

多
く
含
む

外
面
胴
部
に
ス
ス

付
着

10
4-
1

Ⅷ
区

SX
13
弥
生
上
器
高
台
付
壷

完
存
(底
部
)

(内
)淡
黄
褐
色

(外
)淡
黄
褐
色

，
、 ヘ

部 ち
底 の キ

く メ ガ

デ ケ ミ

ナ ハ ラ

ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
、

ナ
デ

良
好

l 
mm
程
度
の
自
色
砂
礫
を

多
く
含
む
、
2～
3m
の
砂

礫
を
ご
く
わ
ず
か
に
含
む
外
面
に
有
黒
斑

10
4-
2

Ⅷ
区
B

SX
13
弥
生
土
器
高
台
付
重

完
存

(高
台
部
)

(内
)淡
橙
灰
色

(外
)淡
灰
褐
色
ナ
デ

ナ
デ

良
好
Ol
～
0 
5a
ll
程
度
の
自

色
砂
粒
を
多
く
含
む

10
4-
3

Ⅷ
区

SX
13

弥
生
土
器
高
台
付
壷

完
存

(高
台
部
)

(内
)淡
褐
色

(外
)淡
橙
褐
色
ナ
デ

ナ
デ

良
好
01
～
0 
5a
ul
程
度
の
白

色
砂
粒
を
多
く
含
む

10
4-
4

Ⅷ
区
B
SX
13
弥
生
土
器

高
イ

ほ
ぼ
完
形

(1
/1
)
:2
6.
8)

(n
,状
歩

(外
)淡
I

※
部
分
泊

巳 色 橙

掏 褐 に

ヨ
コ
万
同
ハ
ケ
メ

の
ち
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
、

ナ
デ
(口
縁
部
)、

ば

ヽ
タ
テ
方

ぐ
脚
部，
、
′

い

ロ ュ ー メ ≠

、

，
生 タ ホ

ア ヽ ヽ ハ 望

ア ラ 向 オ

日
縁
部
に
刺
突
文

不
良
l 
IL
E程
度
の
白
色
砂
礫

を
多
く
含
む

10
4-
5

Ⅷ
区
B
SX
13
弥
生
土
器

壷
3/
/4
(底
部
)

(1
24
)

(内
)淡
黄
色

(外
)淡
黄
褐
色
指
頭
圧
痕
、
ナ
ナ
テ
、
ヘ
フ
ミ
ガ
キ

の
ち
ナ
デ
(下
部
)、

ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
(上
部
)、

や 良
や 不

l 
Hu
l以
下
の
砂
粒
を
多

く
含
む

10
4-
6

Ⅷ
区
B

SX
13
弥
生
土
器

甕
ほ
ぼ
完
存

(底
部
)

(内
)1
音
灰
褐
色

(外
)淡
黄
橙
灰
t
ナ
デ

ミ
ガ
キ
、
ナ
デ
、

摩
滅
に
よ
り
不
リ

や
や
不
農
05
～
1 
0H
ll
程
度
の
自

魯
れ
対
歩
を
で
合
す
o

10
4-
7

Ⅷ
区

SX
14

弥
生
土
器

士 霊
1/
3

(胴
部
)

(3
44
)
(内
)淡
黄
灰
掲
佳

(外
)淡
黄
悟
色
ミ
ガ
キ
、
ナ
デ
ハ
ケ
メ
の
ち
ミ

ガ
キ

肩
部
に
2列
の
本
日
に
よ
る
斜
状

刺
突
列
点
文

良
好
0 
5E
Lu
程
度
の
砂
粒
を

多
く
含
む

内
外
面
に
黒
斑

10
5-
1

Ⅷ
区
B
SX
15

弥
生
上
器

壷
1/
10
(1
5.
6)

(内
)淡
黄
灰
色

(外
)淡
黄
灰
色

ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
の
ち

ナ
デ
、指
頭
圧
痕

ナ
デ
(日
縁
部
)

ナ
デ
(口
縁
部
)、

ハ
ケ
メ

日
縁
部
に
刻
目
文

良
好
密
(1
 2
ul
程
度
の
砂
礫

を
少
量
含
む
)

10
5-
2

Ⅷ
区
A
SX
15

弥
生
土
器

壼
1/
10
以
下

(口
縁
音
焉)

(内
)淡
黄
褐
色

(外
)淡
黄
褐
色
ナ
デ

ナ
デ

良
好
0 
5E
In
程
度
の
砂
粒
を

多
く
含
む

10
5-
3

ll
lt
tA
SX
15

弥
生
土
器

壷
1/
10

(口
縁
部
)
(2
96
)

(内
)淡
橙
灰
色

(外
)淡
橙
灰
色
ナ
デ

ナ
デ

口
縁
部
に
斜
格
子
状
の
刻
目
文
、
日
縁
部
1

面
に
4条
1単
位
の
斜
格
子
文
と
平
行
線
)
良
好
0 
1H
un
以
下
の
微
砂
粒

を
含
む

10
5-
4

ll
lt
t 
B
SX
15

弥
生
土
器
広
口
(長
頸
)壷
1/
6

(日
縁
部
)
(
16
.0
)

(内
)淡
黄
橙
色

(外
)淡
黄
褐
色
ケ
ズ
リ
の
ち
ナ
ナ
デ
、
ハ
ケ
メ
口
縁
部
に
刻
目
文
、
円
形
浮
文
、

頸
部
に
貼
付
突
帯
文

や
や
不
良
白
色
の
微
砂
粒
を
多
く

含
む

Ю
5-
5

Ⅷ
区

SX
15
弥
生
土
器

鉢
1/
4
18
.6

(内
)貢
褐
色

(外
)淡
黄
褐
色
ケヽ
メ
、
す
デ
ナ
デ
、
ミ
ガ
キ
日
縁
端
部
と
頸
部
に
刻
目
文
、
断

面
三
角
形
の
突
帯
文
に
刻
目
文
や
や
不
良

10
5-
6

Ⅷ
区
B
SX
15

弥
生
土
器

壷
1/
4
(
16
.0
)

(内
)淡
黄
褐
色

(外
)淡
黄
橙
褐
在
ハ
ケ
メ
、
す
デ

(日
縁
部
)

ナ
デ
(日
縁
部
)、

ハ
ケ
メ

日
縁
部
に
貼
付
突
帯
文
、
斜
格
子

状
の
刻
目
文

や
や
不
良
l 
al
n以
下
の
砂
粒
を
少

量
含
む

10
5-
7

Ⅷ
区

SX
15
弥
生
土
器

壷
2/
/3
(1
2.
2)

(内
)淡
貢
褐
色

`猟

泌ヽ
浩
協
魯
口
縁
部
ナ
デ
、ヘ
ラ

ミ
ガ
キ
の
ち
ナ
デ
口
縁
部
ナ
デ
、

ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
頸
部
に
透
子し
2箇
所

や
や
不
良
l 
al
l以
下
の
砂
粒
を
多

く
含
む

10
5-
8

Ⅷ
区

SX
15

弥
生
土
器

甕
1/
2

(内
)淡
灰
褐
色

(外
)淡
橙
灰
色
ハ
ケ
メ
、
ナ
デ
ハ
ケ
メ
、
す
デ

不
良
Ol
～
0 
5n
lE
程
度
の
砂

粒
を
含
む

外
面
に
ス
ス
付
着

10
5-
9

Ⅷ
区

SX
15

弥
生
土
器

甕
1/
4
(1
93
)

(2
1.
2)
(内
)淡
灰
黄
色

(外
)灰
黄
色
ハ
ケ
メ

ハ
ケ
メ
の
ち
ミ

ガ
キ

胴
部
に
ハ
ケ
状
工
具
に
よ
る
刺
突

列
点
文

良
好

石
英
．
雲
母
を
含

中 い

い ∝ 砂

か 色ヽ 一

細 む 白

外
面
口
縁
部
と
胴

部
に
ス
ス
付
着

10
5-
10

Ⅷ
区
8
SX
15

弥
生
土
器

甕
1/
2
(底
部
)

(内
)H
吉
褐
色

(外
)H
吉
茶
褐
色
ミ
ガ
キ
、
ナ
デ
ミ
ガ
キ
、ナ
ア
、底
部
(

近
ミ
ガ
キ
の
ち
ナ
デ

良
好
2～
3 
Eu
nの
白
色
砂
礫

を
少
し
含
む

10
6-
II

Ⅷ
区
B
SX
15

弥
生
土
器

重
1/
2
(2
5,
2)

(2
73
)
(内
)淡
黄
灰
色

(外
)淡
黄
褐
色

ナ
デ
(中
央
部
)、

ハ
ケ
メ
(上
部
)、

す
デ
(口
縁
部
)

ナ
デ
(日
縁
部
)、

ハ
ケ
メ

頸
部
に
貼
付
突
帯
文
、
胴
部
貝
殻

腹
縁
に
よ
る
刺
突
列
点
文

良
好
l 
al
u程
度
の
砂
礫
を
少

量
含
む

10
6-
-1
2

Ⅷ
区

SX
15

弥
生
土
器

高
郭

(脚
部
)

(1
5.
2)

(内
)暗
黄
橙
色

(外
)淡
黄
橙
色
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
の

ち
下
部
ハ
ケ
メ
下
部
指
頭
圧
痕
、

上
部
ナ
デ

良
好
1～
2 
ou
lの
砂
礫
を
多

く
含
む

外
面
下
部
に
ス
ス

付
着
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器
 
種

遺
存
度

日
径

(c
ln
)
絲 ｍ

底
径
(c
ll
)

月 同
部
(c
ll
)
色
  
調

内
面
の
調
整
外
面
の
調
整

形
態
。
文
様
の
特
徴

焼
成

胎
  
土

備
  
考

10
6-
13

ll
I区

SX
15

弥
生
土
器

甕
1/
3

(2
80
)
(内
)淡
褐
色

(外
)淡
褐
色
ミ
ガ
キ

ミ
ガ
キ

良
好
0,
5E
Ll
程
度
の
白
色
砂

粒
を
多
く
含
む

ス
ス
付
着
、
明
瞭
な

ふ
き
こ
ば
れ
痕
跡

10
7-
1

Ml
tt
A
SX
16

弥
生
土
器

甕
1/
2

(3
8.
6)
(内
)淡
黄
白
色

(外
)淡
黄
色
″ヽ
ケ
メ

ハ
ケ
メ
の
ち
ミ

ガ
キ

や 良
や 不
0 
5a
lI
程
度
の
自
色
砂

粒
を
多
く
含
む

外
面
に
有
黒
斑

10
7-
2

ll
I区

SX
16
弥
生
土
器

(高
台
付
)甕
2/
/3
(脚
部
)

(内
)淡
黒
色

(外
)H
音
橙
褐
色
ミ
ガ
キ
、
ナ
デ
ナ
デ

不
良
l 
nu
l程
度
の
白
色
砂
礫

を
多
く
含
む

10
7-
3

Ⅷ
区
A

SX
16

弥
生
土
器

甕
2/
3
(底
部
)

(内
)淡
黄
灰
白
在

(外
)淡
橙
灰
白
雀
ナ
デ

ハ
ケ
メ
、
ナ
デ

良
好
3 
nl
l程
度
の
砂
礫
を
多

く
含
む

底
部
の
ナ
デ
が
強

く
粗
雑

10
7-
4

Ⅷ
区
A
SX
16
弥
生
土
器

甕
完
存
(底
部
)

(内
)暗
黄
色

(外
)暗
黄
灰
色
ナ
デ

ナ
デ

良
好
0.
5n
ul
以
下
の
微
砂
粒

を
多
く
含
む

底
部
外
面
に
ス
ス

付
着

10
7-
5

ll
lt
tA
SX
16

弥
生
土
器

甕
1/
4

(底
部
)

(1
0,
8)

(内
)褐
色

(外
)黄
褐
色
ハ
ケ
メ
、
す
デ
ミ
ガ
キ
、ナ
デ
、底
部
ト

近
ミ
ガ
キ
の
ち
ナ
デ

不
良
0.
5～
l 
nu
程
度
の
自

色
砂
粒
を
多
く
含
む

10
7-
6

Ⅶ
区
A

SX
16

弥
生
土
器

壷
1/
4

(日
縁
部
)

(
24
.2
)

(内
)淡
白
色

(外
)淡
黄
白
色
ナ
デ

ナ
デ

日
縁
端
部
に
4条
1単
位
の
斜
格
子
文
、

日
縁
上
面
に
刺
突
列
点
文
、
円
形
浮
文

貼
付
、
3条
1単
位
の
斜
格
子
文

や 良
や 不
密
(l
 a
ll
程
度
の
白
色

砂
礫
を
含
む
)

10
7-
7

Ⅷ
区

SX
16

弥
生
土
器

甕
1/
3

(日
縁
部
)
(2
50
)

(内
)黒
褐
色

(外
)暗
黄
褐
色
ハ
ケ
メ
の
ち
ナ

デ
ナ
デ
、
ハ
ケ
メ

の
ち
ナ
デ

指
頭
圧
痕

や 良
や 不

l 
ml
程
度
の
自
色
砂
礫

矛
合
す
o

10
7-
8

Ⅷ
区

SX
16
弥
生
土
器

一 霊
1/
10
(2
5,
0)

(内
)淡
貢
灰
色

(外
)淡
責
灰
色
ナ
デ

ナ
デ

日
縁
部
に
3条
の
凹
線
文
の
ち
2

方
向
の
斜
状
刻
目
文

や 良
や 不
0 
1n
ul
程
度
の
砂
粒
を

多
く
含
む

10
7-
9

Ⅶ
区
A

SX
16

弥
生
土
器

壷
1/
4

(日
縁
部
)

2
76

(内
)淡
橙
赤
褐
亡

(外
)淡
橙
赤
褐
在
ナ
デ

ナ
デ

口
縁
外
面
刻
目
文
、波
状
文
、
日
蒻

部
上
面
に
4条
1単
位
の
綾
杉
文
や
や
不
良
0 
14
Wl
以
下
の
自
色
砂

粒
を
含
む

10
7-
-1
0

Ⅷ
区

SX
16

弥
生
土
器

甕
1/
10

(日
縁
部
)

2
1,
2

(内
)淡
黄
灰
色

(外
)淡
灰
色
ハ
ケ
メ
、
ナ
デ

(日
縁
部
)

ナ
デ
(口
縁
部
)、

ハ
ケ
メ

良
好
密
(0
 5
1u
n程
度
の
砂

粒
を
多
く
含
む
)

内
面
日
縁
部
と
外
面
日

縁
部
・
1日
部
に
ス
ス
付
是

10
7-
―
ll

Ⅷ
区

SX
16

弥
生
土
器

壷
1/
10
以
下

(日
縁
部
)

(内
)淡
黄
灰
白
全

(外
)淡
黄
灰
白
色
ナ
デ

ナ
デ

日
縁
部
上
面
に
貼
付
突
帯
文
、
日

縁
部
に
3条
1単
位
の
斜
格
子
文
や
や
不
良

10
7-
-1
2

Ⅷ
区

SX
16

土
師
器

壺
1/
3

(口
縁
部
)

(内
)淡
貢
挑
色

(外
)淡
桃
色

ハ
ケ
メ
、
す
デ

(日
縁
部
)

ナ
デ
(日
縁
部
)、

摩
滅
に
よ
り
不
リ

良
好
0 
1a
ll
n以
下
の
砂
粒
を

多
く
含
む

日
縁
部
に
ス
ス
付

着

10
8-
1

Ⅷ
区

SX
17

弥
生
土
器

甕
1/
3

(内
)淡
黄
褐
色

(外
)淡
黄
褐
色
ナ
デ

ナ
デ
(日
縁
部
)、

ハ
ケ
メ

良
好
01
～
0 
5D
ul
程
度
の
砂

粒
日
立
つ

10
8-
2

Ⅷ
区

SX
17

弥
生
土
器

甕
1/
4
(2
1.
0)

(内
)貢
灰
褐
色

(外
)黄
灰
褐
色
ナ
デ
(口
縁
部
)

ハ
ケ
メ

ナ
デ

や 良
や 不
01
11
B程
度
の
砂
粒
含

む

10
8-
3

Ⅷ
区

SX
18

弥
生
土
器

壷
1/
4
(1
7.
0)

(内
)明
褐
灰
色

(外
)明
褐
灰
色
ナ
デ

ナ
デ
、
頸
部
ミ

ガ
キ
の
ち
ナ
デ
日
縁
部
に
斜
状
刻
目
文

良
好
01
～
0 
5D
ul
l程
度
の
白

色
砂
粒
目
立
つ

10
8-
4

Ⅷ
区

SX
19

弥
生
土
器

不
1/
2

4 
1

(内
)貢
自
灰
色

(外
)責
白
灰
色
ミ
ガ
キ
、
ナ
デ
ミ
ガ
キ
、
ナ
デ
、

指
頭
圧
痕

良
好
0.
lE
M4
程
度
の
自
色
砂

粒
含
む

10
8-
5

Ⅷ
区

SX
20

弥
生
土
器

一 電
完
存
(底
部
)

(内
)灰
白
色

(外
)灰
白
色

す
デ

ミ
ガ
キ
、底
部
ミ

ガ
キ
の
ち
ナ
デ

や
や
不
良
01
～
0 
2m
l程
度
の
白

色
砂
粒
を
多
く
含
む
外
部
有
黒
斑

10
8-
6

Ⅷ
区

SX
21
弥
生
土
器

高
不
1/
4
(2
58
)

(内
)黄
褐
色

(外
)黄
褐
色

ナ
デ

ミ
ガ
キ
の
ち
ナ
日
縁
端
部
わ
ず
か
に
凹
線
状
に
凹

才 「
良
好
l 
II
D程
度
の
白
色
砂
礫

を
含
む

10
8-
7

41
tt
 B
SX
21
弥
生
上
器

一 盟
1/
2
(1
94
)

(内
)淡
黄
色

(外
)淡
灰
色
ハ
ケ
メ
、
す
デ
ハ
ケ
メ
、
ナ
デ
日
縁
部
に
刻
目
文

良
好
密
(0
 5
El
l程
度
の
白

色
砂
粒
目
立
つ
)

10
8-
3

Ⅷ
区

SX
21

弥
生
土
器

甕
1/
4

(2
96
)
(内
)淡
黄
色

(外
)淡
黄
白
色
ミ
ガ
キ
、
ハ
ケ

メ
ケ
ズ
リ

肩
部
に
斜
状
の
刺
突
列
点
文

や 良
や 不
密

外
面
に
有
黒
斑
、
舛

面
胴
部
に
ス
ス
付
着

10
9-
1

肛
区
B
SX
22
南
弥
生
土
器

壺
1/
4
(1
76
)

(内
)淡
灰
褐
色

(外
)淡
灰
褐
色
ナ
デ

ナ
デ
(口
縁
部
)
胴
部
に
貝
殻
腹
縁
に
よ
る
刺
突
列

点
文

や 良
や 不
0.
lD
ul
程
度
の
砂
粒
を

多
く
含
む

外
面
胴
部
摩
滅
に

よ
り
調
整
不
明

10
9-
2

皿
区
B
SX
22
南
弥
生
土
器

壷
1/
10

(日
縁
部
)

(内
)淡
黄
橙
褐
亡

(外
)淡
黄
橙
褐
在
ナ
デ

ナ
デ

日
縁
部
上
面
に
2条
1単
位
の
斜

格
子
文
と
2列
の
孔
列
文
、
日
縁

部
に
3条
1単
位
の
斜
格
子
文

や 良
や 不

10
9-
3

Ⅷ
区

SX
22
南
弥
生
土
器

高
イ
1/
4

(脚
部
)

51
(1
3.
8)

(内
)淡
黄
灰
色

(外
)淡
黄
灰
色
ナ
デ

ミ
ガ
キ
の
ち
ナ

ア

や
や
不
良
01
a」
H程
度
の
白
色
砂

粒
目
立
つ

10
9-
4

Ⅷ
区
SX
22
南
弥
生
土
器

壺
1/
6

(日
縁
部
)
(2
86
)

(内
)淡
黄
白
色

(外
)淡
黄
白
色
ナ
デ

摩
滅
が
著
し
く

不
明

日
縁
部
に
2～
3条
1単
位
の
斜
格
子
文
、

日
縁
部
上
部
面
に
2条
1単
位
の
斜
格
子

文
、
6条
の
櫛
描
文
そ
の
下
に
刺
突
文

良
好
l 
al
E程
度
の
白
色
砂
礫

を
多
く
含
む

10
9-
5

Ⅷ
区
SX
22
南
弥
生
土
器

壷
1/
8

(口
縁
部
)
(3
04
)

(内
)淡
貢
褐
色

(外
)淡
黄
褐
色
ナ
デ

ナ
デ

口
縁
部
に
2条
の
凹
線
文
の
ち
斜

状
刻
目
文

良
好

l 
II
ll
程
度
の
砂
礫
を
多

く
含
む

10
9-
6

Ⅷ
区

SX
22
南
弥
生
土
器

広
日
壷
1/
6

(日
縁
部
)
(
31
4;

(内
)淡
黄
灰
色

(外
)淡
黄
灰
色
ナ
デ
、
ハ
ケ
メ
ナ
デ

日
縁
部
上
面
に
3条
1単
位
の
斜
格
子
文
♂

:愛
】盗
毎養
ぜ斐
碑 彎
盟▼
秘覗
騎晉
;

や 良
や 不

l 
ma
l程
度
の
砂
礫
を
多

く
含
む

10
9-
7

Ⅷ
区
B
SX
22
南
弥
生
上
器

高
不

ほ
ば
完
形

(1
/1
)

(1
1,
8)

(内
)淡
黄
白
色

(外
)淡
黄
白
色

タ
テ
方
向
ハ
ク
メ
、

ナ
デ
(口
縁
部
)、
ヘ

ラ
ケ
ズ
リ
(脚
部
)

ミ
ガ
キ
、
す
デ

(底
部
)

良
好
密
(1
～
2 
HI
Bの
砂
礫

を
少
量
含
む
、
白
色
の

糾
あ
対
ル
タ
と
全
か
ヽ
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地
区
層
位
出
上
位
置
種
 
類

器
 
種

遺
存
度

口
径

(c
in
)

器
局

(c
in
)
酪 ⑤

胴
部

(c
ln
)
色
  
調

内
面
の
調
整
外
面
の
調
整

形
態
。
文
様
の
特
徴

焼
成

胎
  
土

備
  
考

10
9-
8

Ⅷ
区

SX
22
南
弥
生
土
器

高
杯

完
存
(脚
部
)

(内
)褐
色

(外
)褐
色

ナ
デ

細
か
な
ミ
ガ
キ
互

ち
丁
寧
な
ナ
デ

不
良
1～
21
1程
度
の
白
色

砂
礫
を
含
む

10
9-
9

Ⅷ
区
B
SX
22
南
弥
生
土
器

一 璽
1/
4

(内
)淡
黄
褐
色

(外
)淡
黄
褐
色
ナ
デ

ナ
デ
、
ミ
ガ
キ

縁 部 文

日 上 点
のヽ 列

文 そ 突

点 刺ヽ

列 文 る

る 線 よ

よ 凹 に

に の 縁

具 条 腹

工 ３ 殻

状 に 貝

櫛 部 に

や 良
や 不

密

11
0-
1

Ⅷ
区

SX
22
南
弥
生
上
器

甕
2/
/3

内 外
淡
橙
灰
色

橙
褐
色
ハ
ケ
メ

ハ
ケ
メ
の
ち
ミ

ガ
キ

胴
部
に
刺
突
文

や 良
や 不
0 
5n
ul
程
度
の
砂
粒
を

含
む

l1
0-
2

Ⅷ
区

SX
22
南
弥
生
土
器

甕
1/
4
(1
7.
6)
(2
4.
0)

(2
00
)
(内
)淡
黄
灰
白
在

(外
)淡
黄
灰
白
亡
ハ
ケ
メ
、
ナ
デ
ハ
ケ
メ
、
ナ
デ
、

外
面
底
部
付
近
ミ

ガ
キ
の
ち
ナ
デ

や 良
や 不

0,
la
lI
程
度
の
砂
粒
を

含
む

HO
-3

Ⅷ
区

SX
22
南
弥
生
土
器

甕
1/
4
(1
7.
7)

(1
91
)
(内
)淡
灰
色

(外
)Π
吉
褐
色
ナ
デ
の
ち
指
押

し
、
ナ
デ

ナ
デ
、
ハ
ケ
メ
胴
部
に
現
状
で
2列
の
刺
突
列
点

文
良
好
0 
5m
l程
度
の
砂
粒
を

多
く
含
む

11
0-
4

ll
lt
t 
B
SX
22
雨
弥
生
土
器

甕
1/
4

(口
縁
部
)
(2
0,
7:

(内
)淡
黄
白
色

(外
)淡
黄
自
色
ハ
ケ
メ
、
ナ
デ
ナ
デ
、
ハ
ケ
メ

や 良
や 不
0 
1m
l以
下
の
砂
粒
を

含
お

外
面
日
縁
部
に
わ

ず
か
に
ス
ス
付
着

HO
-5

Ⅷ
区
B
SX
22
南
弥
生
土
器

甕
1/
2

(日
縁
部
)

内 外
淡
橙
色

淡
橙
色
ハ
ケ
メ
、
ナ
デ
ナ
デ

日
縁
部
に
1条
の
凹
線
文

良
好
0,
5E
ul
程
度
の
砂
粒
を

多
く
含
む

■
0-
6

Ⅷ
区
B
SX
22
南
弥
生
土
器

壺
1/
4

(日
縁
部
)

(内
)淡
黄
褐
色

(外
)褐
色

ナ
デ

ハ
ク
の
ち
ナ
デ

良
好
0.
5a
l程
度
の
砂
粒
を

多
く
含
む

■
0-
7

Ⅷ
区
B
SX
22
南
弥
生
土
器

甕
1/
10

(日
縁
部
)
(
29
0)

内 外
淡
貢
灰
色

淡
黄
灰
色
ハ
ケ
メ
、
ナ
デ
ハ
ケ
、
ナ
デ
頸
部
に
貼
付
突
帯
文
、
日
縁
部
に

3条
の
凹
線
文

良
好

HO
-8

VI
It
t 
B
SX
22
南
弥
生
土
器

甕
1/
3
(上
部
)

内 外
淡
灰
白
色

淡
灰
白
色
ナ
デ

ナ
デ
、
ハ
ケ
顕
部
に
貼
付
突
帯
文

や
や
不
良
l 
nu
l程
度
の
自
色
砂
礫

矛
寡
で
を
■
す
。

HO
-9

Ⅷ
区
B
SX
22
南
弥
生
土
器

甕
完
存
(底
部
)

(内
)淡
褐
色

(外
)淡
黄
灰
褐
在
ミ
ガ
キ
の
ち
一

部
ナ
デ

ミ
ガ
キ
の
ち
ナ

や 良
や 不

1 
lm
程
度
の
白
色
砂
礫

を
含
む

外
面
に
わ
ず
か
に
ス
ス

付
者
、
外
面
に
有
黒
斑

11
0-
10

Ⅷ
区
A

SX
22
南

土
師
器

甕
完
存
(底
部
)

(内
)淡
黄
灰
色

(外
)淡
黄
色
ミ
ガ
キ
、
ナ
デ

外
面
ほ
部
ハ
ケ
メ
の

ち
一
部
ナ
デ
、
外
面

引 Π
部
ミ
ガ
キ
の
ち
―

部
ナ
デ
 
ハ
ケ
メ

良
好
1～
2 
nu
lの
自
色
砂
礫

を
多
く
含
む

11
1-
 1

Ⅷ
区
SX
22
北
弥
生
土
器

直
日
壷
1/
3

(日
縁
部
)
(1
24
)

(内
)淡
黄
灰
色

(外
)暗
淡
黄
灰
荏
ハ
ケ
メ
、
ナ
デ
ナ
デ
、
ハ
ケ
メ
口
縁
部
上
面
に
2条
の
凹
線
文
や
や
不
良
0.
la
un
程
度
の
金
雲
母

歩
合
す
o

[l
l-
2

Vl
 l
区
SX
22
北
弥
生
上
器

高
不
1/
4

(口
縁
部
)
(2
2.
0)

(内
)淡
貢
灰
自
[

(外
)淡
黄
灰
白
亡

ハ
ケ
メ
の
ち
ナ
ハ
ケ
メ
の
ち
ナ
口
縁
部
上
面
に
3条
1単
位
の
斜

格
子
文
、
円
形
浮
文
貼
付

良
好
2 
nu
ll
程
度
の
砂
礫
を
含

む

11
1-
3

Ⅷ
区
SX
22
北
弥
生
土
器

甕
1/
6

(日
縁
音
[)
(1
54
)

(内
)淡
黄
色

(外
)淡
黄
色
ハ
ケ
メ
、
す
デ
ナ
デ

不
良
2 
ma
程
度
の
砂
礫
目
立

lH
-4

Ⅷ
区
SX
22
北
弥
生
上
器

甕
ほ
ぼ
完
形

(1
/1
)

(内
)黒
色

(外
)灰
黄
色
ケ
ズ
′

ハ
ケ
メ
、
指
頭

圧
痕
、
ナ
デ

良
好
微
砂
粒
を
含
む

外
面
月 同
部
に
ス
ス

付
着

lH
-5

Ⅷ
区
SX
22
北
弥
生
土
器

甕
1/
10

(1
9,
2)
(内
)淡
黄
灰
色

(外
)淡
黄
灰
色
ハ
ケ
メ
の
ち
ナ
ハ
ケ
メ
の
ち
ナ
日
縁
部
に
1条
の
凹
線
文
、
胴
部

に
貝
殻
腹
縁
に
よ
る
刺
突
列
点
文
や
や
不
良

lH
-6

Ⅷ
区
SX
22
北
弥
生
土
器

甕
1/
4
(1
44
)
10
4

(1
27
)
(内
)淡
褐
色

(外
)淡
褐
色

ナ
デ

ミ
ガ
キ
、
す
デ
、底

部
付
近
ミ
ガ
キ
の

ち
ナ
デ
、指
頭
圧
痕

口
縁
端
部
に
強
い
ナ
デ
が
あ
る
が
、 
1

条
の
凹
線
文
の
可
能
性
も
あ
り
、
肩
訂

に
木
口
に
よ
る
斜
状
市
1突
列
,ヽ
文

や
や
不
良

11
1-
7

Ⅷ
区
SX
22
北
弥
生
土
器

台
付
甕

存 部
完 脚

内 外
暗
橙
灰
白
亡

淡
橙
灰
白
亡
ナ
デ

キ デ
ガ ナ
ミ 裾

脚
部

や
や
不
良
0 
5n
u程
度
の
砂
粒
を

`|
す

o

lH
-8

84
Ⅷ
区

SX
22
】

t
弥
生
土
器

甕
存 部
完 底

内 外
淡
黒
灰
色

淡
黄
灰
掲
迄
ナ
デ

ガ
キ
、底
部
付
近

ガ
キ
の
ち
ナ
デ

良
好
l 
Du
n程
度
の
白
色
砂
礫

目
立
つ

lH
-9

Ⅷ
区

SX
23

弥
生
土
器

甕
1/
4以
下

(内
)淡
黄
白
色

(外
)淡
黄
白
色
ハ
ケ
メ

ハ
ケ
メ
、
ミ
ガ
キ
、

胴
部
下
半
は
ハ
ク

メ
の
ち
ミ
ガ
キ

良
好
0.
5a
ul
前
後
の
砂
粒
を

多
く
含
む

11
1-
10

Ⅷ
区

SX
23

弥
生
土
器

甕
８ 部
／ 縁
(2
40
)

(内
)淡
黒
褐
色

(外
)淡
褐
白
色
ハ
ケ
メ
、
ナ
デ
ナ
デ

日
縁
部
3条
の
凹
線
文
の
ち
斜
状

の
刻
目
文
、
頸
部
に
貼
付
突
帯
文
不
良
05
～
l 
al
t程
度
の
砂

粒
を
多
く
含
む

l1
1-
H

Ⅷ
区

SD
01

弥
生
土
器

甕
1/
3

(日
縁
部
)
(
22
9)

(内
〉
淡
黄
色

(外
)Π
音
褐
色
ナ
デ
、
指
押
し
ナ
デ

口
縁
部
斜
格
子
状
の
刻
目
文
、
頸

部
に
貼
付
突
帯
文

良
好
Ol
～
0 
5n
ul
程
度
の
白

色
砂
粒
を
含
む

H2
-1

Ⅷ
区
C
SX
24

弥
生
上
器

壺
1/
5

(日
縁
部
)

(
30
0)

(内
)灰
白
色

(外
)灰
白
色
ヨ
ヨ
ナ
デ
ヨ
コ
ナ
デ

口
縁
部
に
3条
1単
位
の
斜
格
子

文
良
好
1～
2 
ml
大
の
砂
礫
を

含
む

11
2-
2

Ⅷ
区
C
SX
24

弥
生
土
器

一 璽
1/
8

(口
縁
部
)

(内
)灰
貢

(外
)灰
黄

粗
い
ハ
ケ
メ
ハ
ク
メ
の
ち
ヨ

コ
ナ
デ

口
縁
部
に
3条
1単
位
の
凹
線
文
、

日
縁
部
上
面
端
部
に
亥
J目
文

や
や
不
良
金
雲
母
含
む

l1
2-
3

Ⅷ
区
C
SX
24

弥
生
土
器

圭 璽
1/
6

(日
縁
部
)

(3
4.
0)

(内
)灰
責
色

(外
)灰
黄
色
ヨ
ヨ
ナ
デ

ヨ
ヨ
ナ
デ

日
縁
部
に
2条
の
凶
線
の
ち
櫛
状
It
th

よ
る
斜
状
刻
目
文
、
日
縁
部
上
面
端
部
体

刻
目
文
、
日
縁
部
内
面
に
櫛
状
工
具
に
」
良
好

01
～
05
1m
程
度
の
砂

粒
、
金
雲
母
を
多
く
含

む



挿
図
番
号
写
真
図
版
地
区
層
位
出
上
位
置
種
 
類

器
 
種

遺
存
度

径

！ｎ，
口 く
Ｃ

器
高
(c
ln
)
解 ｍ
躙 くｃ‐ｎ，

色
  
調

内
面
の
調
整
外
面
の
調
整

形
態
・
文
様
の
特
徴

焼
成

胎
  
土

備
  
考

11
2-
4

Ⅷ
区
C
SX
24

弥
生
土
器

1/
5

(日
縁
部
)

2
22

(内
)オ
リ
ー
プ
黒
〔

～
灰
自
色

(外
)オ
リ
ー
プ
黒
モ
ヨ
コ
ナ
デ

ハ
ケ
メ
の
ち
ヨ

ヨ
ナ
デ

日
縁
部
に
3条
の
凹
線
文
の
ち
斜
状

の
刻
目
文
、
日
縁
部
上
面
に
櫛
状
工

具
に
よ
る
波
状
文
と
廉
1突
列
点
文
不
良
l 
ml
程
度
の
白
色
砂
礫

を
多
く
含
む

11
2-
5

Ⅷ
区
C

SX
24

弥
生
土
器

直
日
壷

４ 部
／ 縁
１ 日

(内
)淡
褐

(外
)淡
褐

ナ
デ
、
ハ
ケ
メ

の
ち
ナ
デ

ハ
ケ
メ
の
ち
ナ
日
縁
端
部
に
刻
目
文
、
日
縁
部
上

面
に
2条
の
凹
線
文

不
良
0,
1～
21
1程
度
の
白

色
砂
粒
目
立
つ

11
2-
6

Ⅷ
区
C
SX
24

弥
生
土
器

重
2/
/5

色 色 も ａ

次 白 と 塁

貢 灰 面 鍬

暗 淡 外 綴

側 的 � 駒

ハ
ケ
メ
、
ナ
デ
、

指
頭
圧
痕

ハ
ケ
メ

日
縁
部
に
3条
の
凹
線
文
、

部
上
面
に
4条
の
凹
線
文
、

に
3条
の
凹
線
文

縁 部
日 頸

不
良
l 
au
l程
度
の
白
色
砂
礫

を
や
や
多
く
含
む

11
2-
7

Ⅷ
区
C
SX
24
弥
生
土
器

一 霊
1/
5

r口
縁
喜
Rヽ
(1
30
)

(内
)淡
橙
灰
自
[

(外
)淡
橙
灰
白
t
指
ナ
デ
反
、

ケ
メ

ナ
デ
、
ハ
ケ
メ
、

ミ
ガ
キ

や
や
不
良
1～
2 
nl
l程
度
の
白
色

砂
礫
を
多
く
含
む

11
2-
8

Ⅷ
区
C

SX
24

上
師
器

甕
1/
6

rΠ
錢
歎
、

(内
)H
音
灰

(外
)暗
灰

ナ
デ

ナ
デ
、
ハ
ケ
メ

不
良
Ol
～
0 
2n
ll
程
度
の
白

角
秒
粒
を
少
し
含
す
o

外
面
全
面
に
ス
ス

付
着

11
2-
9

Ⅷ
区

SX
24

弥
生
土
器

甕
Ю 部
／ 縁

(内
)Π
音
赤
灰
色

(外
)R
音
赤
灰
色
ナ
デ
、
療
滅
に

よ
り
不
明

ナ
デ
、
摩
滅
に

よ
り
不
明

日
縁
部
に
刻
目
文

や 自
や 不

0 
1a
tt
u程
度
の
白
色
砂

粒
狩
多
く
合
む

H2
-1
0

Ⅷ
区
C
SX
24

弥
生
土
器

甕
1/
4以
下

(内
)淡
褐
色

(外
)淡
褐
色
ナ
デ
の
ち
ハ
ケ

メ
ナ
デ
の
ち
ハ
ケ

メ
日
縁
部
に
2条
の
凹
線
文
、
頸
部

に
貼
付
突
帯
文

や
や
不
畠
0 
1a
u程
度
の
自
色
砂

対
全
す
o

11
2-
H

Ⅷ
区
C

SX
24

土
師
器

甕
１０ 部
／ 縁
(1
88
)

(内
)暗
褐
色

(外
)暗
褐
色

ナ
デ

ナ
デ

日
縁
部
に
2条
の
凹
線
文

不
良
0 
11
LD
程
度
の
砂
粒
目

立
つ

l1
2-
12

Ⅷ
区
C
SX
24

弥
生
土
器
高
杯
(鍔
付
)
1/
10

(口
縁
部
)
(1
84
)

(内
)淡
灰
橙
自
捏

(外
)淡
灰
橙
白
t
ナ
デ

ナ
デ

日
縁
端
部
に
刻
目
文

ヾ 良
ヾ 不

l 
lu
l程
度
の
自
色
砂
礫

を
多
く
含
む

l1
2-
13

Ⅷ
区
C
SX
24

弥
生
土
器

高
不
1/
4

(日
縁
部
)
27
7

(内
)暗
黄
褐
色

(外
)暗
黄
褐
色
ハ
ケ
メ
の
ち
ミ

ガ
キ

ハ
ケ
メ
の
ち
ミ
ガ
キ
、

日
級
都
付
折
サ
デ
日
縁
部
に
刻
目
文

や
や
不
良
01
～
0 
2t
tu
l程
度
の
自

色
微
砂
粒
を
多
く
含
む
外
面
胴
部
ネ
ス
付

着

11
2-
-1
4

Ⅶ
区
C
SX
24

弥
生
土
器

重
1/
2

r康
害
К】

(内
)淡
褐
灰
色

(外
)淡
褐
灰
色
ハ
ケ
メ

ミ
ガ
キ
、底
部
付
近
ミ

ガ
キ
の
ち
部
分
的
ナ
デ

ギ 良
ヾ 不

l 
al
E程
度
の
砂
礫
を
含

む

11
2-
-1
5

Ⅷ
区
C
SX
24

弥
生
上
器

高
杯

〒 部
完 脚

(内
)淡
灰
色

(外
)淡
灰
褐
色
ナ
デ
、
摩
滅
に

よ
り
不
明

ナ
デ
、
ミ
ガ
キ
、

盛
潜
ιr
 r
め
不
研

ヾ
ギ
不
良

0 
1a
lL
程
度
の
白
色
砂

粒
を
多
く
含
む

11
2-
16

Ⅷ
区
C
SX
24

弥
生
土
器

高
杯

完
存
(脚
部
)

(内
)淡
赤
灰
自
造

(外
)淡
赤
灰
白
セ
ヨ
ヨ
ナ
デ

ミ
ガ
キ

頸
部
内
面
に
絞
り
痕

や 良
や 不
1～
21
11
の
白
色
砂
礫

を
多
く
含
む

H3
-1

Ⅷ
区
C
SX
24

弥
生
土
器

甕
1/
3

(内
)淡
灰
色

(外
)淡
灰
色
ナ
デ
、
ハ
ケ
メ
ナ
デ
、
ハ
ケ
メ
日
縁
部
に
2条
の
凹
線
文
の
ち
斜
状

の
亥
J目
文
、
頸
部
に
貼
付
突
帯
文
不
艮
維
こ 求
の
砂

11
3-
2

14
1t
t 
C
SX
24

弥
生
土
器

士 璽
1/
2

(胴
・
底
部
)

11
.2
)
(4
2.
6)
(内
)淡
灰
白
色

(外
)淡
灰
白
色
ハ
ケ
メ

、ヽ ヽ 書 ア

の 付 ナ

テ 部 ち

夕 底 の

ヽ キヽ

ヨ キ ガ

ヨ ガ ミ

や 良
や 不
0 
5D
ul
程
度
の
砂
粒
を

多
く
含
む

l1
4-
-1

Al
tt
 B

SX
22
南
弥
生
上
器

(焼
成
破
損
)

(内
)淡
黄
灰
色

(外
)淡
橙
灰
褐
進

ミ
ガ
キ

l 
nu
l程
度
の
砂
礫
を
多

く
含
む

l1
4-
2

Ⅷ
区
SX
22
南
弥
生
土
器
甕
(焼
成
破
損
)
1/
4

(6
1.
1)
内 外

韓
褐
迄

″ヽ
ケ
メ
、 
ミ
ガ

キ
肩
部
に
櫛
状
工
具
に
よ
る
刺
突
列

点
文

不
良
0.
5～
l 
nu
l程
度
の
砂

粒
を
多
く
含
む

11
4-
3

VI
It
t 
C
SX
24

弥
生
土
器
甕
(焼
成
破
損
)

(内
)R
吉
黄
色

(外
)Π
音
灰
色
ナ
デ
の
ち
指
押

し
肩
部
に
櫛
状
工
具
に
よ
る
刺
突
列

点
文

不
良
01
～
0 
5m
m程
度
の
砂

粒
多
く
含
む

l1
4-
4

ll
lt
t 
C
SX
24

弥
生
上
器
甕
(焼
成
破
損
)

(内
)淡
自
色

(外
)淡
黄
灰
色
ナ
デ
、
ミ
ガ
キ
ミ
ガ
キ

不
良
01
四
程
度
の
徹
砂
粒
に
混
し́

(2
四
人
の
石
英
を
少
ヨ
含
む

l1
5-
5

Ⅷ
区
C
SX
24

弥
生
土
器
整
(焼
成
破
損
)

(内
)淡
貢
自
色

(外
)淡
黄
白
色
ナ
デ
(ミ
ガ
キ
?
ミ
ガ
キ

不
良
0 
2H
al
程
度
の
砂
粒
を

多
く
含
む

H5
-6

Ⅷ
区
C
SX
24

弥
生
土
器
甕
(焼
成
破
損
)

(内
)灰
色

(外
)淡
黄
橙
灰
白
色
ナ
デ

ナ
デ
、一
部
ミ
ガ

キ
、指
頭
圧
痕
底
部
充
填
粘
土
剥
離

不
良
1～
2 
ml
の
白
色
砂
礫

を
少
量
含
む

11
5-
7

Ⅷ
区

SX
13

弥
生
土
器
甕
(焼
成
破
損
)

(内
)淡
白
色

(外
)暗
黄
白
色
ナ
デ

ミ
ガ
キ

不
良
0.
5～
l 
al
l程
度
の
白

色
砂
粒
を
多
く
含
む

11
5-
8

Ⅷ
区

SX
01

弥
生
土
器
(焼
成
破
損
)

(内
)淡
黄
灰
色

(外
)淡
黄
灰
白
セ
ナ
デ

ミ
ガ
キ
、
ナ
デ

不
良
1～
2 
1n
 l
の
白
色
砂
礫

を
多
く
含
む

11
5-
9

ll
lt
tA
4

弥
生
土
器
甕
(焼
成
破
損
)

(内
)暗
黄
灰
色

(外
)暗
灰
色
ミ
ガ
キ

ミ
ガ
キ

不
良
0 
1r
ua
程
度
の
微
砂
粒

宏
で
全
か

11
6-
10

ll
lt
tA
4

弥
生
土
器
甕
(焼
成
破
損
)

(内
)淡
黒
灰
色

(外
)淡
橙
灰
褐
セ
ナ
デ

ナ
デ
、
ミ
ガ
キ

不
良
l 
aw
程
度
の
自
色
砂
礫

を
み
く
合
tF

H6
-H

ll
lt
t 
C
4

弥
生
土
器
壷
(焼
成
破
損
)

(4
16
)

(内
)淡
灰
黒
色

(外
)淡
灰
黒
色
ハ
ケ
メ

ハ
ケ
メ

頸
部
～
肩
部
に
7条
以
上
の
平
行
繰

文
の
ち
3条
I単
位
の
斜
状
刻
日
文

冒
』
倦
白
合
?妥
短
捺
卦
ぁ
幻
習
好

不
良
2 
EL
l前
後
の
白
色
砂
礫

目
立
つ

11
6-
12

Ⅷ
区
C
4

弥
生
土
器
甕
(焼
成
破
損
)

(内
)暗
黒
色

(外
)暗
灰
色
ハ
ケ
メ

ミ
ガ
キ
、
ハ
ク

メ
不
良
0,
2E
un
程
度
の
自
色
砂

粒
を
多
く
含
む

11
6-
-1
3

ll
lt
tC
4

弥
生
土
器
壷
(焼
成
破
損
)
1/
3以
下

(内
)淡
禍
色

r4
ヽ
あ
繍
れ

ナ
デ

ナ
デ

日
縁
部
に
2条
の
斜
状
刺
突
列
点

文
不
良
0 
5a
la
程
度
の
自
色
砂

粒
を
多
く
含
む



― ― ］ 卜 ω ｌ ｌ

表
4 
中
野
美
保
遺
跡
出
上
の
焼
成
失
敗
品
(弥
生
土
器
)

分
 
類

挿
図
番
号
写
真
図
版
地
 
区
出
上
位
置
種
類
器
種
(部
位
)

備
考

焼
成
時
破
裂
土
器
片
11
4-
1

Ⅷ
区
B
SX
22
南
弥
生
土
器
(胴
部
)
縁
辺
部
は
一
方
向
の
み
に
観
察
で
き
る
。 
1/
8が
欠
損
し
、
僅
か
に
淡
い
黒
化
層
が
見
ら
れ
る
。

焼
成
破
裂
痕
土
器
11
4-
2

Ⅷ
区
C
SX
22
南
弥
生
土
器
(胴
部
)

一
部
分
に
4～
5の
弧
状
を
描
く
破
裂
痕
跡
が
観
察
で
き
る
。
破
裂
痕
跡
の
際
は
薄
く
立
ち
上
が
る
。
破
裂
痕
跡
は
器
壁
が
最

も
薄
い
箇
所
で
2 
11
ul
lに
満
た
な
い
。
そ
の
破
断
面
に
は
黒
化
層
は
見
ら
れ
な
い
。
破
裂
に
よ
り
上
器
に
穴
が
開
い
て
い
た
可
能

性
が
考
え
ら
れ
る
。

焼
成
破
裂
痕
土
器
■
4-
3

Ⅷ
区
C
SX
24

弥
生
土
器
(胴
部
)
一
部
分
に
弧
状
を
描
く
破
裂
痕
跡
が
観
察
で
き
る
。
破
裂
痕
跡
の
際
は
薄
く
立
ち
上
が
る
。

焼
成
破
裂
痕
土
器
11
4-
4

Ⅷ
区
C
SX
24

弥
生
土
器
(胴
部
)

一
部
分
に
弧
状
を
描
く
破
裂
痕
跡
が
観
察
で
き
る
。
破
裂
痕
跡
の
際
は
薄
く
立
ち
上
が
る
。
破
裂
痕
跡
は
器
壁
が
最
も
薄
い
箇

所
で
2 
11
ul
lに
満
た
な
い
。
た
だ
し
、
そ
の
一
部
は
久
損
し
て
い
る
た
め
、
破
断
面
に
淡
い
黒
化
層
が
見
ら
れ
る
。
破
裂
に
よ
り

上
器
に
大
が
開
い
て
い
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。

焼
成
破
裂
痕
土
器
11
5-
-5

Ⅷ
区
C
SX
24
弥
生
土
器
(胴
部
)

破
裂
痕
は
外
面
に
1箇
所
観
察
で
き
る
。
5,
9×
3,
7c
m程
度
の
精
円
形
で
、縁
辺
部
が
緩
や
か
に
剥
離
し
た
深
さ
2 
Hu
ll
の
ク
レ
ー

タ
ー
状
を
呈
す
る
。
一
方
、
2.
3×
1 
7c
m
の
精
円
形
で
、
深
さ
l 
ll
II
ll
程
度
の
パ
ッ
チ
状
の
破
裂
痕
も
見
ら
れ
る
。
黒
化
層
が
観

察
で
き
る
た
め
、
二
次
的
な
火
熱
を
受
け
て
剥
離
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
内
面
に
も
縁
辺
部
が
緩
や
か
に
剤
離
し

た
破
裂
痕
が
見
ら
れ
る
。
破
裂
痕
に
は
黒
化
層
は
見
ら
れ
な
い
。
た
だ
し
、
縁
辺
部
の
一
部
が
段
状
の
に
な
つ
て
い
る
た
め
、

焼
成
後
の
剥
離
で
あ
る
可
能
性
も
捨
て
き
れ
な
い
。

焼
成
破
裂
痕
土
器
11
5-
-6

Ⅷ
区
C
SX
24

弥
生
土
器
(底
都
)

底
部
に
充
填
し
た
粘
土
が
剥
離
し
て
い
る
。
そ
の
剥
離
面
に
は
黒
化
層
が
見
ら
れ
な
い
。
焼
成
時
に
剥
離
し
た
可
能
性
が
考
え

ら
身L
る
。

焼
成
破
裂
痕
土
器
11
5-
7

Ⅷ
区
A
SX
13

弥
生
土
器
(胴
部
)

一
部
分
に
弧
状
を
描
く
破
裂
痕
跡
が
観
察
で
き
る
。
縁
辺
部
は
緩
や
か
で
、
深
さ
6 
Hl
ll
lの
ク
レ
ー
タ
ー
状
を
呈
す
。
破
断
面
の

厚
さ
は
3 
11
ul
lで
、
一
部
を
除
き
黒
化
層
は
見
ら
れ
な
い
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
焼
成
時
の
破
裂
に
よ
り
上
器
に
穴
が
開
い
て
い
た

可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。

焼
成
破
裂
痕
土
器
11
5-
8

Ⅷ
区
SX
01

弥
生
上
器
(底
部
付
近
)

一
部
分
に
弧
状
を
描
く
破
裂
痕
跡
が
観
察
で
き
る
。
縁
辺
部
は
緩
や
か
で
、
深
さ
7 
Hu
ll
程
度
の
ク
レ
ー
タ
ー
状
を
呈
す
。
破
断

面
の
厚
さ
は
3 
11
ul
lで
黒
化
層
が
見
ら
れ
る
。

焼
成
破
裂
痕
土
器
11
5-
9

Ⅷ
区
A

弥
生
土
器
(胴
部
)

二
つ
の
連
続
し
た
弧
状
を
描
く
破
裂
痕
跡
と
現
状
で
径
2.
5c
m程
度
の
半
円
形
の
破
裂
痕
跡
が
観
察
で
き
る
。
前
者
の
縁
辺
部

は
緩
や
か
で
、
現
状
の
深
さ
は
3 
Hu
ll
程
度
で
あ
る
。
破
断
面
の
厚
さ
は
31
11
11
1で
、
~部
に
黒
化
層
が
見
ら
れ
な
い
幅
5 
11
ul
l程
度

の
箇
所
が
観
察
で
き
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
焼
成
時
の
破
裂
に
よ
り
上
器
に
穴
が
開
い
て
い
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。
後
者

の
縁
辺
部
は
緩
や
か
で
、
現
状
の
深
さ
は
2 
11
ul
l程
度
で
あ
る
。

焼
成
破
裂
痕
土
器
11
6-
-1
0

Ⅷ
区
A

弥
生
土
器
(底
部
付
近
)

一
部
分
に
弧
状
を
描
く
破
裂
痕
跡
が
観
察
で
き
る
。
縁
辺
部
は
緩
や
か
で
、深
さ
2 
11
tl
ll
程
度
の
ク
レ
ー
タ
ー
状
を
呈
す
。
ま
た
、

黒
化
層
が
見
ら
れ
な
い
厚
さ
21
11
11
1、
幅
7 
11
ul
lの
破
断
面
が
破
裂
痕
跡
に
観
察
で
き
る
こ
と
か
ら
、
焼
成
時
の
破
裂
に
よ
り
上
器

に
穴
が
開
い
て
い
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。

焼
成
破
裂
痕
土
器
11
6-
11

Ⅷ
区
C

弥
生
土
器
(胴
部
)

二
つ
の
連
続
し
た
弧
状
を
描
く
破
裂
痕
跡
が
観
察
で
き
る
。
縁
辺
部
は
緩
や
か
で
、
現
状
の
深
さ
は
3 
11
ul
l程
度
で
あ
る
。
破
裂

痕
跡
の
破
断
面
の
厚
さ
は
1～
2 
11
ul
lで
、
そ
の
全
て
に
黒
化
層
は
見
ら
れ
な
い
。
黒
化
層
は
破
裂
痕
跡
以
外
の
断
面
で
観
察
で

き
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
焼
成
時
の
破
裂
に
よ
り
上
器
に
穴
が
開
い
て
い
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
内
面
の
90
%が

層
状
に
剥
離
し
て
お
り
、
そ
こ
に
は
黒
化
層
は
見
ら
れ
な
い
。

焼
成
破
裂
痕
土
器
11
6-
-1
2

Ⅷ
区
C

弥
生
土
器
(胴
部
)

一
部
分
に
弧
状
を
描
く
破
裂
痕
跡
が
観
察
で
き
る
。
縁
辺
部
は
緩
や
か
で
、深
さ
2 
Hu
ll
程
度
の
ク
レ
ー
タ
ー
状
を
呈
す
。
ま
た
、

黒
化
層
が
見
ら
れ
な
い
厚
さ
2 
4u
ll
、
幅
2.
5c
mの
破
断
面
が
破
裂
痕
跡
に
観
察
で
き
る
こ
と
か
ら
、
焼
成
時
の
破
裂
に
よ
り
上

器
に
穴
が
開
い
て
い
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
内
面
の
50
%が
層
状
に
剥
離
し
て
お
り
、
そ
こ
に
は
黒
化
層
は
見
ら

れ
な
い
。

焼
成
破
裂
痕
土
器
11
6-
-1
3

Ⅷ
区
C

弥
生
土
器
壺
(口
縁
)

3～
4の
連
続
し
た
弧
状
を
描
く
破
裂
痕
跡
が
観
察
で
き
る
。
縁
辺
部
は
緩
や
か
で
、
現
状
の
深
さ
は
21
11
11
1程
度
で
あ
る
。
破

裂
痕
跡
の
破
断
面
の
厚
さ
は
1～
2 
11
ul
lで
、
そ
の
全
て
に
黒
化
層
は
見
ら
れ
な
い
。
黒
化
層
は
破
裂
痕
跡
以
外
の
断
面
で
観
察

で
き
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、焼
成
時
の
破
裂
に
よ
り
上
器
が
損
壊
、
あ
る
い
は
穴
が
開
い
て
い
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、

内
面
の
40
%が
層
状
に
剥
Rt
し
て
お
り
、そ
こ
に
は
黒
化
層
は
見
ら
れ
な
い
。
ま
た
、
そ
の
断
面
に
も
黒
化
層
は
見
ら
れ
な
い
っ



表
5 
中
野
美
保
遺
跡
出
土
銭
観
察
表

挿
図
番
号
写
真
図
版

名
称

調
査
区

法
  
  
  

量
  
(c
m)

重
さ
(g
)

初
鋳
年
代

a
d

f

11
-1

至
道
元
宝

Ⅱ
区

2 
43

2 
47

1 
72

1,
70

0.
80

0 
75

99
54
F

11
-2

永
楽
通
宝
(銅
)

V区
2 
48

2.
50

2.
12

2 
15

0 
69

0,
72

14
08
年

11
-3

無
文
銭

V区
2.
26

1,
75

0.
62

0 
66

― ― ］ 卜 『 １ １

表
6 
中
野
美
保
遺
跡
出
土
石
器
・
石
製
品
観
察
表

挿
図
番
号
写
真
図
版

種
 
別

調
査
区
出
上
位
置

法
量

石
材

備
考

長
さ
(c
m)
幅
(c
m)

'享

さ
 (
cm
)
重
さ
(D

l-
10

40
紡
錘
車

Ⅲ
区

外
径
5,
0
7L
径
0.
8

灰
白
色

0-
6

49
紡
錘
車

Ⅶ
区

同
心
円
上
に
居
矩
歯
文
が
め
ぐ
る

17
-

90
石
鏃

Ⅷ
区
SX
05

0 
64

黒
燿
石

17
-
2

90
石
鏃

Ⅷ
区
SX
01

0,
71
黒
曜
石

17
-3

90
剥
片

Ⅷ
区
B

13
6.
52
黒
曜
石

17
-4

90
管
玉

V区
SX
01

1.
3
0.
38
-0
.4

0,
25

碧
玉

す
ん
だ
薄
緑
色

17
-5

90
紡
錘
車

Ⅷ
区
C

(3
.6
)

17
--
6

90
軽
石
(火
山
弾
)

Ⅷ
区
A

47
 3
6

黒
曜
石
付
着

17
--
7

90
石
斧

Ⅷ
区
A
SX
01

19
8,
7

再
利
用
品

17
-

90
石
斧

Ⅷ
区
C
SX
24

14
.1

(2
.7
)

24
4.
5

17
-9

90
石
斧

Ⅷ
区
B
SX
22
面

15
.9

18
-1

90
石
斧

Ⅷ
区
C

(1
07
)

18
-2

90
石
斧

Ⅷ
区
B

(8
,9
)

23
7.
6

基
部
敲
打
痕

18
--
3

90
石
谷

Ⅷ
区
A

ll
.3

26
7 
4

ほ
ぼ
完
形
、
再
利
用
品

18
-4

90
石
斧

Ⅷ
区
B

(9
,2
)

4.
1

刃
部
・
基
部
に
敲
打
痕
、
二
次
利
用

18
-5

90
石
斧

Ⅷ
区
B

42
5 
7

18
-6

す
り
石

Ⅷ
区
A

(9
.9
)

67
6 
1

18
-
7

90
石
斧

Ⅷ
区
A

43
1.
6

18
-

91
石
皿

Ⅷ
区
B
SX
13

24
,1
5

16
5

31
40

19
-
1

91
大
形
石
包
丁
様
石
器

Ⅷ
区
A

18
,2

15
32
9,
4

19
--
2

91
穂
摘
具
か
?

Ⅷ
区
SX
21

1.
1

12
6.
4

未
完
成
品

19
-
3

91
穂
摘
具

Ⅳ
区

10
0

16
12
7.
47

未
完
成
品

19
-
4

91
穂
摘
具

Ⅷ
区
A

(4
 7
0)

(6
 6
0)

(0
,7
0)

30
.3

未
完
成
品

19
--
5

91
穂
柄
具

Ⅳ
区

9.
2

14
.0

1.
3

21
1 
56

未
完
成
品

19
-

砥
石

Ⅷ
区
SX
2
2南

13
 5
5

5.
05

18
8.
3

19
-
7

砥
石

Ⅳ
区

10
48
.5
9

19
-8

砥
石

Ⅷ
区
C

(9
.3
5)

2.
45

16
15

19
-

砥
石

Ⅱ
区

1
47
5,
95

端
部
を
含
め
て
7面
の
使
用
反

19
-

91
砥
石

Ⅶ
区

45
7.
13

淡
黄
灰
色

19
-■

91
砥
石

Ⅶ
区

(8
7

19
14

19
--
12

91
筋
砥
石

I区
12
1,
42



表
7
中
野
美
保
遺
跡
出
土
木
製
品
観
察
表

Ｉ Ｉ ］ 卜 ∞ ― ―

挿
図
番
号
写
真
図
版
調
査
区
出
上
位
置

種
 
類

長
さ
(c
m)

幅
(c
m)

厚
さ
/太
さ
(c
m)
木
取
(あ
り
O)

備
考

52
・
53

Ⅶ
区
2号
集
石
付
近

家
具
か
?

81
.6

20
 0

○
ベ
ン
ガ
ラ
塗
布

72
-1

Ⅷ
区

井
戸
枠
板

11
5。
1

30
,7

○

72
--
2

Ⅷ
区

井
戸
枠
板

11
6.
8

25
,7

○

73
--
1

Ⅷ
区

建
物
1

柱
根

36
.8

25
,7

×

73
-2

Ⅷ
区

建
物
1

柱
根

41
.1

24
 4

×

20
--
1

Ⅲ
区
水
田
畦
畔

漆
器

9,
3(
底
径
)

×
内
側
は
赤
漆
塗
り
、
外
側
は
黒
漆
塗
り
、
赤
漆
の
模
様
あ
り

20
--
2

Ⅵ
区
水
田
作
土

漆
器

7.
8(
底
径
)

×
内
側
は
赤
漆
塗
り
、
外
側
は
黒
漆
塗
り
、
赤
漆
の
模
様
あ
り

20
--
3

Ⅵ
区

3層
容
器
の
板
底

○

20
-4

Ⅵ
区

3層
不
明

20
,9

1,
7

○

20
--
5

Ⅵ
区

3層
不
明

16
.4

○

20
-6

Ⅵ
区

3層
容
器
の
板
底

15
8

O
20
--
7

Ⅵ
区

3層
不
明

13
,0

O
20
-8

Ⅵ
区

3層
容
器
の
蓋
(底
板
)

7.
5

○

20
-9

Ⅵ
区

3層
不
明

22
 7

1,
9

O
21
-1

V区
3層

板
草
履

21
1

○

21
-2

V区
3層

板
草
履

○

21
-3

V区
3層

容
器
の
書
帳
板
)

○

21
-4

V区
3層

容
器
の
蓋
(底
板
)

○

12
2-
- 
1

Ⅲ
区

4層
不
明

52
.0

29
,0

○
調
整
痕
観
察
可

12
2-
2

Ⅵ
区

4層
杭

16
9 
0

12
.6

O
調
整
痕
観
察
可

12
2-
-3

Ⅵ
区

4層
不
明

10
7.
5

12
2-
-4

Ⅵ
区

3層
(底
板
)

42
.9

○

12
2-
-5

Ⅵ
区

3層
不
明

51
.5

○
調
整
痕
観
察
可

12
2-
-6

Ⅵ
区

4層
不
明

83
.3

16
.6

2.
6

○

95
-1

Ⅵ
区

不
明

41
,7

○

95
-2

Ⅵ
区

不
明

28
.8

16
.0

○

95
-3

Ⅵ
区

杭
26
 8

○

95
-4

Ⅵ
区

杭
26
.7

2.
3

○

95
-5

Ⅵ
区

不
明

14
.6

12
.7

95
-6

Ⅵ
区

不
明

14
.8

○

95
-7

Ⅵ
区

不
明

78
.0

○

95
-8

Ⅵ
区

不
明

22
.7

○

95
--
9

Ⅵ
区

不
明

51
.3

1.
2

95
--
10
I区

水
田
畦
畔

不
明

95
--
11
V区

不
明

10
.5

O
95
--
12
V区

水
田
畦
畔

漆
器
(細
片
)

×

95
--
13
V区

不
明

13
.5

O
95
--
14
I区

不
明

○



表
8 
中
野
美
保
遺
跡
出
上
金
属
器
観
察
表

挿
図
番
号
写
真
図
版

名
 
称

調
査
区

法
  
  
 
量
 (
ll
ul
l)

備
考

a
b

C
d

f
g

83
-3

耳
環

Ⅷ
区
C

21
,3

23
.2

14
.7

4.
5

金
箔
加
工
、
剥
離
が
目
立
つ

表
9 
中
野
美
保
遺
跡
検
出
弥
生
墳
丘
墓
計
測
値
(m
)

遺
 
構
 
名

計
測

箇
所

備
考

b
C

d
f

中
野
美
保
1号
墓

北
東
突
出
部

2
南
東
突
出
部

中
野
美
保
2号
墓

― ― ］ 卜 Φ Ｉ Ｉ

表
10
 
中
野
美
保
遺
跡
検
出
建
物
一
覧
表

建
 
物

地
 
区
挿
図
番
号
写
真
図
版

柱
 
間

梁
行
(m
)
桁
行
(m
)
梁
間
(尺
)
桁
問
(尺
)
面
積
(∬
)
主
 
軸

時
 
代

1
V区

29
, 
30

6
2間
×
(2
間
)

4.
3

7
7

17
.2
N5
°
 E

奈
良
～
飛
鳥

V区
29
, 
30

6
2間
X(
3間

)
6

7
23
.9
4
N4
°
 E

奈
良
～
飛
鳥

1
Ⅷ
区

62
, 
67

27
, 
28

2間
×
3間

8
7

31
.0
2
N8
9°
 W
奈
良
～
飛
鳥

Ⅷ
区

62
, 
67

2間
×
4間

4
5

15
.3
6
N8
8°
 W

奈
良
～
飛
鳥

Ⅷ
区

62
, 
68

1間
×
4間

9
5

15
.6
N8
8°
 W

奈
良
～
飛
鳥

Ⅷ
区

62
, 
68

2間
×
4間

4,
6

8
6

33
.1
2
N8
1°
W
奈
良
～
飛
鳥

Ⅷ
区

62
, 
69

2間
×
3間

4.
2

7
5

20
.1
6
N8
2°
 W

奈
良
～
飛
鳥

Ⅷ
区

62
, 
69

1間
X3
間

1,
7

6
6

9.
35
N7
9°
 W

奈
良
～
飛
鳥

7
Ⅷ
区

62
, 
70

1間
×
4間

4,
1

6
27
.4
7
Nl
ポ
 E

奈
良
～
飛
鳥

Ⅷ
区

62
, 
70

1間
X4
間

6
24
.8
4
N1
6°
E
奈
良
～
飛
鳥

Ⅷ
区

62
, 
71

2問
×
2間

6
6

14
,0
6
N8
5°
W
奈
良
～
飛
鳥

※
尺
は
30
cl
ll
と
仮
定
し
て
計
算
し
た
。



表11 中野美保遺跡検出建物計測表

(V区 )

建物 1計測表

規 模
梁 行 き 桁 行 き

(2間 (40m)) 2問 (43m)

主 軸 N E

歓
ω

番 号 P2 P3 P4 P6 P7

上 面 径 (cm) 34X26 34× 32 32× 30 36× 32 40× 34 44× 32 40× 34

底の標高 (m) 3 74 3 92 3 78 3 78 3 82 3 70 3 84

柱 間 距 離 (m)
Pl― P2 P2-P3 P3-P4 P4-P5 P5-P6 P6-P7 /
2.1 22 2,1 2 1 /

建物 2計測表

規 模
梁 行 き 桁 行 き

2間 (38m) (3間 (63m))
主 軸 N

棘
⑪

番 号 P2 P3 P4 P6 P7 P9

上 面 径 (cm) 58× 46 54× 42 50× 42 54× 46 44× 40 42× 34 68× 44 44× 44 44〉く34 /
底の標高 (m) 3 82 3.84 3 78 3 80 3 90 3 80 3 84 3 86 3 86

柱 問 距 離 (m)
Pl― P2 P2-P3 P3-P4 P4-P5 P5-P6 P6-P7 P7-P8 P8-P9 /
22 18 2.1 2.2

(Ⅷ区)

建物 1計測表

規 模
梁 行 き 桁 行 き

2問 (47m) 3間 (66m)
主 軸 N8ヴ W

柱穴

(cm)

番 号 P2 P3 P4 P5 P6 P7 P9 P10

上 面 径 (clll) 60× 44 48× 44 50× 42 50× 50 60× 54 48× 42 44× 40 42× 40 50× 42 50× 50

底の標高(m) 3 67 3.68 3.72 3 66 3 74 3 67 3 74 3,74 3,70 3.56

柱 問 距 離 (m)
Pl― P2 P2-P3 P3-P4 P4-P5 P5-P6 P6-P7 P7-P8 P8-P9 P9-Pl( P10-Pl

2.3

建物 2計測表

規 模
梁 行 き 桁 行 き

2聞 (24m) 4間 (64m)

主 軸 N88° W

歓
ｔｃｍナ

番 号 P2 P4 P6 P7 P9 P10

上 面 径 (clll) 34× 32 32× 28 48× 42 88× 54 26× 26 48× 44 48× 48 46× 60 44X34 48× 30

底の標高 (m) 3.80 3 74 3,75 3 58 3 76 3 70 3.70 3.69 3.70 3,74

柱 間 距 離 (m)
Pl― P2 P2-P3 P3-P4 P4-P5 P5-P6 P6-P7 P7-P8 P8-P9 P9-Pl( P10-Pl

1.5 15

建物 3計測表

規 模
梁 行 き 桁 行 き

1 間 (26m) 4問 (60m)

主 軸 N88° W

棘
くｃｍ＞

番 号 Pl P2 P3 P4 P6 P7 P9

上 面 イ垂(cm) 44× 30 24× 20 36× 34 42× 32 38× 36 36× 34 44× 40 44〉く44 78X52

底の標高(m) 3 65 3,82 3 74 3.67 3.72 3,76 3 56 3 81 3,72

柱 問 距 離 (m)
Pl― P2 P2-P3 P3-P4 P4-P5 P5-P6 P6-P7 P7-P8 P8-P9 P9-Pl /
1.7 22

建物 4計測表

模規
梁 行 き 桁 行 き

2聞 (46m) 4間 (72m)

主 軸 N8 W

柱穴

(cm)

番 号 Pl P2 P4 P5 P6 P7 P8 P9 P10 P ll P12

上 面 径 (cm) 36× 32 34× 32 52× 44 46× 44 44× 44 28× 24 42× 40 44× 30 30× 24 66× 56 40× 44 46× 26

底の標高(m) 3 64 3_72 3 48 3 62 3.65 3 73 3.68 3 76 3 88 3 60 3_60 3 62

柱 間 距 離 (m)
Pl― P2 P2-P3 P3-P4 P4-P5 P5-P6 P6-P7 P7-P8 P8-P9 P9-Pl( P10-P ll PH― P12 P12-Pl

2.3 2 1 16 15 22
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建物 5計測表

規 模
染 行 き 桁 行 き

2聞 (42m) 3聞 (48m)

主 軸 N82° Vヽ

桂六

(cm)

番 号 Pl P3 P5 P7 P9 P10

上 面 径 (cm) 62× 50 66× 54 66× 54 56× 48 34× 30 50× 48 62X48 58× 50 66× 54 48× 44

底の標高 (m) 3.68 3 72 3 68 3.73 3 86 3 85 3.69 3 85 3 71 3 60

柱 問 距 離 (m)
Pl― P2 P2-P3 P3-P4 P4-P5 P5-P6 P6-P7 P7-P8 P8-P9 P9-Pl( P10-Pl
19 14 2.1 17 /

建物 6計測表

規 模
梁 行 き 桁 行 き

1間 (17m) 3間 (5.5m)

主 軸 N79° W

柱穴

(cm)

番 号 Pl P3 P5 P6 P7 P8 /
二 面 径 (cm) 98× 60 32× 28 30× 30 36× 32 36× 42 56× 34 40× 36 38× 34 /
底の標高 (m) 3 76 3 78 3 79 3,75 3 80 3 81 3,70 3,68 /

柱 問 距 離 (m)
Pl― P2 P2-P3 P3-P4 P4-P5 P5-P6 P6-P7 P7-P8 P8-Pl

/

建物 7計測表

規 模
梁 行 き 桁 行 き

1間 (4.lm) 4間 (67m)
主 軸 N14° E

柱穴
(clll)

番 号 Pl P2 P3 P4 P6 P7 P8 P9 P10 /
上 面 径 (cm) 38× 34 56× 42 52X38 52× 42 32× 26 44X32 38× 28 62× 50 86× 78 48× 46

底の標 高 (m) 3 73 3 71 3.68 3 62 3 61 3 59 3,72 3.69 3,71 3 72

柱 間 距 離 (m)
Pl― P2 P2-P3 P3-P4 P4-P5 P5-P6 P6-P7 P7-P8 P8-P9 P9-P10 P10-Pl
1.5 1,7 1,7

建物 8計測表

規 模
梁 行 き 桁 行 き

1 間 (36m) 4間 (69m)

主 軸 N16° E

柱穴

(cm)

番 号 Pl P2 P3 P4 P5 P6 P9 P10

上 面 径 (cm) 68× 58 42× 38 42× 40 74× 46 32× 32 82× 56 38X38 58× 28 42× 34 74× 56

底の標高 (m) 3 67 3 70 3 57 3.64 3.54 3.47 3 71 3 70 3 72 3,70

柱 間 距 離 (m)
Pl― P2 P2-P3 P3-P4 P4-P5 P5-P6 P6-P7 P7-P8 P8-P9 P9-Pl( P10-Pl
15 17 37 1.8 1,2

建物 9計測表

模規
梁 行 き 桁 行 き

2聞 (37m) 2間 (3.8m)

主 軸 N85° W

柱穴

(cm)

番 号 Pl P2 P3 P4 P5 P6 P7 P9

上 面 径 (cm) 28× 26 34× 30 28× 22 28× 26 34× 32 40〉く38 28× 28 34× 28 32× 30

底の標高 (m) 3.75 3 68 3 69 37, 3 68 3 68 3,70 3 70 3 70

桂 間 距 離 (m)
Pl― P2 P2-P3 P3-P4 P4-P5 P5-P6 P6-P7 P7-P8 P8-P9 P8-PI P2-P91P4-P91P6-P9

16 18
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図版 1
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I区中世水田遺構 (北から撮影 )

I・ I区中世水田遺構 (西から撮影 )



図版 2

I区西半・V区中世水田遺構 (東から撮影)

Ⅲ区中世水田遺構 (北西から撮影)



I区東壁土層断面 (西から撮影 )

Ⅳ区西壁土層断面 (東から撮影 )


